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会場までの交通

鉄道:J R長~奇駅前より路面電車 1 番系統(青色)もしくは3番系統(赤色)で赤迫(あかさこ)行きに乗り， 1量瞳主一

主亜L下車(約20分，料金は均一 100円)。停留所は『大学病院前』とは異なりますので，間違えないようご注意

下さい。

飛行機:長崎空港より長崎駅前県営パスターミナル行き連絡パスに乗り， r長崎駅前J下車(約1時間， 1，200円)。

空港から長崎市内までタクシーを利用されると 10，000円以上かかりますのでご注意下さい。その後上記と同様路

面電車で『長崎駅前』まで。

車:長崎自動車道長崎多良見 1C(終点)を出て，長崎バイパス(有料)に入り，川平料金所手前で左車線に入り

『平和公園・昭和町』方向へ向かつてください(間違って右車線の県庁方向へ行くと市内中心部へ出てしまいます

のでご注意下さい)。料金所のあとトンネルを出ると長崎大学に近い市内北部地域です。

なお会場の長崎大学文教キャンパスは非常に狭く，外来者用の駐車場は基本的にはありません。車はホテル駐

車場に停めて，会場へ直接車でいらっしゃることはご遠慮下さい。

長崎駅前などからタクシーで直接会場にいらっしゃる際は， r文教町(ぶんきょうまち)の長崎大学』と行き先を

お伝え下さい。

会 場

大会会場のある環境科学部・全学教育棟は，大学正門を入って正面に見える時計塔のある建物です。大会 1日

目(29日)は，環境科学部正面玄関ホールにて受付を行いますので，正面玄関をお入り下さい。会場へは，玄関裏

から中庭を抜けて進んでください。突き当たり右手の建物が会場です。大会2日目(30日)は，大会会場 1Fにて

受付を行います。

編集委員会・評議員会 (28日)は，会学教育事務棟の3Fセミナ一室で行います。全学教育事務棟は，大学正門

から見て環境科学部右手にある小さな建物です。

懇親会は， r長崎大学前』電停より 8 つ目(長崎駅1ll~)の『銭座町(ぜんざまち )j 電停正面のセンチユリーホテル

3F蘭の問で29日18時半より開催します。総会終了後，送迎パスも出ます。

日程

3月28日(火 15:00-16:30 

16:30 -18:00 

3月29日(水 9:00-12:30 

13:30 -15:00 

15:15 -16:15 

16:30 -17:30 

18:30 -20:30 

3月30日(木 9:00-12:30 

13:30 -15:30 

15:45 -16:45 

3月31日(金) 8:30 

編集委員会全学教育事務棟3Fセミナ一室

評議員会 全学教育事務棟3Fセミナ一室

口頭発表 Al-AI4(A会場)， BI-BI4(B会場)

公開記念講演会 (A会場)

展示発表PI-17(ポスターA会場)， PI8・32(ポスターB会場)

総会(A会場)

懇親会(長崎市目覚町 1-26センチユリーホテル 3F蘭の問)

口頭発表A15・A27(A会場)， BI5・B27(B会場)

公開ミニシンポジウム(A会場)

口頭発表A28-31(A会場)， B28・B31(B会場)

長崎大学中部講堂前集合

エクスカーション(ハウステンポス環境施設見学会)昼前閣内解散

受付

3月29日(水)は 8:30~ 17・00環境科学部正面玄関ホール， 3月30日(木)は 8:30~ 15:00の問，全学教育棟 1F 

にて行います。当日参加の申し込みも受け付けますが，懇親会に参加希望の方は，必ず大会前に参加申込票を大
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会事務局宛お送りいただき，懇親会費を郵便振潜で送金いただきますようお願い致します。

クロー ク

3月29日(水)は 8:30から 18:00まで， 3月30日(木)は 8・30から 18:00まで大会会場 IFのクロークにて荷物を

お :f:j'~かりいたします。

口頭発表

-一つの発表につき発表 12分，質疑応答 3分です(1鈴 10分，2鈴 12分，3鈴 15分)。

.I!央写スライドは 35mm版を使用し，スライドの枠には第 2@]案内(諜鎖47巻 3号)およびプログラム p.70 

のように講演者氏名，発表番号(大会プログラム参!!官)，スライド総枚数， 1決写jll員序，手前上を示す赤マーク

を記入して下さい。

繰り返し映写するスライドは必姿回数分の枚数を用昔、して下さい0

・OHPの使用も可能ですが，操作は各自行って下さい。

・スライド受付 ・返却は，それぞれの会場入口にあるスライド受付に椛iliili日始 30分前までに提出し，終了
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会場見取り図
(環境科学部・全学教育練)
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後受け取って下さい。

展示発表

・展示物は 29日の 8:30から 12時頃までにポスターAまたはポスターB会場の所定の場所に掲示して下さ

い。会場にはハサミ，のり，セロハンテープ，画鋲を用意しであります。撤去は30日の午後以降 17時まで

にお願いします。

・発表者による説明の時間帯は29日の 15:15から 16:30までです。

展示発表をされる方はこの時間帯に必ずポスターAまたはポスターB会場の展示物前に待機し，講演質疑

応答を行って下さい。

・ポスター会場の展示スペースはそれぞれ縦 180cm，横90cmです。

・展示パネルの上部には第2図案内(藻類47巻3号)およびプログラム p.70のように発表番号，表題，氏名(所

属)を明記して下さい。

・研究目的，実験結果，結論などについてそれぞれ簡潔にまとめた文章をつけて下さい。また，写真や図表に

は簡単な説明文を添付して下さい。

・文字や図表の大きさは，少し離れた場所からでも判読できるようにして下さい。

大会企画

1.公開記念講演会

3月29日(水)午後， A会場(3F 322教室)にて，吉田忠生先生(北海道大学名誉教授)，右田清治先生(長崎大学名

誉教授)のお二人から下記のテーマで記念のご講演をしていただきます(学会会員以外の方の聴講も歓迎します)。

吉田忠生先生 『長崎と海藻研究』

右田清治先生 『九州産天然記念物指定淡水藻の生育現況1
2.公開ミニシンポジウム{企画 四井敏雄)

3月30日(木)午後， A会場(3F 322教室)にて『藻食性魚類の食害による藻場の衰退』をテーマに，講演者3名

による公開ミニシンポジウムを開催します。こちらも学会会員以外の水産関係者・海洋生物学研究者に広く参加

していただくため，公開とします。

3.エクスカーション(ハウステンボス環境施設見学会)

今大会のエクスカーシヨンとして，ハウステンポスの環境施設見学会(31日)を行います。見学会終了後，その

まま圏内に入り散策することもできます(エクスカーション参加費5000円には通常4800円より大幅に値引きした

入場料と往路交通費が含まれます)。ハウステンポスからは海上パスを利用して直接長崎空港へアクセスできま

す。 3月31日に長崎空港から帰途につかれる方をはじめ，多くのご参加を期待しております。参加には予約が必

要です(学会員以外の同伴者の参加も可能です)。あらかじめ下記の大会事務局までご連絡ください。

日程:3月31日(金)8時30分長崎大学文教キャンパス中部(なかべ)講堂前集合。貸し切りパスでハウステン

ポスに向かいます。 10時半-12時パックヤード環境施設を見学し，見学終了後ハウステンポスに入国した時点

で解散となります。解散後は各自ご自由に圏内を散策下さい。長崎空港から帰途につかれる方は，ハウステンポ

ス圏内から出る長崎空港行きの直行シャトルボート(所要45分)とシャトルパス(所要1時間15分)が利用できます。

長崎市内に戻られる方は，パスおよびJRの手段があります(帰りの交通費は各自負担となります}。

連絡先

〒852・8521 長崎市文教町 1-14

長崎大学環境科学部飯間雅文(大会準備委員会庶務)

T且 095-843-2126(直通 FAX:095・843-2126または 095-843-1379 e-mail: iima@net.nagasaki-u.ac.jp 

長崎大学水産学部桑野和可 (大会準備委員会会計}

τ"EL 095-847-1111 内線3150 e-mail: kkuw飢噌net.nag鎚 aki-u.ac.jp



日本藻類学会第 24回大会講演プログラム

3月29日(水)午前の部

A会場 3 F 322 

9:00・9:15(Al)紅藻ユルジギヌの生活史 川口栄男(九州大・農・水産)
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9: 15-9:30 (A2) アオサの粘着物質は水中接着剤になりうるか? 0石川依久子*・南雲保帥伊東邦大，榊日

歯大)

9:30・9:45(A3) 蓑ガメに着生するシオグサ目藻類の形態 O松山和世*・矢部隆料・芹津如比古*帥・田中次

f!B *帥(*東海大・先端センター，帥愛知学泉大・コミュニティ***東水大・藻類)

9:45・10:00(A4)アメリカ東岸に生育する Ca1og1ossaintennedia sp. nov.(イギス目コノハノリ科)の形態，生殖親

和性および分子系統学的解析 O神谷充伸*・ J.A.West帥・ G.C.Zuccarello*帥・川井浩史*(*神戸大・

内海域，紳メルボルン大，紳*ニューサウスウエールズ大)

10:00・10:15(A5)殻状紅藻フチトリペニ科貼odophysemata白銀(Pa1maria1凶)の4種の比較研究 O加藤亜記・

増田道夫(北大・理・生物科学)

10: 15-10:30 (A6)イギス科紅藻Anotrichiumcelianumの独立性について O阿部剛史*・増田道夫紳・ Phang

SiewMoi紳*(*北大・総合博物館，吋E大・理*帥マラヤ大・高等研究院)

10:30-10:45 (A 7)ウラポシャハズ(褐藻，アミジグサ自)の生殖器官の形態 O長谷川和清・田中次郎(東水大・藻

類)

1045-11:00 (A8)広島湾における大型海藻類の水平・垂直分布様式 O寺脇利信*・吉川浩二*・吉田吾郎*・

内村真之*・新井章吾**(*瀬戸内水研，料(株)海藻研)

11:00-11:15 (A9)神奈川県泊壷湾におけるアラメ・カジメの生産量と垂直分布 O松本正喜*・田中和弘柿・松

村知明*(*日本エヌ・ユー・エス(株)， **(株)海洋リサーチ)

11:15-11:30 (AIO)カジメの光合成能に対する窒素濃度の影響 本多正樹(電中研}

11:30-11:45 (A11)カジメの光・温度・窒素濃度一生産力モデル 本多正樹(電中研)

11:45-12:00 (AI2)北海道東部太平洋沿岸海域の水中光量子量の季節変化について O坂西芳彦*・鈴木健吾紳・

字国川徹*・飯泉仁*・山本正昭*(*水産庁・北水研， **(財)環境科学技術研究所)

12:00-12:15 (A13)マレーシア西海岸におけるホンダワラ属の分布について O栗原暁・野呂忠秀(鹿児島大・

水産)

12:15・12:30(AI4)南日本産ホンダワラ類の組織形態 O島袋寛盛・野呂忠秀(鹿児島大・水産)

B会場 4 F 430 

9:00・9:15(Bl) ハワイ・オアフ島の土壌藻類 O中野武登*・林勝彦**・長谷川啓介紳(*広島工業大・環境，

**(株)日建総本社)

9: 15-9:30 (B2) 海岸地下水脈の渦鞭毛藻類の多様性 O堀口健雄*・久保文靖紳・三芳由希子*(*北大・院・

理・生物科学，帥丸子北小}

9:30-9:45 (B3) 従属栄養性渦鞭毛藻 OXyIThismarinaのSSUrDNAのクローニングおよび渦鞭毛藻由来SSU

rDNAの系統樹再構築 O瀧下清貴・青井研・内固有恒(京都大・農・応用生物)

9:45-10:00 (B4)多核アメーパ相を生活環に持つクロララクニオン藻の一種(グアム島産}について O金田

美奈子*・石田健一郎紳・原慶明柿*(*山形大・院・理工，帥BritishColumbia大・植物，

帥*山形大・理・生物)

10カ0・10:15(B5)培養株の比較形態に基づく単細胞性緑藻類 Vitreochlamys(ボルボックス目)の種レベルにおけ

る分類学的研究 O中津敦・野崎久義(東京大・大学院理学系・生物)

10:15・10:30(B6) 葉緑体コード複数遺伝子から推測した群体性緑藻As帥~homene(ボルボックス目)の系統的位置

0野崎久義・三沢計治(東京大・大学院理学系・生物}
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10:30-10:45 (B7)ピレノイドを欠く単細胞性緑諜 Chloromonas近縁群における rbcLj宣伝子の特異的進化

0大西啓介*・森田詠子料・野崎久義*(*東京大・理・生物，紳国立感染症研究所)

10:45-11:00 (B8)放散虫から単離した共生珪藻Minutocelluspolymorphusの形態および分子による系統学的解析

0栗山あすか*・真山茂樹*・高橋修**・南雲保*帥・藤原祥子**帥・都筑幹夫****(*東学大・生物，

**東学大・地学***日歯大・生物，紳**東薬大・生命)

11:∞-11:15 (B9)東南アジア産 Clostenumehrenbergii (Chlorophyta， Charophyceae)の交配群 O笠井文絵*・ 0.0.

ティエン紳・ N.K.ソン紳*・ M.R.マルチネスーゴス材料・ A.マハカン材料*・渡辺信*(*国立環

境研，紳ベトナム国立大***ベトナム国立自然科学技術センター，紳紳フィリピン大*紳柿タ

イ科学技術研究所}

11:15・11:30(B1O) HalfMoon Isl加 d(南極)の彩雪藻 O福島博*・小林艶子*・吉武佐紀子帥(*藻類研究所，

**湘南短期大)

11:30・11:45(Bll)北海道茨戸湖の懸濁態ケイ素濃度とケイ藻種組成の変化 O高野敬志*・五十嵐聖貴**(*北

海道衛生研，帥北海道環境研)，

11:45・12:00(B12)紅藻フクロツナギに内在する新種珪藻 O岡本典子*・南雲保紳・井上勲*(*筑波大・生

物**日歯大・生物)

12:00・12:15(B13)海産羽状珪藻Cocconeisheteroidea Hantzschの殻微細構造 O鈴木秀和*・南雲保**・田中次

郎***(*青山学院高**日歯大・生物***東水大・資源育成)

12:15-12:30 (BI4)中心目珪藻Chrysanthemodiscusfloreatusについて O小林敦*・南雲保紳・田中次郎*(*東

水大・資源育成，紳日歯大・生物)

3丹羽田{水)午後の部

A会場 3F 322 

13:30・15:00 公開記念講演会

長崎と海藻研究

吉田忠生(北海道大学名誉教授)

九州産天然記念物指定淡水藻の生育現況

右田清治(長崎大学名誉教授)

ポスター A会場 2F229 

15:15-16:15 展示発表

(Pl)緑藻シオグサ科植物ミゾジュズモの葉緑体宮地和幸(東邦大・理・生物)。2)再考「エツキアオサ」ーエツキアオサには2つの分類群が含まれている。- 0平岡雅規*・馬田智紳・

芹i畢如比古*紳・大野正夫帥**(*(株)海藻研究所，判北大・理・生物科学***東水大・藻類，

材料高知大・海生セ)

(P3)ナガアオサ雌雄配偶子の接合方向と眼点の位置関係 O宮村新一*・坂牛真司*・南雲保帥・堀輝三*

(*筑波大・生物科学系，料日歯大)

(P4)ミカヅキモの種分化の分子系統学的解析 O侍法隆.Hendrayanti， O.・市村輝宜(北大・理・海藻研)

(P5)屋外水槽での海藻類栽培法とアマモ，イワズタ類の生長 O寺脇利信*・内村真之*・玉置仁帥・新井章

吾***(*瀬戸内水研，紳広島大，帥*(株)海藻研)

(P6)マキヒトエの形態形成に関与する微生物群の探索松尾嘉英(海洋バイオ研・清水)

(円)マキヒトエの形態形成関連遺伝子の探索 松尾嘉英(海洋バイオ研・清水)

(P8)東北・北海道地方におけるシヤジクモ類の生育分布 O坂山英俊*・原慶明紳(*山形大・院・理工，紳山

形大・理・生物)
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(P9)産地の異なるカジメの移植後の生長 O芹津如比古*・横浜康継**・有賀祐勝紳*・問中次郎*(*東水

大・藻類**志津川町自然セ***東農大)

(PlO)三重県錦湾におけるカジメ群落の生産力の季節変化 O倉島彰*・川嶋之雄料・下和田学*帥・前川行

幸*(*三重大・生物資源，帥日本エヌ・ユー・エス*紳中部電力)

(Pll)日本新産オゴノリ属藻類Gracilariafinna Chang et Xia (ナンカイオゴノリ，新称)の形態と分類 O寺田竜

太*・馬場将報料・山本弘敏*紳 (*高知県海洋深層水研，帥(財)海洋生物環境研究所，紳*北大・水産)

(P12)紅藻クモノスヒメゴケの精子嚢枝形成温度と生活史 O森田哲生・能登谷正浩(東水大・応用藻類学)

(P13)紅藻ヒメゴケ属3種の生殖器官と生長と成熟に及ぼす温度の影響O森田哲生・正木綾・能登谷正浩(東

水大・応用藻類学)

(P14)紅藻エンジイシモ属の日本新産種Sporolithonepisporum (Howe)Dawsonの形態について 馬場将輔((財)

海洋生物環境研究所)

(P15)紅藻スサピノリ生態戦略における紫外線吸収物質の役割 O御国生拓*・斎藤順子**・時友裕紀子帥・

井上行夫*・堀裕和*・桜井彪傘(*山梨大・工，帥山梨大・教育人間科学)

(P16)イボツノマタの分散能について Oアリシアベルグロープ・青木優和{筑波大・下回鶴海)

(P17)義務教育終了時の生徒の藻類に関する知識・理解 O金井塚恭裕*・藤岡久美子帥・片山野康帥*(*新

宿区落合中，柿北区富士見中***東京学芸大・生)

ポスター B会場 2F 228 

15:15-16:15 展示発表

(P18)淡水産黄緑藻類Pseud，ωtaurastrumenonne (Ralfs) Chodatの無性生殖について O須谷昌之*・大谷修司

** (*島根県立大田高校，紳島根大・教育・生物)

(P19)海岸の岩上着生地衣類2種の共生藻 O竹下俊治*・宇治i享美柿・中西稔*(*広島大・学校教育，帥竜

王町立竜王小)

(回0)細胞内共生体PIII四 leciumbursariaにおける藻特異性をもたらす宿主レクチンの探索 O山崎武央*・武

田宏帥(*新潟大・自然科学研**新潟大・理・生物}

(P21) ミドリムシ(Euglenagracillis)のSNFl関連プロテインキナーゼの同定とその特徴 。市原嘉律彦・木村

靖子・松岡大介・東哲司・南森隆司・安田武司(神戸大院・自然科学研究科}

(回2)海産羽状珪藻Ac.加 m的es属の分類学的研究 O豊田健介*・田中次郎*・南雲保帥(*東水大・資源育成，

紳日歯大・生物)

(回3)糸状群体を形成する Nitzschiamlllガ'ana(Ag.)V.H.の形態と分類学的研究 O南雲保*・鈴木秀和**(*日

歯大・生物，帥青山学院高等部)

。24)浮遊性有孔虫から単離・培養したペラゴ藻の分類 O成田貴子*・真山茂樹$・河地正伸柿伊東学大・

生物，紳国立環境研)

。25)海洋バイオテクノロジー研究所が保有するストラメノパイルとクリプトモナッド株の分子系統的位置づけ

本多大輔{海洋バイオ研・釜石)

(P26)海産微細藻類の寒天平板上での生育の検討 O熱海美香*・i可地正伸**・宮下英明*(*海洋バイオ研・釜

石，柿国立環境研)

(P27)海産微細藻類用培地の開発 O宮下英明*・熱海美香*・河地正伸*・池本尚人本・梶原庸生**(*海洋

バイオ研・釜石，帥日本製薬ライフテック部}

。28)海洋バイオテクノロジー研究所が保有するシアノバクテリア(ラン藻類)の分子系統関係 宮下英明{海

洋バイオ研・釜石}

σ29)パイカル湖南西部の気生藻類 O半田信司*・中野武登帥・ ValeriaB. Itskovich柿*・益田芳樹*帥*

(*広島県環境保健協会，紳広島工大・環境・環境情報*紳LimnologicaIInstitute ofRAS， *紳*JlI崎

医大・生物}
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(P30)渦鞭毛深シス卜群集変化からみた大村湾の環境 松岡敏充 ・O林正男 j也賢珍(長崎大・水産)

(P3 1 ) 長崎県大村湾における珪藻の沈積 ・ 埋没過程の解 I~'J 松岡政充*・ 0力[J藤めぐみ ・谷村好洋 1 訟 指

i!fJ仁之同(ヰ長崎大 ・水産，何者11立大.)lli，。φ 医l立平|博)

(P32)ブラシノ務 Mesostigmaの定光性;11良点退縮株が示す光に垂直な走光性について O松永茂 掘輝三(筑

波大-生物科学系)

(P33) 有殻i~D胸毛深 Heterocapsa 属の鱗片の形態変異 O岩沌光儀*・吉田誠::・高山H青義口 ・福代康夫，治

(ば東京大 ・農 ・水圏環境 *:i広島県水試川東京大 ・アジアセンター)

16:30-17:30総会 (A会場)

18:30-20:30懇親会(センチュリーホテル)

3月30日(木)午前の部

A会場 3 F 322 

9:00-9: 15 (A 15)日本産イワヅタ腐の系統およびrbcL巡伝子イントロンの分布 O羽生田岳H百六・新井章吾川

地i王l邦彦句、金沢大・理・生物， "*(株)海藻研究所)

9: 15-9:30 (A 16)日本産褐藻ヒルナミマクラ(Elachistataeniaef'ormis)の分類について OJ二井進也・小亀一弘・場

l王l道夫(北大 ・理学研究剃・生物科学)

9:30-9:45 (A 17)褐藻ワタモ(CoJpomeniilbullosa)の自然下のJJ包子体について 小亀一弘(=1ヒ大・理学研究科

生物科学)

9:45-10:00 (A 18) Reyision of the systematic position of some speci巴s01' Sargassacea巴(Fucales，Phaeophyc巴ae)bes巴CIon 

ITS-2 s巴qu巴nc巴scomparisons 0 Valerie Stigel・TakeoHoriguchi・TaclaoYoshicla . Michio Masucla(D巴pt.

Biological Sci巴nc巴 ・HokkaicloUniy. ) 

10:00ー10:15(A I9) ウシケノリ I~I (紅色捕物I""J)の SSUrDNAに基づく分子系統学[削仔析 O松山手口世長 ・山崎悟

ヰ・下村謙'1苦l::j 嵯11成直伍*("東海大 -先端センター:f::i東海大 .1淀・海洋)

10: 15-10:30 (A20)ウシケノ リ目(主1:色地物門)の SSUrDNAに基づく系統樹から1mた形質の進化 01嵯峨直位[

松山手111仕*・ 山崎情判 ・下村謙l古斗 ι(**潟大・先端センター，同東海大・院・海洋)

10:30ー10・45(A21)ウシケノ リ目(紅色植物|吋)の分子系統解析における新規分子マー カー II型DNAトポイソメラー

ゼの可能性 O下村議ft情オ ・LLJ本敏ト bii 山 m. l~'J 料・峻 11政直恒*** ("東海大 ・院・海洋:f::!海洋バ

イオ初f，東海大先端センター)

(10:45-11:00休憩)

11:00-11:15 (A22)分子系統からみた褐藻イワヒゲ属，キタイ ワヒゲ腐の分類について O佐々木秀明日 小fむ

一弘，，*. Jl I 井浩史料*(川村l戸大・ I~I 然科 学， ** =It大型li.生物科学， 日神戸大 ・内海域)

1 1: 15-1 1 :30 (A23)褐藻ナガマツモとヒモナガマツモの分類について O金MRi告。 判l谷充伸吋 川井浩史ヌ(*

神戸大 自然科学神戸大・内海域)

1 1 :30-11:45 (A24)新しい海産糸状謀 Schizoc/adia(黄色植物I''''J)について OJII升浩史 F ・前場峻車ili主 佐々木秀

l現ド・奥田一雄伊・ 池恩主rt*:1・EricC. Henry"司ホ(時神戸大 内海域高知大・理記OregonStat巴

Uniy.) 

11 :45・12:00(A25)イワヅタ類のアレロパシーに閲する研究 Or:"Ji;;JJ'l之". Oliyier DECAMP*・内旧卓志 ι ・寺

l協利信中 ・佐藤征弥同 ・金丸芳"*("瀬戸内水li)f，*，' 徳島大 ・総合科学)

12:00・12・15(A26)初期発生期のダルスに与える UV-Bの影響と紫外線吸収物質 palythineの作用について
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矢部和夫(北海道東海大・工.ilif.i芋開発工)

12:15-12:30 (A27)微細藻類に対するガンマ線照射の影響 影山純子*・滝上真知子**・橋本昭司料・ O長島

秀行*(*東京理科大・理**高崎原子力研究所)

B会場4F430 

9:00・9:15 (815)アミミドロの遊走子接着部に局在する分子の解析 O幡野恭子・山田雪(京都大・総合人間・自

然環境)

9:15・9:30(816)ミドリゲ目緑藻キッコウグサの分割j細胞分裂における原形質の運動機構 O湯浅健・奥田一雄

(高知大・理・生物)

9:30・9:45(817)緑藻カサノリにおける Poly(A)+RNAの局在 O峯一朗*・奥田一雄*・ DiedrikMenzel**(*高

知大・理・自然環境，判ボン大学植物学研究所)

9:45-10:00 (818)黄緑藻フウセンモの一種のセルロース合成酵素複合体の構造柴垣里加子・関田諭子 .0奥

田一雄{高知大・理・自然環境)

10:00-10:15 (819)無色ペデイネラ類(黄色植物)における葉緑体の退化 O関口弘志・守屋真由美・井上勲(筑

波大・生物)

10: 15-10:30 (820)褐藻ヒバマタ目数種における卵形成，並びに核の退化 O長里千香子・本村泰三・市村輝宜

(北大・理-海藻研)

10:30・10:45(821)褐藻植物の配偶子核におけるクロマチン凝縮について O古川伸哉*・長里千香子*・本村

泰三*・市村輝宜*・村上明男料・川井浩史料(*北大・理・海藻研**神戸大・内海域)

(10:45・11:00 休憩)

11:00・11:15(822)2本の葉体が融合したように見えるコンブの奇形について OJlI嶋昭二*・名畑進一料(*函

館市，紳釧路水試)

11:15・11:30(823)利尻島の天然コンブ減産に関する海水温の影響 O名畑進一*・多国匡秀特・瀧谷明朗**

(*道釧路水試，紳道稚内水試)

11:30・11:45(824)京都府沿岸におけるコンブ科海藻の分布一竹野地先のアラメについて O道家章生・藤原正

夢・久田哲二(京都府立海洋センター)

11:45・12:00(825)富山湾沿岸域におけるテングサの漁業と群落の衰退 藤田大介(富山県水試)

12:00・12:15(826)日本の流れ藻から派集された Sargassum亜属 池原宏二(遠洋水研)

12: 15-12:30 (827)日本の食用海藻の種績と収穫量 池原宏二(遠洋水研)

3月30日(木)午後の部

A会場 3F322 

13:30・15:30 公開ミニシンポジウム『藻食性魚類の食害による藻場の衰退』

南日本における藻食魚による藻場崩壊の機構について

新井章吾((株)海藻研究所)

アイゴによる大型褐藻類の採食生態

野団幹雄(水産大学校)

長崎県沿岸で見られた魚類の食容が疑われるアラメ等の減少例

0四井敏雄・桐山降哉(長崎水試)

(15:30・15:45 休憩)
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A会場 3F 322 

15:45・16:00(A28)ワカメ及びヒロメ配偶体の生長と成熟におよほす水温の影響 O森田晃央・倉島彰・前川行

幸(三重大・生物資源)

16:00・16:15(A29)韓国統営産アサクサノリの生活史と無配生殖 O森田哲生・金南吉・能登谷正浩(東水大・

応用藻類学)

16:15-16:30 (A30) lnitial events in the colonization of Porphyra by Pythium porphyrae 0 Uppalapati， S.R.*・藤田雄二

**(*長崎大・海洋，判長崎大・水産)

16:30-16:45 (A31) Callus induction and thallus regeneration in the red algae Graci/aria vermiculophylla (Rhodophyta) 

o Raikar S.V.・Y.Fujita(Marine Science and Engineering . Nagasaki Univ.) 

B会場 4F 430 

15:45・16:00(B28)プラシノ藻Pterospermacristatumに存在する新規カロテノイド O吉井幸恵*・高市真一紳・

井上勲*(*筑波大・生物，判日本医大・生物)

16:00・16:15 (B29)円石藻Emilianiahuxleyiにおける硝酸還元酵素の精製と性質 O岩本浩二・小幡年弘・白岩

善博(筑波大・生物)

16:15-16:30 (B30)プラシノ藻類及びハプト藻類の細胞内チオールの定量 O佐藤征弥・平地義伸・向井真弓・

小山保夫(徳島大・総合科学)

16:30司 16:45(B31)生育環境の復元により野尻湖内での再生の可能性が見えはじめた車軸藻ホシツリモ

0樋口澄男*・近藤洋一紳・酒井昌幸*帥・野崎久義判**・渡辺信料*紳・久保田昌利*・加崎英男

帥材料(*長野県衛公研，仲野尻湖ナウマンゾウ博*林野尻湖水草復元研究会，材料東京大***紳

国立環境研，材料林郁立大)
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公開記念講演会 長崎と海藻研究

北海道大学名誉教授吉 田 忠生

長崎県に関係した海言語研究の歴史を考えてみたい ト(PhilippFral1z VOI1 Siebold， 1796-1866)の3人である

と思います。海藻の中でもホンダワラ類と呼ばれる大 といえるでしょう 。その当時の医師は医学と同時に本

型の褐藻にこれまで私は特に関心を持っており，この 草学を学んでいるので，植物には造詣が深かったこと

仲間の海謀の研究に長崎が特に関係があることに気づ は確かです。

いていましたので，研究に関迎した歴史を調べてきま ドイツ生まれのケンペルは 1690年から 1692年まで

した。海藻だけでなく生物学ないし同物学の発展と長 の約 21，1':11¥1日本に滞在し，この間に得られた知l見とそ

附との|剥係といえは;江戸時代を通 じてオランダ尚似 の他の図の附報をまとめて「廻国奇観J(Amoenitates

をilliじてのヨー ロッパとの交流に|刻辿するものです。 exoticae...)として 1712年に出版しました。 このなかに

その他に幕末になってロシアなどとの関係が加わりま はコンブについての記述があったり ，茶についての紹

す。 介があったり ，さまざまな情報が含まれています。し

まず，オランダ商館に勤務した医師について見て かしこの本はスウェーデンのリンネが1753年に植物の

行きます。オランダ商館には医師が常駐しており ，江 ラテン諾の名前をつける方式を確立する前に出版され

戸時代を通じてその数は150人くらいだったようです たので，イチョウなどの名前はリンネが彼の著書のな

が，そのうちで植物学 ・博物学に関係して老名なのは かに引別 して正式のものになりました。

ケンペル(Eng巴IbeltKaempfer， 1651-1716)，チユンベリー スウェーデン人のチュンペリ ーはリンネの弟子で，

(ツンベルグ KarlPeter Thllnberg， 1743-1828)，シーポル キリストの 12使従になぞらえた 12人の弟子の一人で

rrr三今ザこ
G. H. von Langsdorff 

す。弟子たちは 111:界各地に派遣され，それぞれの地域

の生物相調公にあたりました。日本の植物の研究はこ

のような優れた研究者とともに出発したのは幸述でし

た。17751，10.から 1776年にかけての l年半のあいだに彼

が集めた植物の燃本は現在スウェーデンのウプサラ大

、F

ロシアJ策検船ナダージダ号の日本周辺の航路
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学に保管されており，そのなかには3種類のホンダワ

ラ類が含まれています。それはホンダワラ・ヨレモク・

ウミトラノオとわれわれが呼んでいる種類です。ホン

ダワラとヨレモクにはチュンペリー自身も名前を付け

て1816年に発表していますが，あとから述べるような

経過で，他の研究者によって先に発表された名前が現

在使用されています。

ドイツ人のシーボルトはこの3人のなかでは最もよ

く知られている医師・博物学者で， 1823・1830年， 1855・

1861年の2回の滞在中に彼が集めた膨大なコレクショ

ンはオランダのライデンに保存されています。しかし

海藻に関してはあまり重要なものはありません。

オランダ商館に関連した活動以外に，長崎にきた外

国船にロシア帝国の船があります。 18世紀にカム

チャッカまで領土を広げたロシア帝国は北海道や千島

列島で日本との関係を持つようになりました。正式な

外交交渉としては， 1792年 10月にラックスマン使節

(A. K. Laxmann)をのせたエカテリーナ号が根室に到着

して，幕府の役人と交渉を開始しました。函館，松前

で行われた交渉の結果，幕府は通商交渉を長崎で行う

ということで長崎港への入港許可証を渡し，使節団は

1793年8月に函館から帰航しました。

ラックスマン使節団の交渉結果を受けて，長崎に来

たのがレザノフ使節 (N.P. Resano的です。このときロ

0 ・，.町内
， 
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長野4卦『日

シアでは世界一周航海を計画し，クルゼンシユテルン

艦長 (AdamJohan von Krusenstem， 1770・1846)の指揮の

もと，ナデージダ号，ネヴァ号の2隻の軍艦を用意し

ており，これにレザノフ使節が乗船しました。 1803年

7月にロシアのクロンシュタット港を出港し，ブラジ

ルを経由してカムチャッカのペトロパヴロフスクに寄

航してから， 1804年9月に長崎に到着しました。約半

年に及ぶ交渉は成立せず， 1805年3月に長崎を出港し

た使節団は日本海を通過して 5月に稚内に寄り，カム

チヤツカに戻りました。レザノフはここから別行動で

帰国し，クルゼンシュテルン艦長は世界一周航海を成

功させました。この世界一周航海の記録は1813年に出

版され，日本との外交交渉の経験はのちに日本に来た

アメリカのペリー (M.C. Perry)にも大きな影響を与え

ました。

このころの大きな航海には博物学者が乗り組んで，

各地で生物の調査をするのが通例でした。ナデージダ

号には医師博物学者のラングスドルフ (G.H. von 

Langsdorff)，天文学者のホーナー(1.G. Homer)，ライプ

チッヒ宮廷顧問のティレシウス ryv.G. Tilesius)の3人

が乗り組んでいました。かれらは航海の途中や長崎に

停泊中に海藻だけでなくほかの生物も採集して持ち帰

りました。

ホーナーとラングスドルフが採集したホンダワラ類

< ":i .九 日 山 台

1'; ;' 

z ι、IJ.
，-j'" 

ヨレそクのタイプ標本 長崎港でHomerが採集し，ロンドン自然史博物館に所蔵されている標本



の標本はプレーメンのメルテンス (F.K. Mertens)を

通じてイギリスの海藻学者ターナー (DawsonTumer) 

のもとに届けられ.1808年から 1811年に 15の名前が

発表されました。そのなかには採集者の名前を記念

したものもあります。そして標本の一部はロンドン

の自然史博物館に保存されています。

ティレシウスが採集した標本はスウェーデンのア

ガード(c.A.Ag訂ぬ)が手に入れ，彼の著作のなかで

13種類が発表されました。それらの元になった標本

はルント大学植物園で見ることができます。またド

イツのキュッチング (F.T. Kuetzing)がテイレシウス

の採集品の一部を受け取り，研究した結果を彼の著

作のなかでホンダワラ類だけで9種類発表しました。

その後，標本はオランダのライデン大学に移り，現在

も大事に保管されています。

1853年と 1854年に日本に来たペリーの一行は沖

縄，下回，函館などに上陸して，同行のモロー (James

， 
， 

ヨレモクの図解 Tumerが 1809年に発表したFuci.pl. 82. 
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Mo町'Ow)が種々の生物を採集し，またその数年後には

リングゴルドとロジャースの率いる探検隊も日本にき

てライト(口町IesWright)が沢山の標本を持ち帰りまし

たが，これらのアメリカ隊は長崎には来ていません。

19世紀の終わりにスウェーデンの探検隊がヴェガ

号で北極海の北東航路を開拓し，ベーリング海峡を経

由して日本にも来ました。この船にはシエールマン

(F.R.町elman)が同乗していて. 1879年に長崎や五島

列島で海藻を採集しています。私たちがよく知ってい

るアサクサノリに学名を与えたのもシエールマンで，

日本で入手した海苔の製品を研究して付けたもので

す.九州で採集したアマノリ類にはマルパアマノリや

イチマツノリがあります。

明治時代に始まった日本人自身による海藻研究の前

に，すでにこのような調査がなされ，標本がヨーロッ

パの植物学者によって研究されていました。
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同記念講演司 九州産天然記念物指定淡水藻の生育現況

長崎大学名誉教授右田清治

藻類でその発生地が国の天然記念物に指定されてい

るのは，マリモ・クロキズタ・チスジノリ・シマチス

ジノリ・オキチモズク・スイゼンジノリ・シラタマモ・

ヒカリモの8種である。クロキズタのみが海藻で，他

の種類は淡水藻でそのうち4種が主に九州に生育して

いる。

最近，川の汚染が進み，それらの発生地ですでに絶

滅した所も少なくない。演者は1980年頃より各産地の

生育状況を，機会あるごとに調査してきたが，それら

の概要や増殖法などについて報告する。国の天然記念

物指定の九州産淡水藻には，スイゼンジノリ・オキチ

モズク・チスジノリ・シマチスジノリがあるが，ここ

では九州本土産の前3種について主にふれてみる。

スイゼンジノリ Aphanothecesacrumは，日本特産

の希少藍藻で，熊本市の上江津湖の発生地は1924年に

国の天然記念物に指定されている。本種は楕円形の小

細胞が寒天質内に密に散在する群体をなし，その外形

は平たい不定形である。群体は基物に付着せず浮遊す

るため，出水で流失したり，水質の悪化で衰退したり

して，上江津湖の一角やそこより移植した八景水谷の

池で，ごく少量が自生しているにすぎない。本種は環

境庁のレッドデータブックでは絶滅危慎I類に区分さ

れている。

一方，福岡県甘木市では本種を「川茸Jと称し，秋

月務は幕府への献上品として， 1760年頃からその生育

を保護していた。現在， 2業者が湧水の水田約6，6∞m2

で，流失しないようにショウプやセキショウを列植え

して，企業的養殖を行なっている。ここでの生産量は

年間 160-200 ton(生)で，塩蔵品や乾燥品(寿泉苔)と

して販売されている。自生地と養殖場を図1に示した

が，多くの養殖場は宅地化や後継者難などのため廃業

している。

本種の群体内のl細施を分離培養すると，分裂を繰

り返し新しい群体をつくるが，初め中笑な体は径1cm 

前後で中空となり，やがて袋が破れて天然と同じ偏平

になった。自生地では成長と水質の関係，養殖では生

産性の高い個体の選抜などが今後の研究課題と思われ

る。

オキチモズク Nemalionops;stortuosa は，ウミゾ

ウメン目チスジノリ科の紅藻で，ひも状の分枝体であ

る。四国・九州の河川上流の清澄な流れに生育し， 3 

産地が国の天然記念物に指定されている。九州では

17ケ所で生育の記録があるが，現在は図2のように7

ケ所のみで生育が知られている。そのうち， 1997年に

発見した熊本市加勢川の産地は 3，000株以上が生育

しており，他の現存地では100株前後かそれ以下であ

る。環境庁のレッドデータブックでは絶滅危倶I類に

区分されている。

本種は単胞子による無性生殖のみが知られている

が，同属のチスジノリと同様に，同化糸の再生によっ

ても成体に生育できる。単胞子発芽体や同化糸を単藻

培養し，フラスコ内に繁殖させて保存培養としてお

き，その一部をミキサーで細断し素焼鉢片や貝殻に散

布して，比較的容易に直立幼体が得られる。それらの

種苗を熊本県嘉島町赤井の湧水の水路に， 1993年秋

に数個移植したところ徐々に増えて， 1999年春には

150株以上みられた。また，南小国町志津川では，保

存培養の体を切断して流したら，従来みられなかった

上流にも発生するようになった。なお，培養では仮盤

状のほふく体から，翌年も直立体が発生するので，天

然でも仮根で越年するものと考えられる。

図1.スイゼンジノリの生育地(・現存地 01日養殖場)

1.甘木市屋形原 2.甘木市屋永 3.久留米市国分

4.山鹿市上吉田 5.熊本市八景水谷 6.熊本市上江滞湖
7.嘉島町上六嘉



チスジノリ Thoreaokadaeは，前穫に似ているが同

化糸が長く，体も長いのは 100-150cmに達する。校

は羽状に出て，太さは基部で0.8-1.5 mmで，暗紅紫

色ないし黒褐色を呈する。本種は大中河川の中流域か

盆地内に生育地があり，川内川菱刈町や菊池川山鹿市

の発生地は国の天然記念物に指定されている。九州で

10ケ所の河川にその生育が報ぜられているが，その半

数では絶滅しており，環境庁のレッドリストで絶滅危

慎11類に区分されている。現存地のうち，川内川えび

の市の産地では比較的多くの300-350株がみられ，次

いで菊池川の 150-200株，他の産地の生育はそれ以

下である。

日本南部の九州に主に分布するため，水温が冬期極

度に低下しないのが生育条件のーっとも考えられてい

るが，河川中流域で生育期の水温は7-13'Cで，隣接

の他河川より特に高くはない。本種は流れが停滞する

所には育たず，水流が速くせせらぎをなす場所に生育

する。また，橋の下で日陰をなす所によく発生すると

いわれでもいるが，橋脚の付近には土砂が堆積して，

流れが速くなるのが生育に好条件をなしていると思

つ。
本種が有性生殖で果胞子をつくるのは吉崎氏により

~ 

図2.オキチモズクの分布と生育状況(e生育O消失)

1.福岡県甘木市(黄金川 2.熊本県南小国町(志津川)

3.熊本県菊池市(木柑子JlI) 4.熊本県熊本市(加勢川)

5.熊本県鏡町{牛の泉 6.鹿児島県菱刈町(芋田川)

7.長崎県吾妻町(阿母山川) 8.長崎県吾妻町(山田川)

9.長崎県吾妻町(田川原川) 10.長崎県吾妻町(囲内川)

11.長崎県瑞穂町(大JlI) 12.長崎県国見町(金長寺川)

13.長崎県国見町(神代川 14.長崎県国見町(倉地川)

15.長崎県国見町(土黒川 16.長崎県有明町(湯江川)

17.沖縄県国頭村(辺野喜川)
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解明されたが，前種同様に同化糸再生によっても成体

が得られる。秋に発生し冬に50cm前後になり， 2月上

旬より雌雄の分化がみられるが，果胞子の形成，放出

は3月下旬以降である。その問，雄では造精器が形成

されると同化糸は徐々に脱落し，雌でも成熟すると同

じ現象がみられる。また，生育地の川では 3月末頃ま

でには，かなり多くの藻体が流失する。このような観

察から，チスジノリでは果胞子よりむしろ同化糸再生

により，次世代が発生するとも恩われ，藻体を細断し

て上流より流すのも増殖の一方法といえよう。

ところで，川に生育する藻類で胞子などの生殖器官

は下流に流され，上流や他河川に種が移動するには，

他動的な力が必要である。島原半島北部のオキチモズ

クの産地が，近距離で連続しているのは(図2)，鳥獣な

どの小動物が藻体や同化糸などを体に付けて運び，分

布を広げたと考えられる。また，鴨などの水鳥が藻類

を捕食し，その糞から未消化の藻体片が排出されれ

ば，種が他河川へ分布するより確実な方法といえる。

そこで，まずアイガモ養殖場でオキチモズク，チスジ

ノリ，カワモズクを与えてみたら，それらを食べるこ

とがわかった。さらに，アイガモを雛より飼育して，オ

キチモズクを食わせたら，糞から生きた組織が排出さ

れた。ただ，鳥類の消化管は短く食べた物が早く出る

そうで，このような淡水藻の種の分布に関しては，未

解決な課題が多u、。

図3.チスジノリの分布と生育状況(e生育O消失}

1.福岡県田主丸町(筑後川) 2.福岡県筑後市(矢部川)

3.熊本県山鹿市(菊池川 4.熊本県嘉島町(緑)11)

5.熊本県錦町(球磨川 6.宮崎県えびの市(川内川)

7.鹿児島県菱刈町(川内川) 8.鹿児島県鶴田町(川内川)

9.鹿児島県牧園町(天降川)10.宮崎県(大淀川)
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(ミニシンポジウ今 藻食性魚類の食害によ る藻場の衰退

藻類学会ミ ニシンポジウム企画の趣旨

カジメやクロメ等で一来状部が消失し茎状音1¥だけになる現象は，これまで、静岡県や和歌山県，宮崎県等限られた

純闘で発生が主J]られていた。然、し ，1998年の夏以降アラメを含め日本沿岸で広くこの現象が認められた。これら

コンフ平Hï~物は外海域の深場を構成する重要程で，この傾向が統くことになると重大な影響が懸念される 。発生

の広範さに比較すると部分的な観察ではあるが，この原因として魚類の食筈ではないかと疑われる事実がある。

今後，この現象に広 く関係者の11}1J心を集め，原因の解明を促進するためこのミニシンポジウムを企画した。

南日本における藻食魚に よる藻場崩壊の機構について

(株)海藻研究所 新井章吾

商日本における藻場の衰退や消失(磯焼け)は，文献

と聞き取り調査から 1970年代前半と 1990年代に集中

して発生している。1970年代前半の磯焼け発生域は，

黒 i~~Jの影響を受けやすい場所ーである点が共通してい

る 。 1 990年代の磯焼け発生域は，黒河~Jの影響を受けや

すい場所ばかりでなく，内湾系水の影響のある場所に

も拡大しているのが特徴である。

宮崎県の海岸線は地形が単純で南北に延び、ているた

め，クロメの分布の推移が分かりやすいので紹介す

る。宮崎県においてクロメは，県南部のfrllijfkで 1936年

以前に採集され，青島で 1954年に採集されている。そ

の後岡地点からの採集記録はなく， 1992年までは，県

中音1¥の川南111]'がクロメの南限になっていた。1991年に

川南111]の北に位置する都農IIITのクロメがiili失し，1992 

年に川南111]のクロメが消失して，さらに北の日向1'11が

南限になった。1999年におけるクロメの南限は， 1:1向

市制¥11島港付近である。このように，太平洋沿岸南部の

クロメの南|浪は，数 卜年の聞に北上している。

T十〕日本においても，:1ヒ日本のキタムラサキウニが原

因の俄焼けj或と同様に，底生i菜食動物の食害によって

?!!f:節サンゴモの俊占する磯焼けの場所がある。ここで

は，近年商日本各地で観察されているアラメ カジメ

類の禁状音1¥が短期間に消失して磯焼けが発生する現象

について議論を進める。

アラメ・カジメ類の禁状部が残っている|時点で調査

が行われた静岡県南伊豆，宮崎県日 向灘海岸，長崎県

野Ef}:111奇と平戸などでは，来一状古1¥にアイゴやブダイの採

食痕が残されていることがl明らかにされている。ま

た，南伊豆におけるカジメの葉状部の消失過程の観察

治、らは， 9- 10)'Jにはアイゴ，11-2月にはブグイの

採食が感んで，同一カジメ個イ付体4本三が秋カか、ら冬にカか、けて両
f勿r:，.

明らカか、にされている。フダイとアイゴについては，ヒ

ロメの養殖位|体をmいた摂filJ試!検が行われており，ア

イコおは水漏20
0

Cを下回ると慎餌活性が落ち， 17.5"C以

下では全く摂飢しなくなるのに対して，ブ夕、イは水温

18
0

C付近でもっともよく摂餌するという 。南伊豆では

10月以降， 7J， ìJ~tが連続的に20"Cを下回るようになって

おり，上記の試~Ý(*j!i来とよく 一致する 。

そして，このような磯焼けは，アイゴの異常発生に

よって採食量とアラメ ・カジメ類の生産量のバランス

が急激にくずれて引き起こされるのではないかと:tH~ij!lJ

している。また，フダイはアイゴと異なりなわばりを

持ち，刊日~~~の現存量;が減少しでもその場に留まるの

で， 1伐~j'tけ 9~~1三後期にその影響が目立つようになるの

ではないかと思われる。

それでは，なせ、アイゴは異常発生するのだろうか。

アイゴ利は熱帯?域に分布の中心があり， Woodlandによ

るとインドネシアで 15種， i'i'純で9程，本1+11'街音11で2

種となっている。アイコが最も 北に分布する種であ

り，その分布は冬の*織によって11，IJ限されていると考

えられる。北半球冬季(12-2月)と夏季(6-8月)の海

面水損の平年値について， 1911-1940年と 1961-1990 

年との差が， 1:1本気象協会によって明らかにされてい

るo磯焼けが発生している地域の表面水視は，夏季に

0.5
0

Cしか上昇していないのに対して，冬季に 1.5-2.0

℃も上昇している。冬季における 1.5-2.0"Cの水j毘差

は，鹿児島県南部と本州中部の水jRL差に匹敵する。冬

季の水j毘の上昇はアイゴ分布域の北への拡大をもたら

し， 1"'1湾系7J，の影響で7J(iilitが低くアイゴが越冬できな
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かったアラメ・カジメ類の藻場が発達する場所での定

住を可能にしているはずである。アイゴの稚魚、と幼魚

が初夏から夏に餌による制限を受けずに生き残ること

で異常発生が起こり，成長したアイゴの採食によって

秋にアラメ・カジメ類葉状部の消失が顕在化するので

はないかと推測している。

水温には年変動があり，冬季の高水温によってもた

らされるアイコ・の異常発生による磯焼けと冬季の低水

温による藻場の回復が繰り返され，冬季水温の上昇傾

向とともに藻場の面積が縮小しているのではないかと

考られる。地球規模での温暖化の影響によって「温帯

域の海の森林Jが広範囲に消失しつつあり，環境保全

と水産資源増殖にとって放置できない問題である。ま

た，アイゴの個体群動態に関する研究が行われていな

いので，この問題の解明には魚類の研究者との連携が

求められる。

アイゴによる大型褐藻類の採食生態

水産大学校・生物生産学科野田幹雄

1 .はじめに 査した結果でも大型褐藻類が主要な餌生物であった。

無脊機動物による食害と磯焼けの関係については強 コンブ目ではアラメ，クロメ，ヒパマタ目ではヤツマタ

い関心がもたれ，特にウニ類の摂食圧が大型海藻群落 モク，マメタワラ，ヤナギモク，イソモク，ジヨロモク

の動態に大きな影響を及ぼすことはよく知られてい など様々な種類が出現した。採食された部位も葉状部

る。その一方で藻食性魚類が海藻群落に及ぼす影響に だけでなく側枝，主校，生殖器床，気胞，生長点を伴う

ついては，群落の再形成を阻害する要因として考慮さ 部分など多様であった。本種はコンブ目やヒバマタ目

れるか，あるいは母藻投入などの手法によって藻場の の大型海藻類を幅広く常食していると考えられた。

修復を試みる際に問題視されてきたにすぎない。この

背景には微小i菜類や大型海藻類の発芽体・幼体の採食 3.藻体の脱落をもたらす採食方法

者としての藻食性魚類の位置づけが重視され，渓食性 天然のアイゴ成魚を水糟内で飼育し，アラメやホン

魚類のなかには大型海藻類を積極的に採食するものが ダワラ類を与えて採食する縫子を録画し採餌行動の分

あるという事実に関して漠然とした認識しかなかった 析を行った。本種は顎を小刻みに動かしながら口を連

ことにも原因があると考えられる。 続的に開閉するー続きの採食(数秒程度続く)を間隔を

本講演は.魚類が既存の海藻群落を食害により消失 おいて繰り返した。この採食パターンを基本にしなが

させて磯焼けを発生させるほどの大きな影響力をもち らも，海藻の種類および同一海藻でも藻ー体の部位に

うるのかどうかという点について，アイゴ Siganus よって採食の仕方が微妙に変化した。アラメでは薄く

ルscescensの採餌行動の分析を通じて検討した結果を 広がりをもった葉状部はわずかに口をずらしながら一

報告し，魚類の採食圧と磯焼けとの関係についての論 続きの採食の聞に複数筒所を採食し，葉の先端よりも

議の材料としたい。 中央部を横断するように食べることが多かった。対照

的に硬く肉厚の茎状部は l箇所に集中して繰り返し採

2.野外での採餌行動の観察と食性 食することが多かった。ホンダワラ類では種類によっ

アイゴ成魚を水中観察すると，単独かあるいは数個 て採食方法が異なった。ジョロモクやイソモクの場合

体の小さな群れで出現し，決まった場所でよく観察さ には葉状部ごと主校の先端を口に含んで刈り取るよう

れる。しかし時に¥00個体を超す大きな群れを作り，水 にして採食し，頂端の生長点はすぐに消失してしまっ

深 l-2mのごく浅い場所にも出現した。このような た。ヤツマタモクやトゲモクの場合には，業や側校が

大きな群れは広い範闘を移動しているようであった。 主枝と接続する付け恨部分に口を付けるようにして採

本種はもっぱらアラメやホンダワラ類なとの大型褐藻 食した。特にヤツマタモクでは尉圧して平板な主枝を

類を数分間採食しては移動しまた採食するという採餌 直接横かじりすることが多く.主枝が途中から切断さ

行動を小地域でしばらく繰り返し，やがて遠くへ移動 れることもあった。特に注目すべき点として，アラメ

していくという行動様式であった。消化管内容物を調 の場合は葉や茎に残る採食痕の部分を，ホンダワラ類
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の場合は採食痕の残る主校を，再び選んで採食する傾

向があった。このような様々な採食行動の特徴は，藻

体の脱落を招きやすいと推察された。実際，投与され

た一株の海藻はアイゴに採食され続け仮根部だけを残

す場合が多かったが，消失した藻体重量の20-80%は

採食されずに脱落した量であった。

4.アイゴの採食痕と野外での食害の状況

魚類の採餌行動によって大型海藻群落が消失する過

程を経時的に追跡することは過去の事例から考えて極

めて難しい。そのため食害を受けた藻体に残る状況証

拠から群落喪失の原因を推定せざるをえない。その際

の最も有効な手がかりが採食痕である。すでに報告さ

れているように本種の採食痕の形状は三日月形か楕円

弧形でその切断面には微細な波状紋が認められる。し

かし弧状欠損部の径(弧の両端l幅)は噛み込みの深浅に

よる変化が大きいうえに，海藻の種類あるいは採食部

位によっては弧状の採食痕が残らない場合もあり，魚

種を特定するための決め手にはなりにくい。そこで波

状紋の微細構造に注目した。成魚にアラメを投与して

波状紋の形状と大きさを詳細に分析するとともに，顎

骨の骨格標本を作成して藻体に残る紋様の特徴の照合

とその形状を決定する骨格構造の分析を行った。比較

分析の結果，この波状紋の微細な特徴は本種に特有の

ものであると考えられた。この採食痕の特徴に基づい

て野外調査した結果，本種の採食によってアラメの葉

状部が消失したと考えられる小規模な食害域がいくつ

か見つかった。本種の食害によって発生したと推定さ

れるアラメ類での葉状部消失現象の事例について簡単

に報告したい。

長崎県沿岸で見られた魚類の食害が疑われるアラメ等の減少例

長崎県総合水産試験場 四井敏雄・桐山隆哉

魚類の食害が疑われるアラメ等の減少は，これまで

にも県下各地の磯焼け帯における藻場修復の試みの中

で観察されてきた。然し， 1998年に初めて自然状態に

おいてこの現象が認められた。

1.磯焼け帯における藻場修復の中で発生した魚類の

食害

1 ).野母崎の例

合成樹脂製の基質で養成したクロメを現場に設置し

た海藻礁に装着すると言う方法で， 1984年から 1986年

にかけて実施した。クロメは装着直後から減少し，9月

には消失した。この間，魚類の食害が疑われたので，刺

し網を入れたところプダイ，ニザダイ，メジナなどが

採掠された。これらの魚を陸上水槽に入れクロメを与

えたところ，ブダイが摂食しこの食痕が現場に残され

たものと一致した。翌年は海藻礁に防護ネットをかぶ

せたところクロメは順調に越夏したが，秋に来襲した

台風により施設が破壊された。この一連の経過から，

磯焼け帯における藻場修復ではウニ類，巻貝の食害以

外に場所によっては魚の食害が問題になることが判っ

た。

2).有川の例

投石とコンクリート礁の投入を組み合わせた藻場修

復事業が 1994年に実施された。コンクリート礁には

FRP板上で養成したアラメを取り付けるように工夫さ

れていた。 3月11日に 3-5cmの葉体が密生した板を

合計240本取り付けたが，2日後には80%の板では葉体

が稀になり，まもなく全ての板上から消失した。漁業

者からの聞き取りではこの場所では投石後メジナが沢

山とれたとのことで，メジナの食害が疑われた。そこ

で，刺し網を入れたところメジナ，イスズミが採捕さ

れ，これらの胃内容物には多量の小型海藻か潜まってお

り，両種とも可能性があったが，現存量から見てメジナ

が食害種ではないかと考えた。

この2例以外にも，生月，大瀬戸を始め磯焼け帯に

おける藻場修復の多くの試みにおいて，魚類の食害が

認められており，この対策が藻場修復の大きい課題に

なっている。

2. 1998年に県下全域で発生したアラメ等の葉状部欠

損現象

アラメ場の構成種として長崎県下にはアラメ，クロ

メ，カジメがある。これらにおいて，葉状部が無くな

り，ひどいものでは茎だけになる現象が1998年の夏以
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降に広い範闘で認められた(Fig.1)。この症状は ，良く

観察しないと欠損がわからない程度のl経症から禁状音11

の部分的欠損，茎だけのものまで様々であった。発生

水深は深い;場所がひどいこと，同じ場所でも幼体やホ

ンダワラ類には異常・が1/れ、こと，症状を示す個体と示

さない個体が狭い範囲で隣接して見られること等，環

境が影響する生理的な現象とは考えにくい。また，症

状が新しい個体には業縁部に特徴的な弧状の痕跡、が認

められ.1時には歯型のようなものもあり，魚類の摂食が

疑われた。そこで，ブダイ，アイゴ，イスズミ，ニザダ

イ，カワハギ，ウマヅラハギ，メジナの7t重を用いて，

陸上水槽内でクロメを与え，摂食の有î!!~，摂食後の痕跡、

の特徴について調べた。その結果，ブダイ，アイゴ，イ

スズミの 3穫がクロメを良く摂食し，ブダイのw食痕

は上述した弧状の痕跡、に酷似した。これらのことから，

アラメ等における葉状部欠損現象は，ブダイ等による

議食性魚類の食害によって引き起こされた可能性が高

いと考えられた。

3ーその他

ヒジキにおいても対馬で魚類の食害が疑われる生長

不良現象がある。島原半島沿岸のワカメ養殖において

も， 1999年の 11月から 12月にかけて，幼体の周辺部が

欠損する現象が多発した。これも原因は魚類の食害で

はないかと考えている。

4.まとめ

海諜に見られた畿つかの不調現象の原因として魚の

食筈が疑われている。ただ，摂食現場の観察例や食害

すると見られている魚、が本当に増えたのかどうか ，直

按的な百iE拠が;1!!f，い。食害秘として疑われる種は全て経

済官Ififfl，jが低 く， !Hl彼女、j象となっていないのが大きい型

l主|である。もし， 一般的に言われているように， i来場が

水産資iWの再生産に大きい役割を演じているならば，

魚、による大型住~i知洋務への干渉と藻場の変質は今後間

接的に動物の生産にも影響を与える可能性があり十分

な注意が必25と思われる。

Fig.l.*上部が欠損したクロメ(野母崎地先水深6・8m.1998年 12月7日撮影)
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Al 川口栄男 紅穂ユノレジギヌの生活史

ユルジギヌ属 Predaeaはスギノリ目ヒカゲノイト科の

紅藻で，熱帯・亜熱帯を中心に世界で 14穏が記載されてい

る。日本からはユルジギヌ P.japonicaを含めて 4種が知ら

れる。本属の種については，MilJar and Guiry (1989)によ

るオース卜ラリア産 P.kraftianaに関して以外には，はっ

きりと生活史が明らかにされた研究がなく，特に日本産4

種についてはこれまで報告がない。今回，その4種のうち，

ユルジギヌの来胞子からの室内培養をおこなったので，そ

の結果について報告する。

本種は，九州北岸では， 3月から打ち上げで雌雄同株の

配偶体のみが得られる。嚢呆を有する穣体は5月から 7月

まで出現する。培養下で放出された果胞子は，定着発芽後

約 3カ月で直径2・3mmの盤状体になる。盤状体上には十字

状あるいは不規則に分裂した四分胞子嚢が形成される。四

分胞子は果胞子と同様に発達するが，明瞭な盤状体とはな

らずに，半球状の分枝糸状藻体を形成する。約2カ丹後半球

状藻体から，配偶体直立灘体の構成糸と考えられる直立糸

が形成されはじめる。

本種の生活史は今の所完結していないが，大形直立配偶

体と盤状四分胞子体との聞で異形世代交代をおこなってい

ると考えられる。(九州大・農・水産)

A3 0松山和世*・矢部 隆材・芹海女日比古林*・

田中次郎***:蓑ガメに着生するシオグサ目藻類の形態

背中が藻類で覆われたカメは一般に“蓑ガメ"と呼ば

れているが，養ガメの甲羅に着生する藻類の詳細につい

ては知見が少ない。淡水産のカメの背甲に着生する藻類

は緑藻シオグサ目ジュズモ属 Chaetomorohaの一種とし

て記載されたが，その後新属パシクラディア属

島 sldadlaに移された。しかし本藻類の所属については

シオグサ属C1adopl:xJraとする見解もあり，いまだ統ー

されていない。 1998年8月に徳島県阿波町の池で採集さ

れたクサガメの背甲に本藻類が着生していたので，この

藻類の形態的特徴について明らかにするため，光学顕微

鋭電子顕微鏡およびレーす」顕微鏡を用いて観察を行っ

た。その結果，藻体は細胞が単列に繋がった糸状体で，

基部でのみ分校し，細胞の直径は33-45μm，細胞の長

さは直径の3-6倍であり，細胞内には多数の核が見られ

た。ピレノイドは細胞周辺部の比較的小さい葉緑体には

含まれておらず，細胞中央部の比較的大きい葉緑体にの

み含まれており，微細構造は複雑多裂型であった。これ

までに観察されているシオグサ科藻類は葉緑体の形態と

ピレノイドの位置の違いから 7つの型に分けられている

が，本藻類はその中の lつで円盤状の葉緑体が細胞内に

密に存在し，細胞中央部の葉緑体にのみピレノイドが見

られるタイプであった。本藻類と同様の型の葉緑体を持
つシオグサ科藻類にはマリモ σ.aegagropiJaとミゾジュ

ズモα.0担 murafとがあり，ミ、ノジュズモについてはピ

レノイドの微細構造も本藻類と同様であった。

(干東海大・先端センター**愛知学泉大・コミュニティ，
*料東水大・藻類)

A2 0石川依久子h 南雲保**アオサの

粘着物質は水中接着剤になりうるか?

アオサの遊走細胞は，室内場養においてガラス薗

のみならずビニールや木片などあらゆる基物に付請

し，発芽することから，アオサの遊走細胞が遊泳中

に分泌する粘着物質を水中糊として開発できないか

と考え，その可能性を検討した。実験には，東京湾

および駿河湾のアナアオサを用い，放出後の遊走細

胞の付着力を経時的に調べ，分泌される粘着物質の

形状を SEMおよびTEMで観察した。すべての大

型海藻は仮根の接着部に堅固な付着物質を保有する

が，今回，アオサの遊走細胞に着目した理由は次の

ような利点によるものである。1. アオサの遊走細

胞は放出後約 10時間で大量の粘着物質を体表にま

とうので，室内培養でこの物質を採取することがで

きる。 2. アオサの遊走細胞は，抗生物質存在下で

も粘着物質を分泌するので，無菌の粘積物質を得る

ことができる。 3. アオサ療体は，ほぽ一年中採集

可能で成熟する。 4. アオサの大量発生は港湾の汚

染をもたらし， 近年深刻な公害問題となっているが

水中接着剤の開発はこの有効利用として意義がある。

(*東邦大学・ H 日本歯科大学)

A4 0神谷充伸地・ J.A.Wes伊*. G. C. Zuccarello紳*・

川井浩史*:アメリカ東岸に生育する CaloglossainIermedia 

sp. nov. (イギス目コノハノリ科)の形態，生殖親和性およ

び分子系統学的解析

アメリカ東岸に生育するアヤギヌ属藻群の形態を詳しく

調査した.節部の細胞列数はC.monostichaに長も似ていた

が，仮根の形成位置や細胞あたりの仮根数を比較すると，

むしろC.leprieuriiに近いことがわかった。交配実験を行

ったところ，本藻はC.conti，剛 a，C.l.ψrieurii， C. monoslicha， 

C.pOSliaeのいずれとも生殖反応を示さなかった。一方，

ジョージアとサウスカロライナから採集された本藻の聞で

は，九胞子体形成まで確認されたo Rubisco遺伝子のスペ

ーサーおよびその周辺領域の DNA極基配列を比較すると，

異なる集団から採集された本藻3徐はすべて同じ塩基配列

を示し，他種にはみられない 33bpの欠失が確認された.

この分子データをもとに系統樹を構築したところ，本務は

C. leprieuriiと高い確率で姉妹群を形成した。また，アヤギ

ヌ属の中で，仮根の形成位置に関して平行進化が起こった

ことが示された。以上のことから，本漢はアヤギヌ属のど

の種とも明篠に異なるため，新種C.inler脚 diasp. nov.とし

て記載を行った。今回の結果は.本覇軍がC.leprieuriiとc.

monoslichaを繋ぐ進化上のミッシングリンクである可能性

を示唆している. 作神戸大・内海域センター.柿メルボ

ルン大学，肺*ニューサウスウエールズ大学)
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A5 0加麗亙記・摺国道夫 :鰻状紅覇軍フチトリペニ科 A6 0阿卸剛史・・相国道夫"・ PhangSiow Moi田:イギス科

Rhodophysemataceae (palmaria1eo)の4積の比敏研究 紅建Anolrichiumcelian酬の独立性について

殻状紅君事フチトリベニ科の形悠観察から示唆される種内分類

群の実体を明らかにするため，分子系統解街を行った.ITS1. 

ITS2. 1也d..の鑑基配列を用い.短大節約法，近隣結合法，最尤

法で系統樹を構築した.

フチトリペニRbodophysemagI却単iは海草のアマモなどに着

生し，有性生鑓器官を欠いている.また，紅務のアカパギンナン

ソウなどに着生し，有性生殖する変種モツキフチトリペニ咽E

Juci，田laが報告されている.演者らは採集した標本や埼餐瑛体か

ら.モツキフチトリベニの有性生殖は磁認できたが，フチトリペ

ニでは確認できなかった.

ペニゴロモPseudo.泊。dodiscusnipponicusは海草のスガモに

特異的に着生するが.ホンダワラ類に着生する小型の個体群が見

い幽された.両者は四分胞子穫の柄細胞の形が異なり.室蘭では

同所的に生育して，ともに有性生殖を行っている.

いずれの系統樹でもフチトリペニとモツキフチトリペニ，スガ

モとホンダワラ類に着生するペニゴロモ腐の個体群はそれぞれ

ほぽ100%のブートストラップ値で2つのクレードに分かれ，両

者間の温基置畿率はクレード内に比べて明らかに高かった.これ

らの結5軽から，モツキフチトリベニをRbodophysemaJuci，回hと

して扱う.また，ペニゴロモ属の2個体群をそれぞれ狙立した種

であると認め.ホンダワラ額に着生する個体群を新種モクゲショ

ウPseudorhododiscuss，副宮assicolusとして扱う.

{北大・理・生物科学}

A7 0長谷川和清・田中次郎:ウラポシャハズ(褐藻，

アミジグサ目)の生殖器宮の形態

ウラポシャハズD伺yoplerISpolyfX助雄~ (De Car曲目的

La四luroux(18聞はヤハズグサ属のタイプ種であるが，

その生殖器官の詳細な報告例は皆無である。本種の四分

胞子体と雌雄配偶体杭 1999年 8月にイタリアの地中海

沿岸サルデイーニャ島で採集された。成熟藻体は胞子体

が大部分であり，配偶体は雌雄ともにがずかであった。

四分胞子嚢，生卵器，造精器は藻体の両面に形成され

る。四分胞子重量群は楕円形の輪郭で，中肋に沿う毛叢を

取り囲み，異なる発達段階の胞子嚢が混在する。よく発

達したものは直径 119仰nX高さ 132仰n(平均，以下同)

で，基部に 1-3個の柄細胞がある。生卵器は単独で，あ

るいはほぼ同じ発達段階の数個から約50個利臨して生

卵器群をなし，藻体羽状部の幅の約2/3にわたり幅広く

散在する。特に毛叢周辺には，より大きな生卵器群が形

成される。よく発達したものは50仰nX79仰nで，基部に

1個の柄棚包がある。造精器は，中肋両側の不規則な輪郭

の造精器群内に密集する。造精器群は，周囲を 1-3列の

中性細胞に取り囲まれ.2層の糊包層からなる羽状部の両

面に形成されることがある。観察した造精器は29仰nX50

仰で，基部に 1-2個の柄欄包がある。

以上の生殖器官の観察結果を，同属の日本産のシワヤ

ハズとへラヤハズ，オーストラリア産のD.cu帥 rdisと比

較し た 。 ( 東水大・藻類)

キヌゲグサ属Anolrichil酬 (N回伊li.1862)は.Bald∞k(1976)によ

る憲州産カザシグサ速のモノグラフ以降.独立した属として広〈認

められるようになった.今回倹討するA.celi，抑制 Abb雌 etN。向

は1993年にハワイから毘量産された置で.四分胞子嚢の特徴が.A.
糊 ue(C.Aga吋ωNaegeliでは繍細胞の向軸側に位置する非対称

形であるのに対し.A. celian酬のそれは柄細胞の頂鑓に位置す

る対称形であるとして区別されたものである.しかし.Connaci el aL 

(1994)は.タイプである地中海産A.lenueの四分胞子震はそもそも

対称形であり.非対称形の叢州産A.I，制 服 相nsuBaldock I孟A.

seω幼捌(Harveyox J. A伊 dωFumariに当たること.そのためd

celian酬はA.刷即のシノ=ムであることを主張し.現在Abb雌

(1999)もこの見解を受け入れている.

表々 は 1995年から 1999年にかけ数次にわたり.マレーンア沿

岸で海藻の採集・闘査を行った.鐸集されたキヌゲグサ属植物の

多〈は直立軸が金〈分技しないが.一却の個体群は直立軸が頻繁

に偽ニ叉分綾する.前者は典型的なA.lenueの特徴とー致するが，

後者の特徴lまA.celianumに見られるものである.Abb棋はこの

特徴をハワイ産個体群の地理的変異であると考えていたようであ

るが.マレーシアには商方の個体群がほぼ同所的に生育すること

が明らかになった.よって嚢々 は.A. celian酬はA.lenueとは別種

であり.その相違点は四分胞子嚢の位置ではな〈直立紬における

分後の有無であることを報告する.

ド北大・総合1噂物館，吋t大・理マラヤ大・高等研究院)

A8 0輔 事IJfIr'.吉'JII諸島ヨ・吉田吾『・肉楓z.'. 
鮒傘音問:広島湾における大型繍頚の水平・霊直分布様式

広島渚I;j;，編戸内海の中でも間観的な湾で.渇奥緑地、ら湾白書5
1こかIt.多種多織な環境条件の勾配均年持Eする航大型潟議頭の

水平・垂直分布線式泊明ら制こされていない.広島苛ぬ奥細から

湾口制こかけての南東期旬の簡査濁醐こ沿って.本土の大野町及

以島嶋節の南東聞こ5髄査地点を選定した.19飽年1211.各舗査

地点の絹磁峨において.D.L曇噂水深+2mから漂冊へより物理

的に安定な婚生盆趨を選定し.水深到の渇議頚の披度を濁定した.

綴織に水深繊細に大野町の踊牽地点を起点(0加}とした他

の踊牽地点までの薗線庫艇をとり.徹底の等値線を結んだ.なお.

鹿賀I;j;，岩，石町帯血砂泥Iこ3類霊化した.

今回I;j;，被度印%以上カ唱撤された7祖の主に大型海護頚につ

いて級官する.7'ナアオサI;j;，湾奥錫・大野の靖棺蹄(+加付糧)
の場主的怖の中心であった.マクサI;j;，湾奥節・文書から厳島
の潮間帯(0.... +Im)の宕上倒婦の中心であった.ヒジキ/;j;，

潟央卸・阿多国島から湾口鶴・慶代島の海胆蹄(+lm付也の岩土

治情布の中il[>'であった.アカモクI;j;，湾奥郷・厳島市、ら湾央鶴・

栓島似加付湿の岩と石~礁の旗界ぬ掛布の中心であった.ノコギ

リモタI;j;，着実郵・関多国島の・1....-2mの宥何様劫旬怖の中心

で.往島.湾ロ1郎・屋代島へも広がっていた.フサイワズタI;j;，

湾失郎・阿多田島の-s....-wnの宥同様上旬砂混上抑怖の中心

で.往島では瀬間帯の層雪上にも見られた.クロメI;j;，湾白書E・屋
f喝の -3....合置の右ー県主的怖の中心で.湾央蕗・往亀岡

多国島へも広がっていた.(.，湖戸肉水研.・zg鰯軍旗冊
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A9 0松本正喜骨 田中和弘H 松村知明骨:神奈川県j自室湾

におけるアラメ・カジメの生産量と垂直分布

.神奈川県三浦市のi由蜜湾において，アラメ群落内とカジメ群

落内lこ50cmX50cmの方形枠を設置し， 1997年11月から1999

年4月までの期間lこ9回の観察を行い，アラメおよびカジメの藻

体数，茎・主築・側索各部の長さ，側漢増加数，成熟状況を追

跡観察し，季節による生長や年間生産量を推定した..アラメ

群落における年間生産量は，乾燥重量で約5.3kg/m2と推定され

た.またカジメ群落における年間生産量は約2.5kg/m2と推定さ

れた。それぞれの成熱期間は，アラメでは11月-3月でありカ

ジメでは5月-11月であった.アラメの幼藻体は2月-5月に多

〈出現し，カジメでは11月-4月の期間に多く出現した.カジ

メの茎長伸長速度はアラメよりも大きな値を示した..1998年

8月， 9月， 11月に測点腐辺における大型褐藻類を中心とした垂

直分布を調査した.油壷湾では，上部からヒジキ，イソモク，

アラメ，カジメのl聞に優占種が変化した。 j由彊湾内の検潮所で

実測された最低水位(建設省国土地理焼却j地観測センターによ

る)を基準とすると，アラメが優占する水深は-O.1m-05mであっ

た.O.5m以深においては徐々にカジメが増加し，水深1.0m以

下ではカジメが優占するようになった.比較的浅所に出現する

カジメの着生基盤から生長帯までの長さは，最も潮位が低下し

たときの水深よりも概ね短かかった。干潮時に露出する場所に

出現したアラメは生残するのに対し、カジメは枯死してゆくこ

とが観察された..これらの観察結果より ，i由宣湾におけるア

ラメ・カジメの垂直分布は、幼藻体の出現時期および伸長速度

の差異や，干出によるカジメ生育への制限などの要因によって

形成されていることが示唆された

い日本エヌ・ユー・エス(株) 輔(株)海洋リサーチ)

A 11 本多正樹:カジメの光・温度・窒素濃度一
生産カモデル

演者は，これまでにカジメ群落生産力を光と温度で関数化し
てきた(本多1996日深類44:149・158)。このモデルを発展させ，
栄養塩濃度影響も再現できるようにすることは生態学的に意
義市靖ろう。カジメの光合成係数について， 1)<TTは無機態窒

素設度。河0，・N，N02・N，HH4-Nの和.以下室素浪度)に影響され
る一方，叫， nTIま影響されなかった， 2)窒素濃度0.5μg-a削 r'
以下で培養した場合，叫は4.6%d"低下した， 3)窒素濃度0.5同
-atl可r'以下で車[[致後，窒素濃度2.5-6.1同-atNr'条件で培養し

た場合， <TTの初期増大率は 45%d・1であったなどの実験結果を

基に， φ昇任鑓皮に対する窒素濃度影響の関数化を試みた(次
式)。

1 ・ー 12910・e胡耐
E ・目口 ー山 田

監 J ω1刷ー側 一1+e1.2010"(閥的岨仰 =_nM?~
1(0.85-0伺 +[N-0.45) .... 1.29 10'，胡町 …γτ 1'--" ._.， ，.- .--.， 1.125 .:~:_...._...- •..... 

1+e ‘吋白
ここに.<TT:温度T(K)におけるφ(mg02cm-2 hr'¥ N:無機態
窒素濃度(J.Lg-atNr')。
上式から，隻素濃度に対して定常状態にある科は.3μg-atN 

r'で.<T，j設大値(窒素波度に制限を受けない場合のφ値3の98%
と計算され.3 jJg-atN r'以上ではカジメの光合成が窒素濃度に

ほとんど制限されないと考えられた。本多(1996)のモデルおよ
びデータを用いて， φTを変化させた場合の1988年10月15日か

ら230日間の積算生産力計算結果を解析した結果， φT値を2%
小さくした場合には，積算生産力の低下地匂%にとどまり. <T. 
値を4%/j、きくした場合に，積算生産力が10%低下すると計算

された。そしてφT債が科最大値の96%となる窒素濃度は上式
から約1.6同-atNr'と計算された。

(電中研)

A 10 *多正樹カジメの光合成能に対する窒素

濃度の影響

1998年2-5月に神奈川県横須賀市秋谷地先海域から採集した
カジメを約5km離れた電中研横須賀研究所に運び，小田和湾か
ら取水した海水かけ流しのFRP.水槽(約l.5m')で培養した。この

カジメ6個体の側葉からコルクポーラーで直径16mmの葉片を2
枚ずつ切り出し，一方は無機態窒素濃度(NO，-N.N02-N， HH4-N 
の和，以下窒素濃度)0.5μg-a凶 r'以下の海水，もう一方は約15

jJg-atN r'(硝酸ナトリウムでNO，-Nを調整)の海水を注水しなが
ら培養し(光量約110μmolm.2 sec".明暗周期12:12時間，温度

約20"(;).19-34日後に光合成実験に供した。実験に供する前

日に，業片を直径12.8mmのコルクポーラーで切り出し，実験
に用いた業片の大きさを一定にした。同じ個体の同じ倒l葉か

ら切り出したZ枚の葉片では，低窒素濃度海水で培養した薬片
の光合成能は高窒素濃度海水で培養したものに比べ低かった。

得られたデータを基に非線形最小二乗法により，各室素渡度

条件での光合成係数φ，唱'，..nT(本多1996.藻類44:149・158)
を求め，いずれの係数が窒素濃度に影響されるか解析した。

その結呆， φT1ま愛素濃度による有為差が認められたのに対し，

'l'T' nTには差が認められなかった。
次に1999年5月にカジメ4個体の側葉から，禁片を倒女ずつ計

24枚を切り出し，窒素浪度0.5μg-atl河r'以下で培養した。培養

開始後1-35日後に光合成実験に供した。その結果， φTは時間

の経過と共に低下し，その低下率は4.6%d"と計算された。
アクリル水槽(約O.3m')中で低窒素濃度に馴致し，光合成能が

低下したカジメ3個体の側業から1999年4月に，業片を4枚ずつ
計12枚を切り出し，窒素濃度2.5-6.1同・副r'条件で培養した。

培養開始後1-4日後に光合成実験に供した。その結果， φTは
時間の経過と共に増大し，その増大率は45制・1と計算された。

(電中研)

A 12 0坂西芳彦*.鈴木健吾“・字岡JIl 徹・・飯泉仁*

.山本正昭・:北海道東留太平洋沿岸海域の水中光量子量の季

節変化について

{目的}漸深帯に生育する海藻の生理生態学研究において，光

環境の把握は重要な研究項目のひとつである.しかしながら海

藻群第が形成されるような沿岸海域の光環綾に関するデータは

断片的なものが多く，サンプリング頻度が高くかっ長期にわた

るものは短めて少ない.そこで本研究では，ナガコンブやガッ

ガラコンブの群落が形成される北海道東部太平洋沿岸海織で周

年にわたり水中光量子量を調べた.また，水中光量子量とコン

ブ目蕩類の光合成特性に関するデータから弱光下におけるコン

ブ目頭類の光合成特性についても検討した.

{方法)釧路市雄恋の北海道区水産研究所の屋上で，地上の光

宣子量を連続的に測定した.2-3日おきに水産研究所に近い漁

港突堤先錨付近の海携で，地上と種々の水深における光量子量

を問時に測定し，水深と相対光量子量との関係を求め，地上の

光量子量と潮位の変動データとを併せて水中光量子量を求めた.

{結果}釧路市周辺海域の水深2m(基本水傘薗をOmとしたと

きの水深}の積算光量子屋は6月では9.5E/mz/day.1 2月で

は1.3E/mz/dayであった.これらのデータをもとに群落内の

ナガコンブ護休が受ける平均的な光条件での1日あたりの鈍光

合成量を計算したところ，その至適温度I草生育現織の水温に近

いことが明らかになった.

本研究は.a株水産省の環境研究『森林，海洋等における

COzl収支の野価の高度化』の一環として行われた.

(*水産庁・ ~t水研，事事(財)環境科学技術研究所)
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A 130栗原 暁・野呂忠禿:マレーシア酉

湾岸におけるホンダ ワ ラ 属 の 分 布 に つ い て

マレ一半島に分布する褐藻ホンダワラ属につ

い て は，これまで Phang (1984)， Ahmad IsrnaII 

(1995)などの報告があり，鯵坂 (1998)も当学会

で 12種発表している.演者らも 1998年 か ら

1999年に同国商岸域のホンダワラ属穂署員を採集

する機会を得た.期間中に調査した地点は北か

ら. PInang島. Pangkor島. Sembllan島. Morlb. 

PO目 Dlckωn. Umbal沖合いのBe縄r島・Dodol島 -

Nangka島・ Undan島. Batu Pahat. Kukupおよび

到鑓ng島である.

その 結果，マレーシア西海岸で最も大きなホ

ンダワラ着車場は NegerlSembllan州の PortDlckson 

にあり，主 baccu/ariQtJt優先し，他には S.bind旨-ri，

S. sili，伊国酬が見られた.また Me泊ka州 Umbalの

沖にあ る 島 々 に も S.binderi とs.po/yc)怨加酬の磁場

が見られた.前述の報告によれば上記 2地点の

他に民組ng 島で生育の報告がある.例えば

PInang島北部のBatuFerrtnghl浜は S.st.付加係国Uum
のタイプ産地であるが，我々の過去の調査を含

め，季節を変えた 3回の調査でも本種は採集さ

れなかった.マラッカ海峡ではシルトの堆積が

原因と恩われるホンダワラ議場の衰退がこれま

で に報告されている.今回の爾査からは本海域

の透明度の著しい低下も原因のひとつではない

かと考察された鹿児島大・水産)

A 15 0羽生回岳昭・.新井章吾“・徳田邦彦日本産イワ

ヅタ属の系統およびrbcL遺伝子イントロンの分布

イワヅタ属(アオサ議鋼イワヅタ目イワヅタ科)は，約70の
種および100以上の種以下の分重量欝を含む大きなグループであ

る.この属の種レベルの分類は，主に葉状体の形態や有性生殖

様式をAに行われている.しかし，イワヅタ腐の器官には多く

の中間的な形態が箆められており，こうした点が種の境界をあ

いまいにしており，分類学的な混乱を招いている.腐肉の系統

関係に関しては， Calvert et al. (1976)により，葉緑体の微

細構造に基づいた考察が行われているが，分子データを用いた

イワヅタ属全体の系統解析は未だ行われていない.また，重量h

は昨年，イワヅタ属の複数種のrbctJI伝子にイントロンが存在

することを発見している.そこで本研究では，主に日本産イワ

ヅタ腐を対象に，核のITS領蟻と葉縁体のrbcL遺伝子領織を用

いた系統解析を行った.また，rbcL遺伝子イントロンの有無を

明らかにし，イントロンの型車得および欠失過程の考察を行った.

その結果，今回用いた分領事事の中では，フサイワヅタが量も

原鎗的であり，キザミヅタとへライワヅタが置も派生約である

ことが明らかになった.これは，臼Ive民etal.の考察と一致す

る.しかし，ヘライワヅタと同線に派生的だと考えられていた

イチイヅタやタカノハヅタはフサイワヅタの次に分岐していた。

そして，日本産イワヅタ属11分頚群のうち， 4分類群(イチイ

ヅタ，センナリヅタ，タカノハヅタ，フサイワヅタ)にのみイ

ントロンが見られた.これらのイントロンは，持入位置や.a
配列の相同性などから，共通の起量置をもっと緯刻された.また，

イントロンの有無と系統解析から.rbcL遺伝子イントロンの存

在がイワヅタ腐の祖先的形質である可能性が示唆された.

{合金沢大学・理・生物，“(株)海藻研究所}

A 14 0島袋寛盛，野呂忠秀:

南日本産ホンダワラ類の組織形態

褐藻ホンダワラ類の外部形態に関しては多くの研究が

あるが，その内部構造についてはほとんど報告されてい

ない。そこで，その組織構造を比較形態学的に調べた。

1998年5-6月に鹿児島湾内で採集したヤツマタモク，

アカモク，エンドウモク，ウミトラノオ，ヒジキの葉，

主枝(茎)，気胞，生殖器床を10%ホルマリンで固定し

定法に従ってパラフィン包埋し，プレパラート切片を光

学顕微鏡で観察した。

ホンダワラ類の組織は原形質のつまった一層の表皮細

胞で疲われていた。この表皮細胞の幅には種により違い

があった.内部組織に関してはヒジキ以外の付着器で軸

状の細胞が確認された。また以下の部位で特徴的な構造

が認められ，ホンダワラ類研究に際して，興味深い知見

となることが示唆された.

主枝(茎) 気胞
アカモク ウミトラノオ ヤツマタモク

ヒジキ

関関
大きさを異にする
細砲が規則的に 中心の細胞が疎 同一断面上で左右不相称
並ぷ

(鹿児島大・水産)

A 16 0上井進也・小亀一弘・周囲道夫:日本産褐君事ヒルナ

ミマクラ(Elachistataeniaeformis)の分類について

Elachis担 taeniaeformisおよび本種に形態的に額似したナミ

マクラ属数種の分類について、形態観察および分子系統学的手

法を用いて倹討を行った.Elachis白白eniaeform盟、 E. crassa、

および E.Da目.idaは基部が急激に細くなっている同化糸をも

つ。今回日本各地からとのような同化糸を持つ昔話体を探集し、

形態観察および培養実験を行った結果、これらの種を識別する

形質として用いられてきた同化糸のサイズの違いや褐糠毛の有

無といった形質には幅の広い変異が観察された.また、同化糸

の形態の違いをもとに記載された E.sadoensisの同化糸のサイ

ズは今回集められた標本の変異の中に含まれた。

日本産ナミマクラ属のリボソーム DNAのITS2領減の塩基配

列に基づく分子系統樹では E.taeniaeformis織の同化糸をもっ

個体群は一つのクレードにまとまり、このクレード内での分岐

順序は決定できなかった。

結論として E.crassaとE.sadoensisはE.taeniaeformisの

シノニムであると考える。日本で E.Daccidaと同定されてきた

種もE.taeniaeformおと同種だと考えるが、大西洋のE.Daccida

とE.taeniaeformisとが同種かどうかの判断には大西洋の標本

の観察が必要である。また、 E.vellosaもこのクレードに含まれ

たが、 E.vellosaとE.taeniaeform必の間には同化糸のサイズ

に明確な違いがあるため、 E.vellosaは狙立した穏として扱うべ

きであると考える。(北海道大学・理学研究科・生物科学)
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A 17 小亀一弘:褐藻ワタモ(Colpomenia 

bullosa)の自然下の胞子体について

褐藻ワタモはカヤモノリ科に属し，大形の配偶体と

小型で盤状の胞子体による異形世代交代を行う。この

生活史は，培養下ですでに明らかにされているが，自

然下での胞子体はこれまで報告がなかった。今回，北

海道の小樽市忍路と室蘭市から配偶体と胞子体を採

集し，培養下での形態比較と核リボソーム RNA遺伝

子 ITS2領域の DNA塩基配列から，ワタモの胞子体

を同定した。

ワタモの胞子体は，低潮線付近の岩や石上に生育し，

直径 1-5mmの盤状で，体は基物をはう細胞糸とそ

れから斜めに立ち上がる細胞糸からなり，側糸を伴う

単子褒と梶棒状のアスコシストを形成する。このよう

な盤状の褐藻はこれまで報告がない。また，これらの

形態的特徴は培養下においても観察された。 ITS2の

DNA塩基配列については，配偶体からの培養株と胞

子体からの培養株 3株ずつにおいて決定した。配偶

体と胞子体で完全に一致する配列もあったが，全体の

アラインメントにおいて 5つの位置で塩基の変異が

見られた。

(北大・理・生物科学)

A 19 0松山和世*・山崎悟料・下村謙悟料・嵯峨

直怪*ウシケノリ目(紅色植物門)のSSUrDNAに基

づく分子系統学的解析

紅色植物門ウシケノリ目(Bang凶es)は配偶体世代が

円筒状のウシケノリ属(晶唱1a)と葉状のアマノリ属

(FblJ)勾咽)から構成されている。近年，ウシケノリ目

の分子系統に関する研究が行われるようになり，ウシケ

ノリ属とアマノリ属は多系統である可能性が示唆されて

いる。本研究ではウシケノリ自藻類の系統を明らかにす

るため，我々が配列を決定した10種と，これまでに登録

されているウシケノリ目の SSUrDNAの塩基配列を基

に系統樹の構築を試みた。その結果，近隣結合法，最大

節約法，最尤法で構築した系統樹はいずれも大きく3つ
のクレードを示し，クレード1，3はウシケノリ腐とアマ
ノリ属から成り，クレード2はウシケノリ属のみから成

り，ウシケノリ属とアマノリ属は複数のクレードに分か

れた。また比較的古くに分岐したと考えられるクレード

1は大西洋産のウシケノリ属とアマノリ属から成ってい

た。日本産ウシケノリ属は北アメリカ西岸の太平洋産ウ

シケノリ属と同Uクレード2に含まれていた。これまで

近縁とされていたアサクサノリR佐neraとスサピノリR
yeaenslsに加え，フタツボシ亜属のオオノノリP.onol 

とマルパアサクサノリP.kunledai， P. Jeucωt1c臼がク

レードをつくり，クレード3に含まれた。また，クレー

ド1に含まれる P.pU1JJur偲とP.umbil1 calIsはかなり古

くに分岐した近縁種である可能性が示された。

伊東海大・先端センター**東海大院・海洋)

A 18 OValerie Stiger， Takeo Horiguchi， Tadao Yoshida 
and Michio Masuda: Revision of出esystematic position of 
some species of Sargassaceae (Fuωles， Pha回 phyceae)
based on ITS-2 sequences comparisons 

Sequences from the ribosomal DNA intemal仕組S凶bed
spaωr (ITS-2) were compared among sp民 iesof the genus 
Sargωsum， representing different subgenera and sections 
to assess血e句xonomicrelationships within this genus. 
Phylogenetic trees were constructed using parsimony， 
maximum likelihood and 悶 ghbour-joiningmethods， with 
Myagropsis myagroides used as outgroup. 

明leresulting phylogeny showed出atthe subgenus 
Bactrophycus is composed of thr，田 sections: Teretia， 
Spongocarpus 組 d H alochloa1 R epentia. The section 
Phyllo~ystae should be exc1uded from the subgenus 
B侃:trophycus and inc1uded wi血in 血e subgenus 
Sargassum. The result s位。ngly suggests that Hizikia 
fusiformis should be transfeπ'ed to the genus Sargassum， 
near出esection Teretia of the subgenus Bactrophycus. 
Likewise， the two species S. yendoi and S. piluliferum， 
inc1uded in the subgenus Phyllotrichia should be 
transferred to the subgenus Sargωisum， near血esection 
Malacocarpicae. Finally， our result showed出atS. patens， 
inc1uded within the subgenus Schizophycus is a member of 
the subgenus Sargassum， near the section Acanthocarpicae. 

In relation with our molecular results， the problem of 
section designation within the subgenus Sarg，ωsum is 
discussed. Moreover， ITS-2 s問uencesfrom some species 
were conservative， showing由atITS-2 has not evolved at a 
sufficient rate to resolve the history of some Sargωsum 
S戸沈:ies.Nevertheless its use remains important at the 
subgenus and section levels. 

(Division of Biological Sciences， Graduate School of 
Science， Hokkaido University， Sapporo 060-08¥0 Japan) 

A200嵯峨直怪*・松山和世*・山崎悟材・下村

謙悟**ウシケノリ目(紅色植物門)のSSUrDNAに基

づく系統樹から観た形質の進化

紅色植物門ウシケノリ目(Bangia!es)の仲間は潮間帯に

着生する藻類で，世界中に広く分布する。本目はl科2属
を有し，数種のウシケノリ属(1初志1a)そして130種以上

のアマノリ属(FblJ)m咽)の仲間が知られている。本目の

仲間は配偶体世代にシリンダー状またはシート状の構造

を持つ形態的に単純な藻類である。とれらは配偶体の基

本的形状によりウシケノリ属とアマノリ属に分けられ，

また，アマノリ属は細胞層の数，細胞あたりの色素体の

数に基づいて，ヒトエアマノリ亜属(FblJ)hyra)，フタツ

ポシアマノリ亜属(四'pJastidla)，フタエアマノリ亜属

(DipJodermwの3つの亙属に分けられている。我々は，
松山らにより作成されたSSUrDNAの塩基配列に基づい

たウシケノリ目の系統樹(本学会大会口頭発表)に対し

て諸形質をトレースすることにより，形質の進化につい

て検討した。その結果，ほとんどの形質はホモブラシー

であった。とくに，本目の系統を考える際，これまで有

用と思われていた配偶体の形状，配偶体を構成する細胞

層数，鋸歯の存在の有無などの体細胞の形質情報はホモ

プラシーであることが示された。一方，配偶体・胞子体
の両世代における単胞子・殻胞子などの無性生殖器官の

有無や，配偶体世代の造呆器・造精器などの有性生殖器

官配置パターンなどの生殖細胞の形質情報は，クレード

内のグループをまとめる共有派生形質を示すものがあっ
た。(*東海大・先端センター，材東海大院・海洋)
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A21 0下村謙悟*.山本敏**.原山重明*

*.嵯峨直恒***ウシケノリ目(紅色植物門)の

分子系統解析における新規分子マーカーII型DNAトポ

イソメラーゼの可能性

紅色植物門ウシケノリ目の分子系統解析に用いられ

てきた分子種には.SSU rDNA， ITS， rbcL， rbcS， 

RUBISCOスベーサーなどがある o 分子系統解析では

特定の系統関係を考察する際には，複数の分子種を用

いた考察が望ましいと考えられる。

ウシケノリ目を含め紅色植物門の種または属聞の系

統解析ではSSU rDNAやrbcLなどに頼るところが大き

かったが，多様な紅色植物門の分子系統解析を行うた

めには分子系統解析に用いることのできる分子が更に

必要と考えられる。我々はこのような新規分子種とし

て11型DNAトポイソメラーゼ遺伝子の単離を試み，そ

の分子系統学的可能性についての検討を行った。

本研究の結果，アサクサノリ，ウシケノリ，オオノ

ノ')，スサピノリ，マルパアマノリからの11型DNAト

ポイソメラーゼ遺伝子の単離に成功した。また， 11型

DNAトポイソメラーゼ遺伝子は少なくとも55U
rDNAよりも早い進化速度を有し，分子系統解析のマ

ーカーとして有効である可能性が示唆された。

(・東海大院海洋・生物，“海洋バイオ研・東海

大・先端センター)

A 230金聖浩*'・神谷充伸*2• 111井浩史料:

褐藻ナガマツモとヒモナガマツモの分類について

北半球の冷水域に広く分布する褐藻ナガマツモ

Chordaria f/agelliforrnis (ナガマツモ日)には閃剖Iman

(187η によりいくつかの品種が記載されており，本邦

からは典型的なナガマツモのほかヒモナガマツモ f.

chordaeforrnis，マパラナガマツモf.ramusculiferaが報

告されている.このうち前二者が生育する北海道厚岸

においては，両者は分枝の数，生育場所，季節的消長，

倍養下での生活史などで異なることが示されている

(}l1井1982日本植物学会大会発表). 

今回，北海道，カムチャッカ，ベーリング海，ヨー

ロッパのナガマツモ，ヒモナガマツモにつきrRNA遺

伝子のITS及びIGS領域，rbcL遺伝子による分子系統

学的解析を行った結果，ナガマツモは分子系統上は2

つのグループに分かれ， 1つは分校の多い典型的なナ

ガマツモに，もう lつはヒモナガマツモに相当する;

後者は太平洋にだけ見られ，大西洋で採集され形態上

f. chordaeforrnisと同定されたものも前者のグループに

含まれることが示された。以上の結果から，本邦のヒ

モナガマツモは典型的なナガマツモと種レベルで異な

り，また Kjellmanにより記載されたf.chordaeformis 

はナガマツモの生態型である可能性が示唆された.

(*1神戸大・内海域 *2神戸大・自然科学)

A 220佐々木秀明肘・小亀一弘*2.川井浩史料:

分子系統からみた褐藻イワヒゲ属，キタイワヒゲ属

の分類について

褐濠イワヒゲ類(イワヒゲMyelophycussimplex.ウ

ツロイワヒゲMyel.cava，キタイワヒゲMelanosiphon

intestinalis)ははじめナガマツモ日に含められていた

が，藻体が柔組織を持つことから現在はウイキョウモ

目へ移されている。一方，イワヒゲは向型の世代交代

を示す点で上記の何れの目とも異なるが，細胞内にピ

レノイドをもっl個の葉緑体を含み，ホルモシレンを

性フェロモンとするなどカヤモノリ目との類縁もみら

れる (Kawaiet al. 1994ほか)。また最近の分子系統

学の結果からはこれらの目がいずれも近縁であり，広

義のシオミドロ目として扱う考え方も示されている。

このような分類上の問題を明らかにするため，上記

3種につきrRNA遺伝子の介在領域(口'51.-2)および

255の一部， rbcL遺伝子のDNA塩基配列を用いて分

子系統解析を行った。その結果，カヤモノリ目は広義

のシオミドロ自の中で単系統群となり，イワヒゲ類は

カヤモノリ目のクレードの中に含まれた。このため，

イワヒゲ類はカヤモノリ自に帰属させるのが妥当であ

ると考える。 (*1神戸大・自然科学，キ2北大・理・

生物科学，神戸大・内海域*3)

A 24 0111井浩史が・前場峻舗が・佐々木秀明*'・

奥田一雄 *2・池思鐙 *2・EricC. Henry料:新しい

海産糸状藻 Schizocladia(黄色植物門)について

イタリア，ナポリにおいて採集された，未記載の海

産糸状藻につき形態，生活史，微細構造，光合成色素

組成，分子系統上の位置につき調べた.その結果，こ

の藻はこれまでに知られている何れの系統群にも属さ

ない黄色植物の新分類群であることが明らかになった.

藻体は偽分校的に分枝し，良く成長している細胞で

は直径3・5μmで， 1-2個の壁画性で黄色の葉緑体を含

む.葉緑体にはガードルラメラ，リング状の DNAが

あり，クロロフィルa，cとフコキサンチンを含む.細

胞援はアルギン酸を含むが，原形質連絡はない. 10 

'C-25'C程度の範囲で成長し，成熟すると細胞が丸く

なるとともに細胞質が凝縮し，遊泳細胞を生ずる.こ

の際，一旦多核状態になった後に数個の遊泳細胞を生

じることもある.遊泳細胞は6・9xfト6.5μmで，仮IJ生す

る不等長の2鞭毛を持ち，眼点・後鞭毛の膨らみ構造

を持つ.鞭毛には基部のらせん構造がみられる.

18rDNA， rbcL遺伝子による分子系統学的解析では，黄

色植物に含まれるが既知の綱には属さず，黄緑色藻ま

たはファエオタムニオン藻と縄藻の聞から分岐する.

(劇神戸大・内海域 *2高知大・理，ホ30regonState Univ.l 



86 藻類 Jpn.J. Phycol. (Sorui) 48(1)， March 10， 2000 

A25 0肉村真之・ .01ivier DEC，紺P・・肉困卓志・・寺脇事 A26 矢部和夫:初期発生期のダルスに与えるUV-B

信・・位置E笹弥・・・金丸芳・・:イワヅ害援のアレ の影響と紫外線吸収物質pa切hineの作用について

ロパシーに関する研究

.煩の他生物への生育の仰制や，促進的な作用のある物質

{アレロケミカル)の同定および有効利用の可能性を探るために，

その脂溶性物質が有力観されているイワヅタ績とバクテリア，植

物ブランクトン簿他生物との聞のアレロパシーを蝿ペた.

対象としたイワヅタは，沖縄を除〈日本沿庫浅海峨に広〈分布

するフザイワヅタ (Caulerpaok.掴町'8e)• 沖縄産ピャクシンヅー
(Caulerpa cupressoides var. lycopodium f. 四 'icor，岬，愛媛

県伊方鹿クロキヅタ (Caulerpa scalpelliformis var. 

scalpelliformis)及び，事事事停度と思われるイチイヅ書 (Caulerpa

taxifolia)をサンプルとし、それらを水他出した.また，フザイ

ワヅタについてはアレロケミカル含有量の年間変動をみるため

に，広島湾問多国島で季節別にサンプリングを行なった.

これらの抽出液を大腸菌(Escherichiacoli IF013500).貧色

ブドウ軍事酋(Staphylococcusaureus IF013276). 3種煩の海産バ

クテリア (Listonellaenguillarum， Vibrio harveyi. Vibrio 

alginolyticus subsp. Alginolyticus)及tJ..赤潮渦鰻毛磁のー

種(Hetez百capsacircularisqu.醐 a)の噌殖に対する膨轡を鴎ペた.

その結果，①大鵬首と貨色ブドウ聖書薗には，すべてのイワヅ曹

の抽出濃で増殖の隠奮がみられ，中でも効果の強いものでは殺菌

作用がみられた.②三種類の海産バクテリアでは積特異性がみら

れ，活性が高まった祖とまったく修曹のみられなかった種とに分

かれた.③IH.circularisqu，酬では，クロキヅ告とイチイヅ告の

抽出液では増殖阻害がみられたが，フザイワヅ告ではまった〈影

響はみられなかった.

(・瀬戸内水研徳島大学・総合科学)

A27 影山純子*・滝上真知子帥・橋本昭司軸・ O長島

秀行*. 微細務類に対するガンマ線照射の影響

放射線の一種であるガンマ線は医療用に利用される他

に、人工的に突然変異を起したり，強い照射では致死効果

をもたらすことから，植物の品種改良や殺菌などに利用さ

れている。しかし，藻類に対する影響についての研究は比

較的少ない。そこで，緑藻，紅藻数種に対するガンマ線照

射の影響について調査した。

培養した藻類は高崎原子力研究所においてコバルト 60

によるガンマ線照射を行った後，実験室に持ち帰り光合成

酸索発生活性と生育曲線を求めた。その結果，緑藻

DunaJiella tertioJecta C-524株の光合成活性は 1000グレイ

(Gy)までの照射では未照射の 50%になったが，緑藻

ChJamydomonas re.必ardtiiC・9株.ChJorella sorokini-

ana C'133株、紅藻 GaJdieriasuJphuraria M-8株はほと

んど影響を受けなかった。 ChJoreJla四 'JgarisC-135株の

光合成活性はガンマ線照射により明らかに促進された。こ

れらの藻類の叩日後における生育を見ると D.ωrtio-

Jectaが 200Gyの照射で既に生育できなくなっていたが、

他の藻類では生育可能であった。 500Gy以上の照射では

全ての藻類でほとんど生育できなかった。これらの結果か

ら，濃類に与えるガンマ線の効果について考察する。

(*東京理科大・理，帥高崎原子力研究所)

目的:紅藻ダルスの初期発生期に与える紫外線U払 Bの彫

響を札幌における UV-B目積算値の月平均値の

D岨想ngUV(DUV)鼠大値0冗 J皿 2を基準とした条件で調べ.そ

の後.紫外線吸収物質pa1y血ineを用いてダルスの生育限害防御

率を調べた.

方法:HPLCでダルスにUV-Bを照射したときに放出する紫

外線吸収物質を調べた.次に，スライドグラス上の紅藻ダルス

の胞子，盤状体，幼胞子体を一定量の海水に入れ.直上20佃の

位置から健康線ランプσ剖 bibaFL-2OE司および白色蛍光灯の光

を照射した.紫外線照射後， 2ヶ月縫養した後スライドグラス

上の幼胞子体を無作為に選んだ部分から1∞mm'あたりでかき

取って生産量を測定した.同じ条件で， paly曲ineをO.∞.0.01.

0.03. 0.05. 0.07皿Mで溶解した海水を使用して紫外線照射した

後， 2ヶ月培養して戸l戸脳血の作用を調べた.

盆呈ー:ダルスはpa1y創出， sbinori凪 po柏 戸-334，

皿y∞sporine-glycineを放出することが明らかになった.紫外線

照射後，2ヶ月培養した後，スライドグラス上の幼胞子体の生産

量をそれぞれの値についてControlの値との差をもとめCon回 1

の値で除し1∞を乗じて初期発生の阻害率とした.さらに，

paly血i即の作用については，ダルスの胞子および盤状体の

paly血ine:湯度o∞mMにおける阻害率と各漉度における阻害率

とから阻害防御率を求めた.その結果， paly出 neが紫外線UV-B

によるダルスの胞子および盤状体の生育限寄を防御する可能性

を示唆するものと考えている.

{北海道東海大・工・海洋開発工)

A280森田晃央・倉島彰・前川行幸:ワカメ及びヒ

ロメ配偶体の生長と成熟におよぽす水温の影響

ワカメは日本の暖流系コンブ闘の代表的な種で、寒

流の影響が強い一部を除く九州から北海道に至る全沿

岸域に生育している。一方、ヒロメはワカメと比較し

て水温のやや高い沿岸域に生育していることから、こ

れら 2種の分布域を限定する要因として水温が考えら

れてきた。そこで本研究では、まず両種の配偶体を様々

な温度条件下で培養することにより、配偶体の生長及

び成熟から、水温と分布域の関連性を明らかにしよう

と試みた。

培養は光強度 SOpEm・2S・1、水温 10・20"Cのs"C間隔及

び 20・30"Cの 1"C間隔の条件下で6日間行った。生長倍

率は、培養開始時の配偶体の面積を 100%として、 1日

おきに面積を測定し生長を評価した。成熟率は 50・100

個体の雌性配偶体の中で卵を形成した個体の割合とし

た。

配偶体の生長に最適な水温は、ワカメ及びヒロメ共

に20"Cであり、また生育限界も共に 28"Cであった。一

方、配偶体の成熟適温はワカメが 10・20"Cであったのに

対し、ヒロメは 15・2S"Cであった。これは、ヒロメの成

熟がワカメより高温に適応していることを示し、水温

が分布域を限定するー要因であることを示唆していた。

(三重大・生物資源)
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A29 0森田哲生・金南吉・能登谷正浩:緯

国統営産アサクサノリの生活史と無配生殖

アサクサノリの生活史について既に幾つかの報告

があり、葉状体は原胞子の他に受精によって形成され

る接合胞子の放出が知られている。韓国統営産アサク

サノリでは、これらの他に無配胞子生殖が認めらた。

接合胞子は温度 5，1~15， 20 ， 2~30t，光量 40μ
molm・2sl光周期 14L;10Dと10L:14Dを組み合わせた

条件下で培養した。培養液には Grund改変培地を用

いて 3日目毎に換水した。糸状体は 20t、14L;10D

で早く生長し， 10-25tで成熟して殻胞子嚢を形成

するが、 20tで最も多数の殻胞子嚢枝を形成した。

20t下の殻胞子発芽体は培養3週間後、業長約 2mm 

の幼葉となり、原胞子が放出されたが、それらの発芽

体には2極性の禁状発芽体と l極性の糸状発芽体の

2通りが認められた。葉状体からの接合胞子の放出は、

20t下では 5週間の培養期間を必要とし、業長約 15

mmの葉状体に認められるため、糸状体へ発芽した胞

子は無配胞子と見なされた。無配胞子体を 25t下で

培養を続けたところ、 3週間後に殻胞子嚢を形成して

殻胞子を放出した。この殻胞子は発芽して正常な禁状

体となった。クロノリ、ウシケノリと同様に本種にも

無配生殖によるサイクルが明らかになった。

(東水大・応用藻類学)

A 31 ORaikar， S. V. and Y. Fujita 
Callus induction and thallus r，官generationin the 
red algae Graci1a，也 vermiculophyl1aほhodophyta)

Axenic exp岡崎 (4・5mm)were innoculated on agar 
media which were supplemented with different 
auxins and cytokinins. Expl釦 tsinnoculated on 
ASP6F2 supplemented with plant growth regulators 
IAA and BAP at a concentration of 0.05 and 0.01 
mg/l respectively e凶 mωdthe叫 lusinduction. The 
callus originated from the∞rtical cells， was a 
disorganized mass of cells and was reddish-brown in 
pigmentation. Results from tests of different nitrogen 
and carbohydrate ∞mpounds on the growth of callus 
showed that ASP 6F2 medium supplemented with 
asparagine (O.lmM) and glu∞se (10mM)， together 
wi曲 pl組 tgrowth regulators IAA (0.05mg/l) and BAP 
(O.Olmg/l) w鉛 suitablefor subculture. Regeneration 
of plantlets was achieved in enriched seawater media 
(団組dP回)but not in artificial seawater media 
(ASP品 andASPI2NTA). 

Graduate School of Marine Science and Engineering， 
AIgaI culture laboratory， Nagasaki University. 

A 30 Uppalapati， S. R. * .藤困雄二**:Initial 

events i目白ecolonizati個。fPorphyra by乃thiumporphyrae 

τoe initia1 even恒 inzoospore germination四 dinfection of 

cultivated P. yezoensis T・14by乃.porphyrae were studied using a 

combination of epif1uor回目n田ー， scanning-and electron microscopy. 

The initiaJ even恒 in出e∞lon包ationof Porphyra followiog initial 

印刷actwith the host surfa田 bythe却 ospo悶(阻fectionagents for 

Py. porphyrae) involved， loss of motility →loss of the f1agella四 d

cha同cteristicshape of曲e却恒pore→encys困 問t叩 dc戸twaIJ 

formation→cyst germinatioo and appr国田巾mfonnation followed by 

host invasion. [0 situ observations of zoospore encystment回 d

appressorium formation 00 P. yezoe，市白 T-14thallus segmen恒

modified to remove surface galactans; in vitro observations 00 fil皿S

formed by purified po中hyranh田 confirmedpo甲hyranin inducing 

si伊 althat tri路，erencystmeot， and the 6-0 substituted sulfate in 

appressorium fonnation. GLC四 d"C-NMR analysis of these purified 

po中hyransshowed a typi回 Jpo中hy阻ntype structure， a hybrid 

po伽nerwith田peatingunits of agaro開制dag訂O田 P陪印目。runits in 

1:1回 io.Noo-cultivated speci田 ofP. 1.剖 uipedlllishave displayed 

問 is阻nce10乃Ihi.醐 infections.Structural differeoces in po中hyran

on susceptible P. yezoensis T・14四d悶 ist岨 tP. lenuipedtJlis 

suggested biological role po中hy四nm pa出og曲目isand rl田 islancc.

(*長崎大・海洋，判長崎大・水産)

B 1 0中野武登*・林 勝彦**・長谷川啓介**

ハワイ・オアフ島の土壌糠類

海底火山の噴火によって形成された海洋島であるハ

ワイ諸島において分類学的見地から土壌藻類の研究を

詳細に行った例はほとんど無い。本研究では，この特殊

な環境下にあるハワイ諸島の土壌藻類の実態を解明す

ると共に有用微細藻類の検索を行うことを目的とした。

本研究では，ハワイ諸島のオアフ島の 5地域において各

地点のさまざまな環境を考慮し、総計210地点の土壌試

料を採取し， BBM寒天平板培地上で分離作業を行った。

出現した微細藻類の穫の同定は，コロニーの直接観察，

単藻倍養，無菌培養細胞の観察によって行った。その結

果，藍藻類(シアノバクテリア)，緑藻類，真性眼点藻

類，黄色藻類など総計 37種の土壌藻類の存在を確認し

た。また，これまでに世界から一度しか報告されていな

い種である緑穣類の Gloeosphaeridiumfirmum (ユーゴス

ラピア)， CoccobotoりISverrucariae 南極)などの稀産積

も多く出現した。土壌の pHは，一部の試料を除いて弱酸

性か中性であったためか種数としては縁議類が最も多

く、次いで藍藻類であった。有用微細藻類の検索に関す

る研究は，現在続行中である。

( *広島工業大学・環境*キ(株)日健総本社)
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82 0堀口健雄・.久保文靖"・三芳由希子海岸地下

水脈の渦鞭毛藻類の多様性

海岸の砂浜の波打ち際から 20メートルほど陵地側(表

面の砂はサラサラである)の地点を掘ってみる。 1メート

ル強も掘ると水がしみだしてくるが，この海岸の地下水脈

は陸地からの淡水と海水がダイナミックに措抗する場所

らしい。このような塩分濃度的には不安定な，地下の情熱

世界にも多様な渦鞭毛藻類が生息する。 1993年から 1994

年および 1997年から 1999年の2期にわたり北海道石狩海

岸でこれらの渦鞭毛藻類の多様性の実体と出現種の分布

パターン，季節変化を調べた。その結果，Amphidinium， 

Gymnodinium， Gyrodinium， Kalodinium， Roscoffia，Sinophysis 

などに属する 28種の従属栄養性の渦鞭毛藻類の存在を確

認することができた。これらの中にはいわゆる砂地性の渦

鞭毛藻類としてすでに報告されているものもあったが，米

記載種も含まれていた。

分布・季節変化の調査は 1997年4月から翌年7月まで

毎月おこなった。分布パターンの調査は，陵地担~の基準点
から海岸に向かって5メートル間隔で穴を掘り，惨みだし

た海水中の種組成を調べるという方法によった。一般に海

岸に近い塩分濃度の高い地点で出現種数が多かったが，低

塩分濃度の採集ポイントでも6・8種の渦鞭毛深の出現が確

認できた場合もあった。一方，出現種の季節変化では高水

温の夏期にやや種数が少ない傾向があったものの，多くの

種は年間を通して出現する傾向が見られた。

c北大・院理・生物科学丸子北小)

84 0金田美奈子*・石田健一郎H ・原慶明...

:多核アメーパ相を生活環に持つクロララクニオン

藻の一種(グアム島産)について

クロララクニオン植物はクロロフィルa，bを持ち、

4重の膜で穣われた葉緑体と、ヌクレオモルフ(二

次共生によって取り込まれた葉緑体の起源となる真

核藻類の核が退化した小器官)を持つ、海産の単細

胞藻の一群である。グアム島の珊瑚礁湖底の砂サン

プルから、大きさ約 1Sμmの緑色でアメーバ状細

胞のクロララクニオン藻、一種を単離培養した。

培養下では、本諜は単核のアメーパ状細胞が分裂

を繰り返す単純な生活環である。しかし培養齢が進

むなど、培養条件が変わると、大きさが約 32μm
に達する大きな多核のアメーパ状細胞が出現する。

それらはその後分泌した粘質物の中で徐々に球形化

し、ほとんどが球状細胞となってコロニーを形成す
る。

ヌクレオモルフはピレノイド基部にあり、ピレノ

イドには管状腺構造の陥入が観られることから、ギ

ムノクロラ属に属する種であることを確認した。し

かし、同島で以前に単離した基準種の Gymnochlora

stellataと形態的特徴は酷似するが、細胞墜のない

多核のステージを生活環にもつ点で異なるa

(σ合山大.院.理工

山大.理・生)

83 Oi飽ド清貴・青井fdf・内III有恒:
従属栄養性渦鞭毛議O砂rrhismarinaのSSUrDNA'のクローニ
ングおよび渦鞭毛藻類由来SSUrDNAの系統樹再構築

従属栄養柑渦鞭毛主主O巧，rrhismarina由来SSUrDNAをPCR

法によってクローニングし，その塩基配列を決定した。そ
してO.剛 rmaを含めた45磁の渦鞭毛藻類のSSUrDNA庖基
配列をもとに近隣結合法による系統樹の作成を行った。そ

の際，遺伝距離算出法として， Kimura 2-pa回meter法に!JIJえ，
substitution ratc calibration法(l益基の側々 の座{立における置
換率を考慮した進化距離鍛定法)も用いた。 Kimura2・
paramctcritを肝!いた系統解析では，Amphidinium属が0

脚 rmaを含めた葉緑体を持たない渦鞭毛議類4樋とクラス
ターを形成したのに対し.substitution ratc回 librationil，を用
いた系統解析では.AmphidIl.iumliJiはゴニオラックス日の渦

鞭毛務煩とクラスターを形成し，策緑(本を持たない渦鞭毛
糠類の系統は単独で系統樹の級元から分岐した。比較的校

長の長L、Amphidinium腐と築総体を持たない渦鞭毛謝野lの
系統は， Kimura 2・paramctcri去による系統樹では，・longbranch 

altraction phcnomenon'とu手ばれるartifactを起こしていること
が予怨され、したがってこのartifactを是正することが可能
な後行の解析i1<に慕づく系統樹のトポロジーがより 11:t頼性
の高いことが示唆された。臥Jbstitution悶tecalibrationi.去を剤
いた系統劇では， f，車線体を持たない種の系統は，葉緑体(主

要カロテノイドとしてベリディニンを持つタイプ)を保有
するどの種よりも早く分岐したことから、渦鞭毛議頬は元
来は従属栄養性であり，後からベリデイニンタイプの禁縁

体を獲得したことが示唆された。
(京都大学・農・応用生物)

85 0中津敦・野崎久義:培養株の比較形態に基づく単細

胞性緑藻類防抑och1amys(ボルボックス目)の種レベルにおけ

る分類学的研究

防前田助問ISBa蜘は単細制空の淡水緑藻で、不正な異名とし

てSplu.世間IlopsisK，町曲目kovがある。本属は O地問ゆmOI価属に

類似した棚鋪造を有しているが，膨潤した糊睦が原形質体を

取り囲んでいるのカ呼婚生である。現在までに20種以上が記載

されており側.19幻，)，その棚睦の特飢え寒天状の基震構造

を有する Volv，町等の群体性のボルボックス目，及びヨツメモ目

に持直する興味深い生物であるが，その種レベルの分類は立ち遅

れている。即ち，光学顕微鏡レベルでの観察に基づいた種レベル

の記時初球震学的研究カ噛どであり，近年の本属における分類学的

研究としては 1-2種が個々に培養され令光学顕微鏡レベルの観

察制Tわれたという報告しかないのa1ko1970， AI:包My叩，Iogi国 2

407;軒並斜leIm1961， Arch. M伽油io14O・ 336;Ettl 1963， Nova 
Hedwig阻止255;Nakazaw a & Nozaki 2棚'，1.1pn. Bot.血 press)。
今回日本，ドイツ，チェコ/スロパキアより採集された

防抑'ochl{JJ吻s属9代表株を用い，種の認識を中心に，同一培養条

件下での光学顕微鏡と電子顕微鏡による形態観察を行った。そ

の結果安定した種レベルでの識別形質が明らかとなり， 9代表

株は6種，V. fluviatilis， V. g/oeocystiform is， V. ordinala， V. 

nekrassov ii， V.刷 /ata，菊荷重 V.pinguisに分類された。また

配 L遺伝子を用いた系統解析の結果医 pmgws出杉態的に類似

した灰皿血aの，チェコ/スロパキア産と日本産の4株瑚賦す

る単系統群と明らかに分離し，両種を独立種として認識する妥当
性が支持された。(東京大学・大学院理学系・生物)
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86 0野崎久豊富・三沢針治:業縁体コード複数遺

伝子から推測した群体性緑11Astrephomene (ポルボッ

クス目)の系統的位置

As帥 'Phα百 四eP，α沿ck(1954，τ'rans. Roy. S∞. S.Afr.) 
は有償物質の多い淡水域に生息する緑量産で、ポルボックス科

(vo!vα沼 健ae)の様な球状の群体をもつが、群体形成時に反

転 ([nvers!on)をしないので重量自のアストレフォメネ科

仏S佐官phomenaceae)が fuc∞k(1954)により提唱されて

いる.これまでにA.gu民n沼cul1た'raPocα虫(1954)とA.

問 'rfora飽 N句凶d(1983， J. Jpn. Bot.)が記載されている.最

近著主々 は.As田 'Phomeneの群体の微細構造が Gα山m属と

類似するので両属を一つのゴニウム科(Gonla，ωae)に分類す

ることを提唱し (Nα!ald&Kurol明F百1992，Phy，∞10凶a)、

形態的形質の分岐系統学的解析は4細胞伎の1e国防enaと

Bぉlc1血mysを除いた本科の単系統性を支持した (N偲aki&

lto 1994， J. Phy，∞1.)。ところが、群体性ボルボックス自の最

近の分子系統学的解析では.1故えと atpBの商遺伝子、合計

2256 J1[基対を用いてもAstr官'Phomene属の系統的位置は不

確定であった(N句akIet al. 1999， J. Phycol.) • 
今回、葉緑体コード psaA遺伝子1491塩基対‘ psaB遺伝子

1494塩基対、 psbC遺伝子 780温基対を出土ーatpB遺伝子

に付加した計 6021塩基対に基づく 47σrusの分子系統学的

研究を実施した.その中で‘ As田 'Phom四 e2種のこれらの遺

伝子のコドンの3番目の温基は本属以外の内群聞のものに比べ

て置換率が極めて高〈飽和しており、系統学的情報に欠陥があ

ることが判明した.従って、コドンの3番目の塩基を排除した

系統解析を行い、 Astrephomene2種と白nlum5種が単系

統であると、 NJとMLの比較的高いブートストラップ倍で示

唆 された東京大学・大学院理学系・生物)

88 0栗山あすか・υ真山茂樹怠」高橋修・ 2・南.

保・ 3・藤原祥子=‘・都筑幹夫.4.放散虫から単厳した共

生涯.MinutocBlluspolymorphusの形館および分子によ

る系統学的解析

原生動物である放散虫には，渦鍍毛..ハプト藻.ブ

ラシノ議，賞金色藻が共生しているζとが知られている。

また.同じ有毛楓足虫門に属する有孔虫の細胞内には

珪藻も共生するが，それらは宿主肉では珪誕の特徴であ

る被般を形成せず.宿主から単厳し矯饗することにより，

初めて被般を形成する (Leeet al 1979). 

演者らは沖縄県瀬底島沖にて放散虫を録集し.細胞

内に共生する議類の単厳.治養を行った。その結果.Sph 

aerozoum fuscum Meyenから単離した藻が被般を形成し

た。敏般は円筒形で.般直径1.5-4.4μm.貫録軸長3-

6μm. 2枚の業縁体を持っていた。楕饗した個体はたい

へん短小化していたが.電子顕微鏡観察により.胞紋が

鎗形師4震で司Eわれること.退化した眼按と思われる犠造

があること.異飯性の管状突起を持つことなどがわかり.

本種を中心建蕩のMinutocBlluspolymorphus(Hargr. et 

Guil.) Hastle et al. (1983)と同定した。彼女らは被般の

形怨によりMinutocBllusN!数属をCymatoaira科へ帰属さ

せているが.本研究では185rDNAの解析により.この妥

当性を倹討した。得られた分子系統樹ではMinutocBllus.

Cymatosira. PapiliocBllulus(ま単系統群をなしており.本

種のCymat回 ira科への帰属Iま分子からも支持された。

(' ，東学大・生物戸東学大・勉学，・ 3日歯大・生物，

'4J巨薬大・生命)

87 0大西瞥介・・織田詠子・・・野崎久義・・ピレノイドを欠〈単細

胞性線通直Chlorom，酎間近縁群におけるrbCL遺伝子の特異的進化

Ch/o棚田閣とC励明噛附聞は共にポルボックス目に所属し、

α伽"""，，閣は薬縁体中にピレノイドをもたないという形態時撤をもっ.

α加。暗闘世間の“典型的な"ピレノイドは葉緑体中でデンプン粒に固ま

れて存在し、ピレノイド基買にはぬlIliSCOが高浪度に凝縮されている.昼

近我々 はO地問"，，'"聞と CIrJ.調。岨m四四数種から構成されている近縁な 11

篠からなる系統群{クロロモナス系統群)の薬縁体を調査し、これらの橡

が“典型的な"ピレノイドをもつもの (4繰)、変形したピレノイドをも

つもの (2橡)、ピレノイドをもたないもの (5縁}から構成されている

ことを明らかにした.さらにこれらの株のピレノイドにおける形怨的多様

性がC02滋縮機憾と相関していること古唯測された (M町由etaJ. 1999. 

P恒曲)。近縁な生物聞にこの織に大量なピレノイド形態の差異があり、し

かもRubisCoがピレノイドの主な成分であることから、ぬJsisCoの大サプ

ユニットをコードしているrbcL遺伝子にも特異的な変化古抱きているので

はないかと考えらt弘予備的に 18S成NA遺伝子とrbcL遺伝子のコードす

るアミノ酸の置換を比較したところ、 Chloromo闇系統群内のrbcL遺伝子

のコードするタンパク質のアミノ酸の置換が上昇していることが示唆され
た。

今回、クロロモナス系統群の葉緑体コードのatPB遺伝子 1128範基対を

決定し、これとrbcL遺伝子 (M田由ぽ札 199のとを比較した。その結果、

配 t遺伝子のコードするアミノ厳配列の置換が崎地B遺伝子のコードするも

のと比較してヲロロモナス系統群内で上昇していることが示唆された。し

たがってヲロロモナス系統群内における耽tタンパヲ質中のアミノ酸の

高い置換率は葉緑体ゲノムがコードする亨ンパク貿遺伝子の本系統群内の

---illIl情性に起因していないことが考えられる。以上のような rbcL遺伝子

の特異的進佑がクロロモナス系統群の中におけるピレノイドの変汗ム消失

に何らかの関係があると考察される。

(・東京大学・理学部・生紘"国立感染症研究所)

89 0笠井文絵 I・0.0.ティエン 2・N.K.ソン 3・M.R.

マルチネスーゴス九A."7ハカン人渡辺信 1・東南アジア産

Closterium ehrenbergii (Chlorophyta. Charophyceae)の交

配群

微細藻類はコスモポリタンといわれているが，実際に交

配可能な生物学的穏の分布はほとんど知られていない。接

合藻C.ehrenbergiiは 12以上の交配群(生物学的穣)からなり，

同じ交配群では自由に交配するが異なった交配群は互いに

生殖的に隔離されていることが知られている。これらの交

配群の内，主として水聞や小さな池などの浅い水系に生息

するグループは比較的狭い分布域をもっと考えられてきた。

しかし，各交配鮮の分布は，日本圏内については沖縄地方

を中心によく調べられているが，東南アジアについてはほ

とんど調べられていない。 C.ehf曹nbergiiをベトナム，イン

ドネシア，フィリピン，タイで採取したサンプルから分隊

し，それらの交配群の決定を試みた。交配群の決定は最終

的には F，の生存率によったが，栄養細胞のサイズ測定，既

知の各交配群の代表株との交配も行い，それらの結果も参

考にした。ベトナムでは、河川，水田など4ヶ所のサンプ

ルから C.ehrenbergiiを分間位した。その内， 1ヶ所のクロー

ンは，交配群 Cの代表僚との F，が高い生存率を示し，交配

群 Bおよび Hとの F，は生存しなかった。また，他の3ヶ所

のクローンは交配群 Hとの F，が高い生存率を示し， H群で

あることがわかった。栄養細胞の形態はそれぞれ対応する

既知の交配群の形態と類似していた。

( I国立環境研究所ベトナム国立大学ベトナム国立自然

科学技術センターフィリピン大学タイ科学技術研究所)
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810 福島博'・小林艶子・・吉武佐紀子“:

Half Moon Island (南極)の彩雪藻

南極Sou也 SbetlandIsl姐 dsの小島 HalfMoon Island 

(62 . 28 . S : 59 . 54 . W)で， 1999年 1月 M 日に

採集した緑雪 6，赤雪 4，褐色雪 3の計 13試料

の藻類フロラについて報告する。

優占的な種は緑雪では Chlamydomo1lQS antarctica 

(motileωll)と Phormidiumfragileあるいは Phormidii酬

pr，おtleyiか， C. antarcticaで，赤雪は C.antarctica ( none 

mo姐lecell)で，褐色雪は C.antarctica ( none motile αll) 

の場合が多く，これに Cry問 Istis bre¥lisp闘が加わ

ることがある。

緑雪の務類現存量は 527......ω15 x 10 3細胞，

赤雪は 25......“ox 10 3，褐色雪は 122...... 3539 x 

10 3で，一般に緑雪の現存量が多<，次いで褐

色雪，赤雪の順である。

南舗で良く発達した彩雪が見られるのはペ

ンギンルッカリーの近〈であるが，今回採集

した彩雲の近くにヒゲペンギンの大きいルッ

カリーがある。 Kol(1968)は南極の彩雪で

Stichococcus bacillarおが普通的に出現することを報

告しているが，演者らが過去に調査したピー

ターマン島では全く出現せず，本研究でも 1

試料で僅かに見出しただけである。

(・藻類研究所..湘南短期大学)

812 0岡本典子事・南雲保紳・井上勲*:紅藻フク

ロツナギに内在する新種珪藻

大型藻を生育場所とする藻類には着生 (epiphytic)の

ものや細胞間隙または細胞内に入り込む内生

(endophytic)のものなどさまざまなタイプがある.珪

藻の場合，着生のものはよく知られているが，内生のもの

は報告例がほとんどない.

演者らは1997年4月，静岡県下田市田牛の打ち上げで得

られた紅藻フクロツナギCoelarthrumopunt;aの藻体中，

一部の節間部内の粘質で満たされた腔所に，珪藻が生育し

ているのを見出した.光学顕微鏡による予備的な観察か

ら，これらの珪藻群集は単一種からなると判断された.

そこで光学顕微鏡及び電子顕微鏡を用いた観擦をもと

に同定を試みた.その結果， (1)被殻がs字形であること，

{2}条線が長短輸に平行に配列すること，および(3)2個の板

状の葉緑体が殻縁に沿って配置することから，本藻は

Gyros;gma属の珪藻であることがわかった.類似種とし

てG.tenu;ss;mum var. angust;ss;maが記載されている

が，条線密度が異なる(横方向の条線密度がG.
tenu;ss;mum var. angust;ss;maで21-24本/10μmである

のに対して.本藻では44本/10μmである)点や生育場所

が特殊である点から，本藻はそれとは異なる新種である

可能性が高い.

なお、東京都新島村式根島地錠に生育するフクロツナ

ギにも，問機の珪藻が見出され，観察の結果，田牛産のもの

と同一種であると判断された.

{*筑波大学・生物，判日本歯科大学・生物)

811 0高野敬志'・五十嵐患.**:北海道茨戸湖の懸濁趨

ケイ楽.度とケイ務種組成の変化

茨戸湖はケイ素含量が多い湖であるが，生息する浮樹生ケ

イ穫の現存量が大きいため，溶存反応性ケイ棄 {S問。漫度

が低下し，ケイ演の成長に対してケイ棄が制限要因となる可

鐙位がある.ケイ穫の現存量の変化に対するケイ索の~響を

把握するため， 1998， 99年の4......7月にかけて溶存態およ

t糟濁館のケイ察濠度，ケイ藻種の現存量等を調べたoSRSi 

および溶存反応性リン浪度は 4，5月に同時に減少し始めて

落ち込み，ケイ棄は6月，日ンは5月に成長の制限要因にな

る可飽位が認められた.ケイ部の現存量が繍加する 5，6月

は，ケイ"体積当りの懸濁飽ケイ素濃度(PSi:V)が低下し、

この時期にCyr:lo飽11aを中心とした円盤製ケイ穫が優占した.

6月後半からケイ電車の現蒋量が低下するが， PSi:Vは樽加し，

同時に Meli似血種の全体のケイ藻現存量に対する占有率が

商くなったo2年間の比較では， 99年の方が，ケイ漢の現存

量の衰退が早い時期で起こり、懸濁鎗の元素比の中で.ケイ

棄:日ン比が、ケイ議の現存量の減少と閑時に減少した.こ

のことから， 99年のケイ務現存量の衰退の原因はケイ務の

利用性がある程度関わっていると考えられた.

(・北海道衛生研..北海道環境研)

8130鈴木秀和*・南雲保柿-田中次郎*柿:海産

羽状珪藻 Cocconeisheteroidea Hantzschの殻微細構造

i寅者らは，現在本邦産の海産コメツプケイソウ属

( Cocconeis)について従来の光学顕微鏡(LM)に加え，電子顕

微鏡(SEM，TEM)を使用して，特に殻の微細構造に着目し，

分類学的見地から研究を進めている。今回は徳島県鳴門市

で採集したフサイワズタ(Caulerpaokamurae)に着生したC

heteroideaを縦溝殺と無縦溝殻に分離して， LMおよびSEM

とTEMで観察した。

縦構殻:縦溝は顕著なS字状をなし，殻の外側では中心

域と殻端域ともに広がって終わる。縦講の内側の講は狭〈

盛り上がった軸繊にあり，中心域では殻縁部方向に曲がっ

て終わり，殻鏑側では細長〈狭い鈎状に曲がった鯛牛舌状

をなす。条線は l列の小さな円形の胞紋からなる。接殻帯

片は開放型で鋸歯状突起はない。

無縦構殻:条線は 2-5列の長胞からなる。殻の内面に

は長胞の殻内への小孔状の開口がある。その小孔列は無紋

域に沿った3-491Jの曲線および殻縁部に沿った楕円形を

なす。接殻帯片は開放型で幅広く鋸歯状突起はない。帯片

は開放型で接殻帯片に比べ幅が狭〈小舌がある。

p青山学院高目歯大・生物..・東水大・資源育成}



藻類Jpn.J. Phycol. (Sorui) 48(1)， March 10， 2000 91 

B14 0小林敦て南雲保帥・田中次郎*.中心目

珪藻Chrysanthemodiscusfloreatusについて

海産中心目珪藻Chrysanthemodiscusfloreatus は

Mann(1925)によって初めて記載された，現生の珪藻

では珍しく 1属 l種である。本種は鎖状群体を形成

し，潮間帯の海藻上に着生する。本種の採集記録は

少なく，生態や被殻の微細構造についての知見は乏

しい。今回は1999年10月に東京都三宅島産の緑藻ア

オノリ類 (Enteromorphasp.)の幼体上に着生していた

本種を採集し，光学顕微鏡および電子顕微鏡を用い

て観察を行ったので，結果を報告する。

被殻は粘液によって互いに連結し，群体を形成し

ていた。被殻を構成する殻壁は非常に薄<.そのす

ぐ内側に一層の膜がみられた。中心域の小室の聞に

は短い練がみられたが，それ以外は被殻の内外いず

れにも突起類や脹域，偽眼域は確認できなかった。

また帯片はいずれも閉鎖型であった。小室の構造は

帯片と殻では異なっていた。帯片では方形に近い楕

円で小室の両側から突起が張り出すのに対し，殻で

は放射方向に長く，ところどころに突起がみられた。

本種はSimonsen(l979)によればピドウルフイア科に

属しているが，同科に含まれる他の属が備えている

特徴を備えておらず，本種の分類上の位置づけにつ

いては今後さらなる研究の必要性が示唆された。

(・東京水産大学・資源育成，帥日本歯科大学・生物)

B 16 ζ漏浅健・奥田一雄:ミドリゲ目録潔キッコウグサ

の分割細胞分裂における原形質の運動犠構

昨年の日本漢寂学会山形大会で発表したように，キッコウ

グサの分割細胞分裂にはアクチンフィラメント (AF)カ標〈

関与している.今回Iま，分割細胞分製における原形賓の運動

様式及ぴAFの祭動についてさらに詳細な結果を得たので報

告する.また，分葱細胞分裂とマガタマモにおける不動胞子

形成を比較し，商者の類似点と相違点を明らかにする.

キッコウグサの分割細胞分裂の多くは. 1.原形質の凝集

→11.原形質の分断→111.原形質の弛緩→IV.原形質の網状配

列→V.原形貨の球形化，の5つの段階を経て完了する (G

型).この他に. 1.原形質の分断→11.網状配列→111.耳障形
化の3段階で進行する織式($裂).および1.原形貨の灘

集→11.分断で進行が停止し，その後原形貨が弛緩しながら

融合して未分製織胞の状態に戻る織式 (R型)が存在した.

G型のAFの挙動は束になった放射状分布 11 原形

質塊を繋ぐ束状分布;111:束状AFの消失とリング状の AF
の出現;IV :網目の穴の周囲を取り囲む束状分布;V::長い
束状分布と網目状分布，であった.これに対してS型では，
AFはl→"の段階で分断した原形貨を取り囲むように渦を

巻いて束状に分布したが. 11→111の段階でIまG型のN→Vと

同様の挙動を示した.R型ではと"の AFの挙動はG型
と同織であるが，その後.網目状の分布に変化した.キッコ

ウグサでは，細胞の傷害による新たなAFの鶴導およrt不動

胞子形成は見られなかった.以上のことと，マガタマモにお

けるAFの挙動との比較から分割細胞分裂における原形賓の

運動織構を考復した高知大学・理・生物)

B 15 0幡野恭子・山田雪:アミミドロの遊走子

接着部に局在する分子の解析

緑藻アミミドロ (Hydrod1ctyonreticulatum) 

は円筒形の細胞が主として六角形の網目状に連結し

た群体である。網目の一辺に相当する栄養細胞内で

数百個の遊走子が形成され，六角形の網目状に配列

した後，接着してこの群体が形づくられる。遊走子

の破砕液を抗原としてモノクローナル抗体を作製し，

網状群体形成時に遊走子の接着部分に局在する分子

を認識する抗体を得た。イムノプロット解析では，

との抗体に認識される分子は，遊走予形成初期のピ

レノイドが見られなくなる時期から群体形成 1日後

まで発現していた。抗原分子はまず栄養細胞の原形

質領域および原形質領域分割後の遊走子表面に粒状

に分布し，遊走子が動きだすと細胞表面に均一に観

察された。さらに遊走子が多面体に形を変えると他

の遊走子との接触部位に分布しはじめ，やがて遊走

子の接着部分に局在した。群体形成後はしだいに細

胞表面に均一に分布した。マウスの腹水より抱Gを

精製し，それを遊走子を含む培養液に添加して，網

状群体形成への影響について解析した。

(京都大学・総合人間・自然環境)

B 17 0峯一朗・・奥田一雄*・ DledrikMenzel** : 

緑藻カサノリにおけるpoly(A)・RNAの局在

カサノリ類{全盛盛叫副皇.e盛盟b盗塁など}の栄養体
は直立する主軸，輪生枝と仮根からなり.1偲の一次被が

仮根部に存在する単核巨大細胞である.栄養成長は主輸

の鍵続的な先崎成長と断続的な輪生枝形成を含み，両者

とも主軸の先指揮で起こる.従来から，カサノリの成長

に必要な因子 (Mo巾加gen)が先錨に局在することが予

想されてきた.現在では.Morphogenの実体は mRNA

(poly (A)・RNA)であり，一次核で合成された後，仮根

部から先繕部に移動して蓄積すると考えられているが，

まだその局在の形態学的観察はなされていない.本研究

では.Oligodσ}をプローブとした蛍光 insltu

hybridization法により，カサノリ類の栄餐細胞における

poly(A)・RNAの細胞内局在を調べた。

主軸の先緒部には poly(A)・RNAの存在を示す強い蛍光

が観察された.主軸側面では，主軸の長軌方向に伸びる

すじ状の蛍光分布が多数観察された.一方，生細胞の主

輸側面では，原形質流動体 (headedstreamlng band ; 

HSS)が主軸長軸方向に配列するアクチン織維に沿って

移動するのが観寝される.これらのことから，今回観寝

されたすじ状に分布する poly(A)'RNAが HSSに対応し，

カサノリの成長に必要な mRNAの遷織に関与することが

示唆された.
(*高知大・理・自然環境ポン大学績物学研究所)
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618 蜘亘里加子・岡田働子・O奥悶一雄:貨緑藻フウセ
ンモの一種のセルロース合成酵索複合体の構造

セルロースミクロフィプリル(CMF)は原形質麟上のセル
ロース合成酵索権合体 (terminalcomplex= TC)によって
合成される.今までに構造の異なる複数のタイプのTCが見
つけられ，同じ系統群に属する植物種は閉じタイプのTCを
持つことが明らかになってきた.賞録藻では，フシナシミド
ロ属O!J釦ch垣呈)の一種が斜め階段状に配列する頼粒から
なるTCを持ち，リボン状のCMFを合成するという報告があ
るが，その他の貧緑藻のTCの術造は全く調べられていな
い.本研究では，黄緑藻フウセンモ属の一種也監凶岨
呈包恒国金目m)において.CMFの形態をネガティプ染色と
電子回折によって観寝し.TCの構造をフリーズフラク
チャ-i:去によって明らかにした.フウセンモとフシナシミド
ロの間で両者のCMF形態とTC構造を比較した.
フウセンモのCMFIま，厚さ約3・9nm.幅約3・3Snmの扇

平なリボン状の形態を呈した.フウセンモの'TCは，以下の
特徴を持っていた.①iT'CI草原形質膜PF面にのみ存在する.
e酒位の列がCMFの軌跡に対して斜め方向 (134土1度)を
なして複数斜め階段状に配列する.@CMFIま斜めに傾いたサ
プユニット列の後方先暗から発する.④ITCの幅は平均4S
nmで長さの平均は80nm.⑤ITCの幅が23-68nmの闘で変
化する.@瀬位列の長さが変化する.
以上の結果から，フウセンモがリボン状のCMFを合成するこ

と，および斜め階段状備造のTCを持つことはフシナシミドロと一
致する.しかし，フウセンモのCMFIまフシナシミドロより厚さの
変動が大きく，帽の変動が小さい.フウセンモのTCの幅と長さは
フシナシミドロより小さい.また.TCの長崎側の商末端からト
2番目の頼魁"Jの長さが他の頼電車列の約1/2であることもフウセ
ンモのTC備遣の特徴である高知大学・翠・自然環筑)

6200長星千香子・本村泰三・市村輝宜褐藻ヒパ
マタ目数種における卵形成、並びに核の退化

褐藻ヒパマタ自の卵形成では、造卵器となる母細胞
の核がまず減数分裂によって4核となり、それぞれの
核が分裂して8核を含んだ細胞を形成する.その後、
ヒパマタ(Fucusdistichus)ではそのまま8個の卵
を形成するが、他の属では 1部の敏が消失し、エゾイ
シゲ(Silvetiababingtonのでは2倍、ウガノモク
(Cystoseira hakodatensis)とフシスジモク
(Sargassum confusum)では 1舗の卵を形成する.
フシスジモクでは受精後に精子被と融合できなかっ
た7核が消失するが、エゾイシゲでは6核、ウガノモ
クでは7核が卵の成熟過程で細胞質外に鎗てられる
と報告されてきた.本研究ではエゾイシゲ、ウガノモ
ク、フシスジモクの卵形成、並ぴに核の退化について
電子顕微鏡と蛍光顕微鏡を用いて観察を行った.その
結果、エゾイシゲでは造卵器中に形成された2個の卵
の聞に6核が鎗てられ、それらには核肢も偲織されず、
殆ど綾の形態を持たないほど退化していた.ウガノモ
クでは外に敏出される7敏は卵核に比較してやや灘
繍しているが、核膜、並ぴに核小体が観察された.こ
れらの犠は、それぞれ中心子1倒とミトコンドリアと
共に細胞壁に包まれた小型の細胞として敏出される
ことが明らかになった.フシスジモクでは綿子被と融
合した核が分裂期に入り、染色体が観寝される時、核
融合をしなかった7核でも同時に染色体が観察され
た.これら7核は鐘合子が2細胞になる時にはさらに
緩錯し小さくなっていったo (北海道大・理・海藻研)

619 0関口弘志・守屋真由美・井上勲

無色ペディネラ類(黄色植物)における葉緑体の退化

黄色藻類のうち、核膜から生じる3つ組の微小管

を有する藻群はディクチコヲ力藻綱と呼ばれる。ペディネラ

類は、政射相称の体制を持ち、細胞後錨に柄を有する一群

で、業縁体を有し光合成を行うものと光合成能を欠く従属

栄護伎のものが静在する。近年の 18SrDNA分子系統解析

から、無色ペディネラ類は繋縁体を持つ生物が光合成能を

二次的に失った生物であると壱えられている。一般に、光

合成能を二次的に失った藻類は葉緑体の痕跡的な構造(ロ

イコプラスト)を有するが、無色ペディネラ類はこれを完

全に欠く希有な生物であるとされている。今回、無色ペデ

ィネラ類の一種である Pleridomonasとペディネラ類に近

縁のアメーバ状生物Ciliophη'sを用いて、この見解の妥当

性を検証した。

Pleridomonasの微細構造を詳細に調査した結果、

核に隣接し膜に覆われた口イコプラスト様の構造が認め

られた。更にPCRl去により、葉緑体コードの遺伝子であ

るrbcLを有することが明らかになっ定。 Ciliophηsでも同

様にrbcLを有することが確認されだ。以上は、無色ペデ

ィネラ類が光合成能を二次的に失った生物であることを

示す初めての証拠であり、分子系統の研究から示唆されて

いた進化過程を支持するものである。(筑波大・生物)

621 0吉川伸哉句、長塁千香子句、本村泰三円、

市村輝E:*1、村上明男勺、 JII井浩史勺:褐藻植物の配偶

子核におけるクロマチン凝縮について

卵生殖を行う動物では精子の形成過程で、精核のク

ロマチン凝縮に伴いヒストンタンパク質がプロタミンや

精核特異的な塩基性タンパク質などに置換されることが

知られている.褐藻類においても同形、異形配偶子接合

と卵生殖で雄性配偶子核の形態を比較した時、卵生殖に

おいて精核のクロマチン凝縮湖賭となる。そこで同形

配偶子接合を行うマツモ(Analip郎 j伊 n蜘 s)の雌雄配偶

子と卵生殖を行うウガノモク(C附 M加納幼政府か)の

精子から抽出した塩基性タンパク質を電気泳動法や、ア

ミノ酸分析、 N末端アミノ酸配列分析を用い調べた。

マツモではリンカーヒストン(ヒストン H1様タンパク

質)と恩われる位置に1種類のタンパク質、コアヒスト

ンと思われる位置にヒストンのH3正也A正也B正14と推測

される4種類のタンパク質がみられた。ウガノモクでは

リンカーヒストンに該当すると思われる位置に分子量の

異なる2種類のタンパク質がみら才しコアヒストンに該

当する部分ではヒストンの H4がほとんど検出されない

点でマツモと異なっていた.このことは、同じヒパマタ

自のフシスジモク(SargassumcoゆtsUm)の精核でも観察

できたため、卵生殖を行うヒパマタ目植物の精核におけ

る共通した特徴であると考えられる。

(*1北大・理・海藻研、事2神戸大・内海域
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8220JII崎昭二・・名畑進一..: 2本の業体が融合
したように見えるコンブの奇形について

コンブ類の奇形葉体の成因には.おそらく障害など
の物理的作用によると推測できるものと.全く分から
ない不思議な形態のものがある。ここでは後者の例と
して.あたかも一平面上で2本のコンブがほぼ直角，
ないし一方が斜め前方からぶつかり Y字型に融合した
ように見える奇形体6例について紹介する.
(1)今日知られている奇形体(文献と新発見例}
マコンブ 1例恵山町尻岸内 υ11端1959)
マコンブ 2例恵山町尻岸内(坂野1963)
ナガコンブ UI 釧路市佳恋 (名畑1990)
ホソメコンプ 1例乙部町 (名畑1990)
養殖マコンブ1例恵山町尻岸内(新発見)
{なお.ミツイシコンブについて恵山町尻岸内から未
確認の情報がある}

(2)考 察:(a) マコンプが多いが，他種にもあるこ
とから，全種類で起こる可能性がある. (b)天然物に
限らず養殖物にも起とる。 (c)恵山町尻岸内に多いの
は偶然か.それとも奇形を生む飽域性があるのか.
(d) 融合部は少なくとも外見上異常が認められない.
(e) すべて涜れ譲か漁業者の採取品で.実際の生育状
態は全く不明である.また.基部に付着器がないもの
は.損傷や採取時の切断か.または本来の姿かも不明
である.(f)一般に，奇形体の発見は全くの偶然であ
り.入手したときには既に何らかの損傷を受けていた
り，発見者の記憶が極めであいまいで.実態の正確な
把握が困難である.その生態と形態形成に関する地道
な研究が侯たれる.

い函館市釧路水試)

824 0道家章生・藤原正夢・久田哲ニ:京都府

沿岸におけるコンブ科海藻の分布ー竹野地先のア

ラメについて

本州西都日本海沿岸に分布するコンブ科海藻として.

山口県から鳥取県沿岸に分布するアラメが知られている。

一方.京都府沿岸のコンブ科海藻としてはこれまで漁業

者がアラメと呼称するクロメと冠島にツルアラメの分布が

確認されている。 1998年8月に日本海に面する竹野漁

港周辺海域に調査ラインを設け，アラメの分布の確認と

分布実態について検討したので報告する。

アラメは主に水深0-4m帯に分布しており，水深6m

以深には出現しなかった.その分布密度lま漁港周辺で

高<.漁港から離れるしたがい急激に低下し.その傾向

lま東方向より西方向で顕著であった。成体と幼体の密

度にはEの栢闘がみられ.成体密度が5本/以上で幼

体の密度が増加する傾向がみられた。水深帯別の茎長

組成では.各水深帯とも6-10cmの個体が多<.水深

帯による差は明確ではなかった。アラメとクロメが出現す

る調査ラインでは.クロメは水深2m以深に分布していた。

アラメの分布密度が高い調査ラインでは.クロメの分布

密度が低い傾向がみられた.

(京都府立海洋センター)

823 0名焔進-*.多田匡寄付・瀧谷明朗日:利尻島の天

然コンブ減産に閲する海水温の影響

リシリコンブの主生産地は利民島と礼文島および稚内で，

これら 3地の生産量はリシリコンブ全体の約 90%を占めて

いる.なかでも利尻島での生産が霞ち多く.昭和 10-40年

代には全体の約40%を占め.平均生産量は 1.270tであった.

しかし，近年は減産傾向が著しく.早成元年~9 年の天然コ

ンブの平均生産量は 160tに廼ち込んでいる.

現在.北海道西岸の日本海沿岸では磁焼け地帯が広大して

いて.この原因は海水温が比較的高く推移していることとキ

タムラサキウ二の海藻に刻する侵餌圧の溜太と替えられてい

る.これらのことからコンブの生産量と海水温との関係を検

討した.

その結果.利尻島では前年の 1月から 3月の冬季水温が

健く経過し，漁狸当年の4月から 7月の水還が怪い年に豊漁

となる傾向1Jt見られた.しかし.平成に入ってからの冬季水

温は.昭和 20~30 年代に比較すると 1~2"Cほど高く推移

していた.

さらに.北海道内の主な地盤調の天然コンブ生産量と水温に

ついて検討したところ.冬季水温が高いところほど生産量の

減少や変動係数が太きい傾向がみられた.

(*道釧路水諒道稚内氷試〉

825 0藤田大介 :富山湾沿岸域におけるテングサの

漁業と群務の衰退

富山湾の湾奥域ではホンダワラ類やカジメ類の海中林が

形成されず小型海畿群著書が発達しており，マクサはその代

表種である。本種は多年生で，小型直立海重量の中では特異

な存在といえる。湾内一帯は日本潟側随一のマクサ産地で

あったが， 1980年以降，湾東部から順次漁業が衰退してい

る。近年は魚介類の産卵・保育場，放滅漁場としてマクサ

群落の重要性が再認識されており，その衰退も元来いわれ

ていた磯燐砂現象と関連し，興味深い。

演者は滑川市地先の磯斜商{造成漁場を含む)に広がる

マクサ群落で約10年間潜水調査を行ってきた。 1990年には

行線~距岸250m(水深O-Um)の範囲でマクサが分布し

ていたが， 1991年と1998年の2固にわたり岸側に向かつて

約34m後退した。主要動物分布調査やコンクリート磁への

キタムラサキウニ移植試験からは植食動物の授餌も懸念さ

れたが， 1994年のウニ大量へい死後も植生は回復せず，投

石等の植生調査，マクサ深浅移植試験，光環境調査等の結

果から，濁り物質の増加による光条件の悪化/浮泥の堆積

が原因と考えられた.なお，覇軍援する魚津市では，水深3

m付近でも退色が観察されている。(富山県水産試験場)
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B26 池原宏ニ:日;本の涜れ寝から採集された

ぬl'/P四四亙属

ホンダヲラ科 8aJ伊 ssum豆腐は太平洋やインド洋の熱

帯・亙熱帯を中心に広く，日本では伊豆半島及び五島列島南

部より甫の海績で 19種が分布している{吉岡 1986・1998).

これまで筆者が流れ藻から採集した Sa.堵宮崎um亙属は 9

種+2spp種，既往の知見では6種，合計 12穏である.

流れ磁の SargassumiI[属は鹿児島県南部~相模湾，豊後

水道，紀伊水道.大阪湾など黒潮の影響の強い海域に多くの

種類がみられる.

種類別にみると太平洋中部以南に分布するトサカモク，キ

レパモタ，コプタロモク，マジリモク，エンドウモクのうち，

前2者は土佐湾，盛後水道，紀伊水道，大阪湾に，後 3者

は土佐湾から相模湾の涜れ藻にみられる.エンドウモクは他

に瀬戸内海，九州，日本海の粟島以南に分布するが，瀬戸内

海及び日本海では宥狩湾以南の流れ漢にみられる.日本海で

は他に鳥取県でマジPモクが 1個体採集されたにすぎない.

四国，九州に分布するフタレミモクとツクシモタは日;本南

部，土佐湾，豊後水道など生育地周辺の流れ藻にみられる.

九州以南に分布するフタエモタは土佐湾.和歌山県，静岡

県清水市の疏れ漢に，四国に分布するフタエヒイラギモタと

南西諸島に分布するコパモクは清水市の打ち上げ海績にみら

れ，これらはかなり漂流している考えられる. (遠洋水研)

B280吉井傘怠・・高市真_..弁」ヒ蜘・:ブラシ.111pt樹 園P師間

開抽酬に存在する続編カロテJイド

緑色鍋物の多<1ま.光合成アンテナ色集として働〈主要カロ予Jイドと

してル子インを含有している.これに対し.アオサ11鍋シオグサ自のー簡

とイワヅ空自の多〈の積では.シホナキサンチンとそれに脂肪酪(012:1)

が結合したシホナキサンチン(012:1)エス予JI-が存在することが知られて

いる.また畳近.緑色植物の中でも原始的なブラシ.111鋼ピラ呈モナス自

の助制耐抑制間同助習でlま0-8・1=水磁器のついた6・OHーシホナキ

サンチン (012:1)エステルの存在が報告された.このように録色組物に

はシホナキサンチンとその2量生物質{シホナキサンチンシリーズ}を待つ

生物が知られてきたが.その分布や鎗飽などは明らかでない.

今回.演者らは録色植物の原始的な11書置に存在するカロテJイFを飼

ベるために.同じ〈ブラシ.111綱ピラ竃宅ナス固に属する m町@申制問

cri.旬tumのカロ予Jイド組成を HPLOで飼ベ.精製して質量分続などで

同定した.その結果.8・-otトシホナキザンチン (014:1)エステルとシホ

ナキサンチン (014:1)エステルが主成分で.結合している脂肪酸1;1:

014:1のみであった.これらは.従来知られているシホナキサンチンやロ

ロキ・サンチンのエステルが 012:1のみである己とと対照的であり.新しい

カロテJイドである.他1=ザーシス・ネオキサンチン.ピオラキサンチンがあ

り.ル予インはなかった.

今回の結果lま，緑色植物の初期進化において多様なカロテJイドの.

得があったζとを示唆する.また.ブラシ.11穫が持つシホナキサンチンシリ

ーズやブラシノキサンチンなどはルテインより轟渡長光量吸収する己とか

ら.緑色纏物の初期迫化は膏緑色先が多い現場でおきた可飽性が考え

られる. 「筑渡文学・生物日本盛大・生物〕

B27 池原宏二:日本の食用務務の種類と収穫量

1951年度から農林省統計調査却は都道府県知lに海面漁業

漁獲統計を調査し，海電車ではわかめ類，こんぷ類，てんぐさ

類，ふのり類など復数穏をーまとめに報告している.

この他に，各県の統計情報事務所では重要な海穣類を地方

綾定梅漢にさざめ，独自に報告している.問題は他県の情報

が得られないため，どの地方で，どのような海藻が，どれだ

け収税されているのか不明である.

1956-1994年の全国の地方設定海漢について鯛査し，緑

畿ではヒトエグサなど 7種，褐藻ではヒジキなど 15穏，紅

藻ではオゴノリなど 27穫が報告されている.この結果，日

本で60種の海藻の統計がある.ヒトエグサは沖縄県で 1962

-1994年に 10-470トン，スジアオノ Pは岡山県で 1956

-1965年に 3-140トンであったが， 1969-1994年に 1，000

-2，500トンに樽加した.チガイ Yは北海道で 1956-1977

年に 140-930トンあったが. 1987-1994年に 1-33トン

に減少した.ヒジキは 1973-1994年に長崎県など 5-7県

で 3.400-11.800トン，ウップルイノ日は日本海の数県で

数 10-百数 10トン， トサカノ日は東京と鹿児島県で 1978

-1994年に 250-1.100トン，オゴノリは熊本県で 1971-

1994年に 2-35.900トン収穫し，年による変動が非常に大

きい.最近はふりかけ海苔や海藻サラダとして利用する海藻

の収穫が唱えている. (途洋水産研究所)

B29 0岩本浩二・小幡年弘・白岩善博:円石義

Emi1iBl泊 huxJeyiにおける硝酸還元酵素の精製と佐賀

円石穫は大規模なプ凡{ムを形成するなど海洋で巨大な

パイ謁マスを占めることが知られている.この大量発生のメ

カエズムは明らカヰとされていないが，光合戒による炭素およ

v喧濃の高い固定樹生に支えられると考えられている.そこ

で，本場関では窒素因窟機能を解併するために，円石藻の

代表種の一つであるEm必回;ahuxJeyiを用川窪索固定系

の律速酵素である硝酸還元静素的R;配1.6.6.1)を単機・

精製し，その酵素輔鑓街宣質を明らカ記することで，円石藻

の構拙こおける蜜棄取り込みに関する基礎的知見を集讃した.

通知審養により培養した義体を遺制こより収穫した後，フ

レンチプレスで破砕し，粗抽出液を得丸本欝索の精製は

BIue Seph8l'O閣によるアフィエティータロマトグラフィー，

Mono'Qによる陰イオン受換タロマトグラフィー，および

sl中町也x200HRによるグルろ過により行った.その結果，

本樽索はSDS.・臥GE上で単一のパンドを示すまで精製され

た。ゲルろ過により本務索の na凶閉めm は約 500回，

SDS'PAGEによりサプユニットは85回と推定された.硝

酸およびNADHに対する晶働まそれぞれ355μM.54μ

Mであった.また，至適pHは8.0であり.SH酵素倒温容

弗jのpcluOl'O四mni岡田踊およびNethylmaleimide.
ヘム鉄を含胡蹄岬且割jであるKCNおよびN副島鉄の

キレーターである o悼岨曲血曲181こより本癖索の活性は

著しく阻害された。これらの酵素特輔性質，特iこn紺昭

島mおよびサプユエットの分子量から.本酵索凶塾雌鶴掬な

どに存在するNRとは異なる特有の機造を有していると考え

られる。(筑波大学・生物)
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830 0佐藤征弥・平地義仲・向井真弓・小山保夫:

ブラシノ藻類及びハプト藻類の細胞内チオール

の定量

多くの生物種において細胞中にはグルタチオンやシス

テインなどフリーのSH基を持つ低分子(nonproteln 

thiol)が豊富に存在し，それらが解毒や酸化ストレスの解

消に関与している.しかし，微細藻類におけるnon-

protein thlolの含量はほとんど調べられていない.そこ

で，今回ブラシノ藷類Tetrase加istetrathele， ハプト蕩

類Pleurochrysiscarterae， Isoch.明 issp， Pavlova sp 
を用いて，グルタチオン及びシステインの含量を測定し

た.また，それぞれの分子の細胞内での態化還元状態を

調べるために還元型グルタチオン(儲H).酸化型グル

タチオン{信SG).システイン，シスチンとして定量し

た. 全ての種は23"CにおいてF培地で培養し，対数増殖

細の後期に細胞からnonproteinthlolを抽出した.

測定の結果，細胞容積から換算した細胞肉強度が最も

高かったのはTetraselmis'であり，ぼ剖:1.2 mM. 

ぼ実G:0.19 mM. システイン:8.2 mM. シスチン:

1.9 mMであった.一方，最も湯度の低かったPleuroch-

rysisでは，それぞれ0.05mM. 0.14 mM. 0.66 mM， 

1.0 mMであった.さらに，細胞内滋度の高い生物種ほど

還元型分子の占める割合が高いことが分かり. nonpro-

tein thiolと酸化ストレスの因果関係を示唆する興味深い

結果となった徳島大学・総合科学)

P1 宮地和幸:緑藻シオグサ科植物ミゾジュズモの葉緑体

演者lま1993年以来シオグサ科植物のピレノイドの形態について調

べてきた.更に.愚近lまピレノイドだけでな<.葉緑体の形態につい

ても興味を持って詳細な観察を行っている.最近の成果のーっとし

て.ミゾジュズモの興味ある薬縁体の形態について報告したい.

ミゾジュズ宅lま殖回(1932)によって関東各所の側溝や井戸に生育

する淡水産ジユズモ属の新種として報告された。その後.広瀬

(1954)によって.その有性生殖や生活環の一部が明らかにされた.

これまで葉緑体やピレノイドの形態について殆ど記述がない.演者

lま既に1995年の高知大会でミゾジュズモのピレノイドがポリピラミダ

ル9イブであること.また.カイゴロモのそれとよ〈似ていることを報

告した.

ミゾジユズモの1個の葉緑体lま基本的に楕円体あるいは紡錘体形

で.それらが細胞表面に集中して.規則的に隙聞な<.敷き詰めてら

れている.それは縦断面から見ると紡錘形の葉緑体が縦に藍然と

並んだ状態になって見える.表面より下部に位置するる業縁体lま長
〈ヒモのようにのぴたり.四方が負強ったりと，形が不定型となり.全

体に散らばっている.ピレノイドは細胞表面の葉緑体にはほとんど

存在せず.それより下の層にある葉緑体に存在し，全体に広〈分布

している.一個の叢縁体の形態I主従来のシオグザ科植物の業縁

体と同じである.唯.細胞全体を構成する葉緑体群の形態が.従来

の報告されているシオゲサ科植物のそれと異なっている。大抵のシ

オグサ科繕物の細胞は摘円体状の葉緑体が網目のようにつなが

り.細胞内舗は充分な広さの渡胞が点在する形態となる.ところが.

ミゾジュズモの細胞は細胞表面に薬縁体が徹密に分布し.大きな濃

胞の存在がな<.小さな液胞が泡の織に集合して.業縁体の聞に点

在するというユニークな構造となっている{束縛大・理・生物).

831 0樋口澄男事1・近藤洋一時・湾井昌零時・野崎久重量制.

渡辺 信柑・久保悶昌利制・加崎英男柑:生;育環境の復元により

野尻湖内での再生の可能性が見えはじめた車軸濠ホシツリモ

事シ"を也単也監i呈ob皇坐!ll志野尻湖でl孟'lfJキ・ョの放流により全
滅し.他の分布地でも穆認されないため，圏内の自然界で絶滅
したと推定されている.我々は実験用に保存培聾されていた野
尻湖産砂抑軍株を用い，野尻湖内での再生を目標に唱5年から生
育条件等の検討を開始し，・99年にlま良好な生育が観察された
ので.これまでの検討の経過を報告する.

官5年に野尻湖内水深 4.5m地点で，網目 10cmの'l'Jキ・2防穫
柵を役置して植栽区とし，砂?リモの仮根及び地上部の節を植え
込んだ.発芽した妙ツリ剖ま 15cm程度まで生長するが，暫〈す
ると倒伏し，消滅した.倒伏の原因として藻体が付靖微生物に
覆われ，光合成が妨げられることが考えられ，徴生物を除去す
る小動物との共存由t重要と推定された.小動物を捕食する7'"
M'l:等が多量に分布する野尻湖では，水中林の段置，沈水植物

の植栽，事!I'9をの密植毒事を行うことにより，小動物の隠れ場所
が形成されるため，事!I'リモの生長に一応の効果Iま認められた.

この植栽区lま'l'Jキ・ョ以外の動物は自由に出入り出来る徳造で
あり. J{成魚lま通常lま紗抑壬を食害しないため，その排除l孟考
慮していなかった.しかし'97年夏季に事.!I'J慌を食害するのが目
撃され，実験条件下では害魚であることが明らかになった.

そこで初年には網目 8mmの防蜜柵内に事妙慌を植え込んだ
ところ，内部に小動物が住み嘗き，最初リモlま40cmまで成長し
たが，その後，内節で大き〈生長した行1J"11:'が脱出できず、事
汐リモを切断・枯死させた. 明年にI孟艦載区内の沈水植物t抄ョ
蛇群落が区内の約 70%を占めるまで生長したので、これに隣
接して網目 25mmの値栽区を新たに設置し*'J'J慌を植えたとこ
ろ，最大 60cmまで生長し，小規模な群落を形成した.この植
栽区では小動物古Cf!柄。構落から自由に出入りし，7' ，，~/1"l ・
J{成魚I孟侵入出来ない構造である.ω 年の好結果Iま，小動物
が豊富であった紗"を絶減前に近い生育環境を復元したことに
よると推定された.(*'長野県衛公研.時野尻湖"守'"1')"ウ鱒，同
野尻湖水草復元研究会.制東京大学，時国立環境研，輔都立大}

P2 0平関根焼事1.属商智*2・芹湾釦比古・3.大野正夫*4:

再宥『ヱツキアオサJ~ヱツキアオサには2つの分額8t1f含まれてい

る.-
エツキアオサはK師加etaI. (1993)によョてアナアオサが著し〈

形館変異したものとして報告された.この記述にaづI!.報告された

採編曲陣所{恵比須島}からヱツキアオサを録集した.サンプル院議体

録湿鶴分を直径1.2ミリのディスクに絹街化し鑓援する人a的威論揚場

建(Punchir喝町瞳thod.Hiraoka晶白開国，to1998】を使宮て同銅的

に生組編胞を形成..出させアナアオサと交緯実践を行った.同時に

盆強細砲の形:.および定光憶を鰻Sした.さらに実録実殴を行宮たサ

ンプルの市NAの塩-列 {π'51領援}を比厳した.

実健実肢から.同所に生育していたヱツキアオサはアナアオサと交

錯する織としない縁のZつの分額8t1f含まれることがおかョた.実鎗す

る織の2本腰毛生殖細胞{毘偶子〉はアナアオザ唱OIUll!偶予と同繊の

強い正の走先佳を示したが.交錯しない樟のZ本書毛盆擁細胞は舗鮮な

潟水中でl:l走先住が負であった.この生殖細胞から揖穫した語体も同

じ佐賀を9寄っ生殖細胞を.出した.さらに.この生殖細庖は比車量的大

宮いことから.生殖細胞が単訟で完葬.成長し、訴しい.'偉を遺る鍵

健生組盟生活史を持っと宥えられた.また、温，U 到の比般では.ア

ナアオサと安錯する織はアナアオサとー殺し.実鎗しない穆はそれら

と27.3Jtl異なョた.この結果は愛車量実践の篇擦を支持する.

Kamiya et aI. (1993)の変緩畿には.エツキアオサにはアナアオ

サと史館しない縁も存在することが示されているが、それについては

『信組どちらにも按合しないアオサがあヨたが、接合飽カの低下もし

〈は実験条件の遣いから生じるものなのかはョきりしない.Jと観明

されている.そのような実鎗鎗県が得られたのは鐸鏡されたヱツキア

オサに2つの分寝静が混在していたからではないだろうか.

(*1 (練}海蕊研究所、・2唱は・理・生物科学.・3東水*-・讃

鳳事4高知大・融制
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P3 0宮村新一*・坂牛真司*・南雲 保**・

堀輝三*ナガアオサ雌雄配偶子の接合方向と

眼点の位置関係

アオサ藻綱ナガアオサの雌雄配偶子はともに涙

滴形で前方に2本の鞭毛をもっ。雄配偶子は雌配

偶子に比べてわずかに小形であるが、ともに眼点

を持ち正の走光性を示す。雌雄配偶子を混合する

と直ちに毘偶子集合を形成し接合する。アオサ属

の雌雄副偶子は眼点と閉じ側にある鞭毛基部直下

の接合装置で細胞融合が行われると考えられてい

るが、ナガアオサの雌雄毘偶子について電解放射

型走査電顕などを用いて調べた結果、接合方向と

限点の位置関係に雌雄の違いが見られたので報告

する。

雌雄配偶子ともに眼点は細胞表層から突出し、

その表面から脂質頼粒の配列が認められる。雌毘

偶子の眼点は雄配偶子の眼点より大きく、そのた

め4本鞭毛の動接合子での雌雄眼点の区別が可能

である。雌雄副偶子を混合すると、雌配偶子は眼

点と同じ側で接合するが、雄配偶子は眼点と反対

側で接合する。細胞融合が進むと雌雄配偶子の眼

点は接近し、動接合子では雌雄の眼点が細胞体の

同じ側に並列する。

(*筑波大・生物科学系、**日本歯科大)

P5 0寺脚畑剖・肉村真之・1・玉置C*2・新勢章智3• 

屋外水槽での海獲類貌繍法とアマモ.イワズタ額の生長

海藻類の生態を解明するよで.日常的に生残や生長の観療を続

けること由軍要と考え，屋外水糟での貌培方法の改良に取り組ん

でいる。 1996年8月.小型アルテミア飼育用水槽に浜砂を敷い

た.注水ホースの出口を浜砂中に置き.水槽庖から湧き出した海

水を排水管よ郵からオーパーフローさせ，浮泥の涜積を防いだ。

.食性の1)、裂巻貝(コシダカガンガラ等)を水槽に投入し.付着

建議績の繁殖を抑制し.園芸用匙噌紗と黒色ピエルシートで.水

槽慮へのl!t腿鋭量を銅盤した.1997年6月に1;1:， 2 t容FRP水

槽をよ述と陶織に段定した。還転開始後には人為的な環境の撹

乱を避けるため，ー度も水摘の壁画を掃除せず.海濠類の殺培を

続けた.昨年の本大会以降の様子を.アマモ，イワズタ類の生長

で示す.

1998年6月に，アマモの花枝10本を， 2 t水槽に吊した.99
年1月-4月に，花敏から窓Fした種子組源のアマモ発芽体 10

蜘句醜された。アマモIま， ω年8月に，最大草丈0.8m， 32 
株に逮した後，やや嚢退し， 10月にlま最大草丈O.4m， 21株まで

減少した。アマモlま.再び，草丈と株数を増大させ広則年1月

でl広量大草丈0.7m.38徐となった。広島湾の阿多国島産フサ

イワズタ議体を98年12月1こ，愛鰻県伊方漁港地先産クロキズタ

濠体を1鈎9年5月に.水槽に投入したところ.水槽底壁画.

煉瓦などに省生し.生長している.(剖績戸肉水研，“広島大，

刈穂)海議冊

P4 0侍法隆， Hendrayanti， D.，市村輝

宜:ミカヅキモの種分化の分子系統学的解析

Closterium calosporom complex は，ミカ

ヅキモの中で赫で覆われた接合胞子を形成するグル

ープであり，従来栄養細胞の形が比較的強く湾曲し

ていること，平滑な細胞壁を持つこと，頂端に粘質

多糖類を分泌する孔を持つこと，及びガードルバン

ドがないことにより特徴づけられてきた。最近

Watanabe (1979)は， C. calosporom complex 
のいろいろな産地の株を一定条件下人工合成培地で

培養し，生殖様式や頂端の形の他に，細胞の長さ，

幅及び湾曲度などの定量的形質を計測することによ

って，このグループを 3種 7変種に再分類してい

る。今回我々は，これらの培養株を用い，核rDNA
の Smallsubunit (SSU)領域， SSU内に存在す

る 1506Group 1 intron領域，SSUと5.8SrDNA
の聞に介在する Intema1transcribed spacer-1 
(ITS-1)領域， 5.8S rDNAとLargesubunit 
(LSU)の聞に介在する ITS-2領域，及び LSU領域

の塩基配列並びに二次構造を解析し，これらの遺伝

子領域の分子進化のパターンからC.calosporom 
complexの種，変種聞の類縁関係を考察した。

(北海道大学理学部附属海藻研究施設)

P6 0松尾嘉英本:

マキヒトエの形態形成に関与する微生物群の探索

大型緑藻マキヒトエは無菌下・合成培地中で葉状

形態をうしない単細胞化するが，さらにこの単細胞

化したマキヒトエにある種の海産菌や，紅藻，褐藻

の抽出物を添加すると元の葉状形態に回復すること

が知られている自然界においても海藻表面などに

生息する微生物などがこのような活性を提供してい

ると考え，大型藻由来などの微生物群を広くスクリ

ーニングし， 16SrDNA， gyrB配列により分子系統

解析を進めている。マキヒトエは舘脇らにより確立

された無菌株MonosrtomaQ町 -spennum (Kutz.) 
Doty: Strain MK-001をもちい， ASP7培地中で大

型藻由来のバクテリアを再感染させ葉状形態に成長

するかどうか試験を行った。その結果，Cytophaga 
sp.を中心とした菌群に活性が見られ，活性の強いも

のはマキヒトエに対して遊定子の放出も誘導するこ

とが明らかとなった。また，活性菌はアオサやヒト

エグサ表面からより高い確率で得られることが明ら

かとなった。

11983， M. Tatewaki， L. Provasoli and I. J. 
日ntner;J. Phycol.， 19，409. 
(*海洋バイオ研・清水)
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P7 0松 尾 嘉 英 *: 

マキヒトエの形態形成関連遺伝子の探索

大型緑藻マキヒトエは無菌下・合成培地中では単

細胞の形態をとるがある種の微生物を再感染させる

と元の葉状形態に回復する。つまり，無菌化では葉

状形態をとるために必要な遺伝子が発現しておら

ず，活性菌の影響でこれらの遺伝子の発現が誘導さ

れると考えられる。そこで，どの様な遺伝子群が活

性菌に誘導されるのかを検討するために蛍光デイフ

アレンシャルディスプレー法の適用を試みた。

マキヒトエをMTPで培養し，そこに形態形成誘導

活性を持つαrtophagaBUP7を感染させた。一定時

間培養したのち細施を回収する操作により感染時間

の異なるマキヒトエを調製した。それぞれのサンプ

ルからTotalRNAを抽出し， 3種の蛍光ラベルしたオ

リゴdTプライマーで逆転写反応後，得られたcDNA

を10merプライマーでPCR増幅し反応産物の電気泳

動パターンを比較した。比較するサンプル数が少な

い場合，日較差・明暗周期に関係すると恩われるバ

ンドが発現差のあるバンドとして検出されてしまう

が，複数日にわたり同じパターンで細胞を回収して

比較することにより，より明瞭なフィンガープリン

トが得られるようになった。

(*海洋バイオ研・清水)

P9 0芹湾如比古*・繊浜康調室帥・有賀祐勝***. 

問中次郎*産地の異なるカジメの移植後の生長

褐藻コンブ科のカジメ Eckloniacav百Kjellmanは日
本の中南部沿岸域に生育する大型多年生の海藻であり，
海中林と呼ばれる密な群落を形成して沿岸部における
水産や生態系に重要な役割を果たしている.本穫のう
ち高知県の土佐湾手結地先に生育するものは小型{茎
長50cm以下}であり，静岡県伊豆下回の鍋田湾に生
育するものは大型(茎長SQ-150cm)であることが報
告されている.
本研究では土佐湾の小型カジメを鍋田湾に移植した

場合にどうなるかを明らかにするため， 1995年11月
に両湾で採集したカジメの幼体(側薬が5cm程度のo
歳と推定される個体)を鍋田湾の水深9mの海底に霞
置したコンクリートプロック (50X60X54cm)4 

基の上に移植し，藻体各郵位の計測を 1997年 10月ま
での2年間にわたって毎月現母で行い，生長を比較し
た.移植したカジメの茎部の長さと直径は双方とも冬
季から初春にかけては急速に増大したが，夏季から秋
季にかけてはほとんど変わらなかった.中央議長は側
糞の伸長に伴って減少傾向を示した.藻長{茎長+中
央薬長}は冬季から春季には繕大し，夏季から秋季に
は減少する傾向が見られた.2年間で鍋田湾産カジメ
は41.6cm (茎長25.6cm，中失業長 16cm)に達し
たが，土佐湾産カジメは 16.6cm (茎長 11.1cm，中
央糞長5.5cm)となるにとどまった.土佐湾産カジメ
の幼体を大型カジメが生育する鎖国湾に移植しても大
型にならないことが明らかになった.

(*東水大・藻類**志津川町自然セ***東屋大)

P8 Olli山英俊'・原慶明**. 

東北・北海道地方におけるシヤジクモ類の生育分布

シヤジクモ類は我が国では4属74種類が報告されている。

近年，関東地方を中心にシヤジクモ類の生育地はその周辺

での開鐙や水質汚染などにより急激に減少しており， 1997 

年に環境庁が公開した『植物版レッドリスト』には74種類

のうち絶滅纏または絶滅危倶種として 30種類がリストア
ップされている。そのため，シヤジクモ類の現在の生育・

分布状況を明らかにしておくことは緊急の課題といえる。

演者らはこれまで東北地方を中心にシヤジクモ類の調査

を実臆してきた。今回は北海道地区を調査対象に含めた調

査の予報である。向調査地域からシヤジクモ属3種類(シ

ヤジクモ，カタシヤジクモ，ヒメカタシヤジクモ)とフラ

スコモ属9種類(ヒメフラスコモ，ハデフラスコモ，オト

メフラスコモ，ホンフサフラスコモ，ミノフサフラスコモ，

ナガホノフラスコモ，ホソパフラスコモ，キヌフラスコモ，

フタマタフラスコモ)の生育が確認できた。

東北・北海道地方に生育するシヤジクモ類はそれらの生

育状況を見る限り，比較的大きな湖や沼では危機的状況下

にある一方，池・水固など小さな生育地では種類の違いも

考慮しなければならないが，外的要因に作用されず健全な

状態にあるとの感触を得た。しかし，自然状態が良〈保全

されている岡地域といえども，シヤジクモ類の生育できる

環境の保全対策を早急に考えておく必要があろう.

今後さらに調査地を織やしi継続的に情報を蓄積していく

計画である。

(*山形大学・院・理工，村山形大学・理・生)

Pl0 0倉島彰'・ )11嶋之雄“・下和田学H ・・前川

行幸*:三重県錦湾におけるカジメ群落の生産力の季

節変化

演者らは.カジメ群落の構造と群落内光環境の特徴

に着目して，群落の生産カ推定のための数学モデルを

作成し， 1998年度目;本通事類学会において発表した。今

回，水深の異なるカジメ群務において，生産カの季節

変化を解析することができたので報告する。

1998年8月から1999年6月にかけて，三重県錦湾内の

水深8皿のカジメ群落，水深7mおよび15mのカジメ藻礁

を対象として，調査研究を行なった。それぞれの群落

について群落の吸光係数および海水の吸光係数を測定

し，さらに15，20， 25"Cおよび現場水温における業片

の光合成速度を測定した。これらのデータをもとに，

数学モデルを用いて解析を行なった。その結果，生産

カは2-6月にかけて商く，天然群落では5-6g d. w. m-2 

day-l，水深7mおよび15mの藻礁ではそれぞれ4-5，1-2 

g d. w. m-2 day-lであった。これに対し，生産力は8-10

月に最低となり，それぞれ約1.0，2.3， 0.2 g d.w. 

m-2 day-lであった。従って，水深15mの藻礁は生育の

限界水深に近いと考えられた。

(・三重大・生物資源，“日本エヌ・ユー・エス，

事"中部電力)
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P 11 0寺田竜太*・馬蝿栂輔榊・山本弘敏紳*:日本新産方

コノリ属議領Gracllar/aJlrma Chang et Xla (ナジカイ方ゴノリ.

新称〉の形態と分類

Graci/aria jirma (紅藻綱オゴノ P目)は中国南郎，ベトナム，

マレーシア.タイ沿岸の潮間帯下部から漸深帯に生育し，食用

および寒天原藻として有用な海藻である.今回， 1999年 11月

に沖縄県で本程の生育を確認したことから，日本新産穏として

形態と種の特徴について報告する.

本種は沖縄本島東岸，金武町並皇の潮間帯下部のサンゴ片や

転石上にクピレオゴノリ G.blodgettiiと共に生育していた。体

は円柱状で IOcm に遣し，分校，末端技の基部が著しく括れ，

全体に薄緑色を呈する。護果中の造胞糸 (00凶mobl回t)は小形

の細胞で構成され，造胞糸と果皮を連絡する横断糸 (Trave四ing

m阻聞t)は存在するが数は少ない.雄性生殖器官は深い壷型

(Verruc，田 a-type)を呈する.本種は校の基部が著しく揺れる点で

クピレオゴノ日に似るが，上述の体色と雌雄生殖器官の形態で

明らかに異なる。

以上，当標本の特徴は原記載(基準産地:中国広東省雷州半

島徐聞)と一致し.我々がこれまでに観察したベトナム産・マ

レーシア産の標本とも一致することから G.jirmaと同定し，和

名をナンカイオゴノリとすることを提案する。本穏は基増産地

以北で採集された記録はなく，沖縄本島は分布の北限と言える。

(・高知県海洋深層水研， ..(財)海洋生物環境研..・北大水産学郎}

P 13 0森田哲生・正木綾・能登谷正浩:紅

藻ヒメゴケ属 3種の生殖器官と生長と成熟に及ぼす

温度の影響

日本産ヒメゴケ属にはこれまで5種が報告されて

いる。イワヒメゴケ除く他の種では、配偶体または胞

子体などいずれかの生殖器官はまだ報告されていな

い。千葉県館山市沖の島でヒメゴケとクロヒメゴケを、

静岡県河津菖蒲沢でクモノスヒメゴケ採集し、それぞ

れの四分胞子を培養したところ、生活史を完結させる

ことができた。培養は温度 5，10，15， 20，25， 30'C， 

光量 60・80μmolm-2s-1，光周期 14L;lODと

101:14Dを組み合わせた 12条件下で培養した。培

養液にはGrund改変培地を用いて3日目毎に換水し

た。いずれの種も 2ヵ月以内に生活史を完結させるこ

とができ、基本的にイトグサ裂を示した。培養下の雄

性生殖器官や嚢呆を観察した結果、精子嚢校の形成位

置は頂生と側生とが見られ、嚢果の形状は壷状、球形、

紡錘形などの違いが見られた。クモノスヒメゴケ、ク

ロヒメゴケ、ヒメゴケの生育温度範囲はそれぞれ

ls-30'C、 10・30'C、 10・2s'Cであったが、生長や

成熟はいずれも 2s'Cで最も速かった。成熟の温度範

囲はそれぞれ 2s'C、 20・30'C、 ls-2s'Cと種によっ

てやや異なっていた。(東水大・応用藻類学)

P 12 0森田哲生・能笠谷正浩:紅藻クモノス

ヒメゴケの精子嚢枝形成温度と生活史

紅藻類には、種々の生殖器官を混生する穫がこれま

で幾っか知られている。静岡県河津菖蒲沢で採集した

クモノスヒメゴケは 30'Cの下でのみ四分胞子体およ

び雌性体上に精子嚢枝を形成した。この精子の受精能

とその後の生殖サイクルを観察した。

培養は温度 5.10.15.20.25.30'C.光量 60・80μ

molm'2s'l.光周期 14L;10Dと 10L:14Dを組み合わせた

12条件下で行なった。培養液は Grund改変培地を用

いて3日目毎に換水した。

藻体は胞子体も配偶体もともに 25'C.80μmolm'2 

sl，14L;10Dの下で最も速く生長して成熟体が得られ、

約 6週間で生活史が完結した。しかし、 30'Cの下で

培養した四分胞子体および雌性体には、それぞれ胞子

嚢を持つ短条の先端の毛状枝とともに、プロカルプが

形成されずに短条の先端に精子嚢校が形成された。こ

の四分胞子体からは 25'C下で胞子を放出し、正常に

発芽した。、四分胞子体上の精子嚢枝を雌性体と同一

容器で培養した結果、やや歪な嚢呆が形成された。こ

の袋来から放出された呆胞子は正常に発芽して四分

胞子体となった。(東水大・応用藻類学)

P14 馬蝿将舗:紅藻エンジイシモ属の日本新産種

Sooro!ithon e.ρ必:oorum(Howel Dawsonの形態

について

丘 episporum ヒナエンジイシモ，新称)はパナマ運河地

帯が規準産地で，これまでにインドネシア，南アフリカか

ら報告されている。沖縄島の米須(1996年9月).石垣島の

米原(1999年3月)において本種に同定される藻体を採集で

きたので，その形態と生殖器官の構造を報告する。

本種はタイドプール壁面，礁地の水深 1-2mの岩やサ

ンゴ片の上に生育する。灘体は殻皮状，いぽ状，こぶ状で，

幅2-4cmになる。こぶは直径2-4mm，高さ 2-5mmに
なり先端は鈍頭である。灘体は一組織性からなり，髄層の

発達は懇く 5-8層からなる。皮層は良く発達し，皮層の

細胞聞には2次的原形質連絡が普通にみられ，細胞の融合

は極めて少なし、。

四分胞子嚢斑は不規則に体表面に広がり，幅2-5四に

なる。四分胞子嚢は十字状に分割し，長さ49-73μm，直

径20-37μm，側糸は4-6細胞からなる。古い四分胞子

察斑は剥離するために皮層に残らない。本種の配偶体は初

めて採集された。雌雄同株。雄性生殖器巣は内径52-104
μm，樹枝状の精子嚢が巣内の底面から屋根の内側に広が

る。雌性生殖器巣は内径50-86μm。果胞子嚢生殖器巣は

内径88-183μm，巣内底面の所々に不連続で小さな融合細

胞が生じ，その上面に 1，2細胞からなる造胞糸が発達す

る。果胞子嚢は長さ56-82μm.直径12-31μm。雌雄の生

殖器巣は剥離せずに皮層に残る。

((財)海洋生物環境研究所)
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P 150御掴生拓*・奇麗順子柿・時友裕紀子H ・井上行

夫*・掴裕和*・桜持彪密:鉱麓スサピノリ生飯嶋

略における露外.吸収街貨の俊樹

紅海スサピノリの縫外観吸収物質(WAS;UItJ・卸ioleta除柿崎

sub置也nce)l:孟， 335nm付近の諸外光を特異的に高い効率で吸収する.

a々はこの物質が1lIの生息に関わっていると考え.その生理的意穫を

圃べている.

現在までに，この魯慣が簿外鎗によるテミン'..  の先ダイマー形成

を抑制することが明らかになョているが.今回は:T-Tジヌクレオテド

に対するW崎の保置効果について縄告する.300nm以下のW-C領

織を主とする0.光濁によって形成された:T<>T光ダイマーをHPLCによョ

て定置したところ.U単体の掲合とは民なり.WASに顕著な抑制

効果は見られなかった.オリゴヌクレオチドを用いた崎合には分子聞

の相互作用の織序が異なっているのかもしれないが.定量法を含め今

後の欝網な検討が必要である.

次に.UV崎が吸収したエネルギーの勤勉を主に光合成との関連に

ついて調べた.スサピノリから得たクロロフィル・カロテノイド80
96 EtOH理署員提およびフィコピリンホ漕諸にW崎を加え.クロロフィ

ルおよびフィコヱリスリンの鐙先に対するuv崎の寄与を測った.ま

た，悶鎗にスサピノυ生体の虫光分析も行ョたところ，いずれの喝合

にもUVAS-光合慮色猿系胸にエネルギーの転移があるというE鍵は得

られなかった.ー方，エキシマーレーザーを用いた換レンズ法分債の

鎗..WASIこ吸収されたエネルギーのほとんどは，光ではな〈総に

R復されていることが示され.この物質fJf:光合成の鋪助色素である可

健性はほとんどないことがおかった.

(*山梨大・工.柑山梨大・教育人間科学)

P17 0金弁塚恭裕川・露関久美子・2・片山富F康・3.議

務教育終了時の生徒の議績に関する知畿・理解

現行の学習指導要領にそって学習した生徒の.義務教育を

終了する時点での.生物に関する知織・理解を知るために，

金固から無作為に抽出した 14の中学校と新宿区落合中学校

の3年生を対象にして 1997年2月-3月に鋼査紙による鋼査

を行った。回答数は 1569名であった。調査結果の中から.主

として藻類に関連する肉容について，今回報告する。

回答者の多〈は，植物と聞いて逮忽するものとして.r光合

成』及びそれに関連することがらと『縁Jを挙げていた。光合成

を行っている生物については.r植物』が最も多<.ついで『葉

縁体を持つもの』と『緑色植物』であった。主に教科書に取り上

げられている藻煩をどの程度知っているかをみると.回答者

の多くがアオノリ.ヒジキ.コンフ.ワカメを知っていたが.ほと

んどの回答者はアナアオサ.テングサ.トサカノリを知らなか

った。ケイソウIま約半数の回答者が知っていた。知っていると

回答した者にその色と光合成をするかどうかを答えさせたとこ

ろ.回答者の多くは録義以外の藻衝の生の色を正し〈回答で

きなかった.ヒジキ以外の藻豊富については.いずれも緑色とい

う回答が量も多かった.また..色という回答が 90%以上あっ

たヒジキについて.それが光合成を行っているととらえている

回答者は半数強{会回答者の約47%)であった.

{・2新宿区議合中.・2北区富士見中 _3東京学芸大・生)

P16 0アリシアベルグローブ・脅木優和:イポツノマタ
の分散能について

イポツノマタ C加附田町庁山田闘は周年繁殖を行い、その果

胞子と四分胞子はともに大型{直径約 mμ皿)で不動である.

野外での本種の分散能を検討するために、伊豆半島南東都に位

置する下田市大浦湾内の離れ綴である大黒線(通称親子岩)上

のイポツノマタ個体群について 1999年5月から野外調査を行っ

ている.

イポツノマタの胞子の放出タイミングを明らかにするために

7月および 12月の大潮時に最長連続 30時間にわたって個体群

周辺の海水を 1時間毎に保水して検討した結果、胞子は干出時

以外は常時放出されているが、その密度には日変化があり、長

低低潮時後 2時間以内に最も多く放出されることが分かった.

厳れ視の個体群内の配偶体比率をソース個体群と比較するた

め、大黒板とそのソース個体群であるとみられる湾内岸側岸壁

の倒体群(大原根個体群から約 1∞-2∞m離れている)とで、
レゾシノールーアセタールテストを用いて配偶体と胞子体の判

別を行った.7月後半から 8月前半にかけて、個体群中の配偶

体の比率は、離れ線個体群で 82.3%、岸壁個体群で 66.8%であ

った.しかしながら、岸壁土で他と隔離された義体では配偶体

と胞子体の比率がほぼ等しかった。 9月後半の調査でも同織の

結果が得られたが、岸壁個体群での比率は約 ω%にまで低下し

ていた。以上よりイポツノマタの果胞子と四分胞子との闘には

分散能に差がある可能性が示唆された.

現在、梅水中の果胞子と四分胞子の判別法を傑っている.今

後は果胞子と四分胞子の分散能力の途いによって個体群中の配

偶体の割合を説明しうるか否かについて検討を加えていく予定

である.
(筑波大・下回臨梅)

P 18 0須谷昌ず・大谷修宮内淡水産賃緑藻類

Pseuth四 U町'SStrum enl町-.me(Ralfs) Chodatの無性生殖について

淡水産黄緑藻類の無性生殖に闘する報告は少なく、演者らの知る

限りではPleurochloris科の Pseua白白町制官官血属に関しては知ら

れていない.今回、淡水産黄緑藻類R開 Uth国白山割台um enorme 

(Ralfs) Chodatのクローン繕袋線を、島根県の山間留の池より分

鯵婿養し、その無性生殖を観察したので報告する.

材料は 1999年7月、大岡市の三瓶山浮布池の表面水をポリ瓶に

採取し、細胞をピペット洗浄法で分騰し、 CA培地に土壌抽出液を

加えた洛地で20"C、 12時間、 12時間の明暗周期で培養を行っ

た.

本種の細胞の形は三角形、四角形または不規則形で細胞表面から

不規則に 13-17の突起が伸びる.その突起は基郁から二又に分か

れる場合と分かれない場合があり、それぞれの突起の先端は2また

は3に分かれる.分裂前の細胞の大きさは20μm-30μmで、分

裂直後の自生胞子の大きさは 15μm-21μmであった.業緑体は

側壁性で、数十有し、突起の錦分には含まれていない.

無性生殖は、 2-4個の自生胞子の形成により、まれに3偲の場

合がある.自生胞子の周囲には母細胞壁が部〈残っている.自生胞

子の形成は暗期開始前後に起こっている. 2-4個の自生胞子の形

成は同じ科に属する V"lSCh師 S.Poly曲ぜ'eJla.仇 n.I4出品rloris.

PoJygoni侃bJ血危などの属で知られている.

f島根県立大田高等学校戸島根大・教育・生物}
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P 190竹下俊治・・宇治i享美"・中西稔*.海岸の岩

よ着生地衣類 2種の共生藻

本研究は.海岸に生育する地衣類の共生藻種を明らか

にすることを目的として行ったものである。調査地は島根県江

津市大崎鼻である。本調査地の飛沫帯以よの地衣類につ

いては.既に藻類学会第 23回大会にて報告しており.今回

は更に下方に着生するEndocarponsp.および防庁ucariasp. 
の共生譲について検討した。その結果.Endocarpon sp.から
は Diplosphaerachodoti を.~rrucaria sp.からは

Dilabifilum a.励。'PYreniaeを共生藻とLて確認した。

Diplo.伊加erachodotiは樹皮着生藻として報告されている

他.ノルマンゴケ(Normandinapulchella)の共生藻としても

分離されているが.海岸の地衣類から分離されたのは今回

が初めてである。Dilab.折1uma励。'PYreniaet.i海岸の岩ょ

にも生育しており(凪daet a1. 1996). ~rrucaria sp.は.

企図・勘担gの本種を共生藻として獲得していると考えられる。

本研究では更に.培地中の NaCll農皮を変化させ.共生

藻の形絡的な変化を観察した。培地は BBMを基準とし.

NaCl 濃度を 0.0位5%.0.1%.1%.2%.3.5%.5%.10%に

した。観察は培養開始後 5日おきに行った。その結果.

1均h司rThaerac恥II'latit.i.塩分割量度によって細胞の大きさや

自生胞子嚢形成に遣いが観察された。 Dilabiftll酬
arthoPY'閣 iaet.i. NaCl 濃度が5%以よでt.i糸状体の細胞

は死滅し.基部の細胞のみ生存していた。両種とも NaCll農

度が 10%ても生存しており.高い塩分濃度耐性を示した。

(事広島大・学校教育**竜王町立竜王小)

P 21 0市原嘉律感材f靖子.松岡対l'.東哲司，

南森隆司安田武司

ミドリムシ'(Ei唱勧回g官蜘}の SNFI関連プロテインキナ』ゼの同定と

その特徴

&伸昭防胎成緑虫で，分類判9に動物・植物双方に位置する.最近

の分子系統解析で同原生動物のキネトプラスティダ類との近創生が指

摘されている.演者らはこの単細胞生物がどのような細闘育報伝達系

の酵素プロテインキナーゼ遺伝子群を有しているか検索し沈合成生物

として隠語初に瓜MP依割生プロテインキゴ-ぜを同定じ.さらにこの

生物が多様なプロテインキナーゼ遺伝子群を有するデーターを得てい

る.今回，その中でも居眠鍛腕植物に広〈存在地t示されている SNFI関

連プロテインキナ一世S球的の拘勧闘でのホモローグ遺伝子の同定

と特徴を報告する.演者らは既知のセリン・スレオニンプロテインキ

ナーゼ遺伝子の触媒領成における保存性配列に基づくミックスプライ

マーを用~\Euglel回から抽出したmRNAを鋳型としIU-PCRを行った.

キナーゼ断片を得たのでこれをプローブとじてcDNAライブラリース

クリーニングを行いニ種の異なる制限価sRPKI及び 2)の会長配列

を決定した.その触媒領域の推定アミノ酸配列に基づく相向性検索，系

統樹解析などを行った.現在SnRPKは SnR旅1，2，3と三つのグループ

が知られている.クラミドモナスのそれ拡植物の SnRPK2グ1(，-ープに

比醐領掛であるのはすして陶加のものは植物タイプへの分子進

化途上にあると推察されるもののこの生物に特有のものであることが

示唆された.現在知られているSnR慌の分子進{岨程とこれらの分子

から観たEuglel閣の特色について司輸する.

哨 riyama&Ni酷町田rieta/.阻まSl瓜 450.問問ゆ

{椅戸大院・自然科学事糊)

P20 0山崎武央事・武田 宏**:

細胞肉共生体Pal7lmecium卸 'I"SIlI剖こ制する

藻特異性をもたらす宿主レヲチンの探索

細胞内に多数の共生藻を有する繊毛虫

Paramecium bursariaにおける共生諜認識機構とし

てジッパー機構仮説がある。その機構にはガラクト

ースに結合するレクチン性因子 AlgalAgglutinating 

Factor(AAF)が関与するとされている。しかし，この

仮説に基づいて行った本研究において AAF様活

性は認められず，糖に対する結合特性の異なる

Paramecium bursariaレクチン(PbL)が単離された。

部分精製 PbLは単純な糖に結合せず，糖蛋白質や

Chlorellaへミセルロース，酵母マンナンなどの多糖

に結合した。また ，Chlorella ellipsoideaや C

minutissima， C. zofingiensisをほとんど凝集させず，

C. sorokinianaやC. vulgarおを弱く凝集させ，c.

saccharophilaやC.kessleri，P. bursaira共生藻を強

く凝集させた。したがって Paramecium bursariaに

おいて PbLは諜を perialgalvacuoleに固定する"の

り"として共生成立に関与しており，藻の感染特異性

を決定しているひとつの鍵かもしれなL、。

(事新潟大学・自然科学研**新潟大・理・生物)

P22 0豊岡健介...田中次郎*・南雲保軸:海産羽状珪藻

Achnan必田属の分類学的研究

付着性の羽状目珪諜である Achnan的自属は，海水，汽水，淡

水に広〈出現する。本属は，縦溝殻と無縦講殻の2つの異なる上

下殻からなり，帯面からみて r<Jの字型に曲がることを特殺と

する。本属で海産付着種として出現する Achnan幼田javan血

Grunow .inCleve etGrunow (1~犯)は，多くの変種や品種が含ま
れている。本種の原音識には図や写真は無<，研究者によっては

原記載と異なる形態の個体を報告しており，同定は困難であった。

そこで，本研究では， 1878年に製作された本種の等価基準標本

(Cleve&蜘，llerNo.14'ηを英国自然史博物館より借り出し，本種

の形質を明らかにした。

この標本は，インドネシア(Java)の沿岸水域に生育していたと

恩われるナマコの聞の内容物をプレパラートにしたものであるの

で，プレパラート内に本種の他に複数の分類群カ帯在するれプ

レパラート内で観察された縦溝紘無縦構紘帯片の3つの部分

が原記載で述べられている形蜘備長と一致すること古型判明した。

これらの殻面は，その後の蹄暗によりに図や写真などで本種と

されたオリープの実状の形態とは明らかに異なり，紡錘形である。

この形態をもっ個体は本邦ではまだ報告古悔い。

この結朱従来Ajavan悶咽r戸田n胞とされてきた個体は新

たに命名し直し，本種内で同時に記議された Ajavsnica var. 

rhombica Grun仰などについても、再樹すの必要がある。また，

A javsnica var.卸血抱世間(Mann)Me泊町や Aja四 nicat: 
suJx町田官拍刷e協，r)HuS'蛤dtなどの変種及ぴ品種の分類学的

扱いを変更する必要があると考える。

伊東水大・望新原育成，軸B歯大・生物)
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P230南雲保*・鈴木秀和**糸状群体を形成する

Nitzschia martiana (Ag.) V. H.の形態と分類学的研究

珪藻類はそれぞれの種類の生育環境や形態に応じた群体

を作って生育している。特に海産珪藻類では放射状，糸状，

叢状など多様な群体形態が知られている。過去においては

珪藻類の分類に群体形態が取り入れられていた時期もあり，

近年はそれらの分類と殻微細構造など最近の分類データと

の連結も行われつつある。

この度熊本県天草の沿岸で採集した糸状群体を形成する

海産珪藻について観察する機会を得た。長さ 5cmにもおよ

ぶこの群体は生育状態では，あたかもシオグサ(緑藻)や

シオミドロ(褐藻)のように見える。しかし手にした感触

やルーべによる観察によって糸状藻でないことが分かり，

さらに光学顕微鏡観察を行ったところ，海産羽状珪藻

Nitzschia martiana (Ag.) V. H.と同定された。本種は大型で

殻長は極めて長いが，殻面の紋様は微細であるため，さら

に電子顕微鏡による観察を行った。その結果，殻面にある

管状縦溝全体が隆起すること，殻端裂溝の両側に特異的な

胞紋があることなどの特徴が観察された。これらの特徴に

基づくと， Nil回 chiamartiana (Ag.) V. H.と同定された本種

は別属に帰属すべき必要性が示唆された。

(*臼歯大・生物，料青山学院高等部)

P 25 本多大繍 : 海洋バイオテクノロジー研究所

が保有するストラメノパイルとクリプトモナッ

ド株の分子系統的位置づけ

現在MBI微細獲類コレクションには約1，000株が系統保存

されている.その中から、ストラメノパイル生物群の葉縁体

を持ついわゆる不等毛藻類として織刻されている11株、 11録
体をもたない3株、さらにクリプトモナッド生物群の葉縁体を

持ついわゆるクリプト蕩量産の3株、業縁体をもたない6株、の

計お徐について、 185rRNA遺伝子の DNA配列を決定し、分

子系統解析を行った.

ストラメノパイルの14株は、 3株がペディネラ系統群、 5株

がペラゴ藻系統群、 4株が狭擦の黄金色蕩系統群、 2株がピコ

ソヱカ系統群に位置した.ペディネラ系統群のMBIC・11037株

I孟閉じく葉緑体を持たない門'eridomonasdanil問、 Ciliophrys

infusionum とは系統と異にし、ペディネラ系統群の中で、別

個に3図の葉緑体の欠失が起こった可能性を示唆した.ペラゴ

藻系統君事の5橡l立、光学・電子顕微鏡レベルでは、いずれも

Sarcinochrysis marinaに類似していたが、 MBIC-10434株l草、

PuJvinaria sp.と単系統群を形成し、他の4株も S.marinaとは

単系統群を形成せず、新しく認穫される系統となった.

一方、クリプトモナッドの9*車のうち、南極近海から採取さ

れた葉緑体を持つ3樹立、いずれも Gemin匂erac明 Iphi伺と単

系統群を形成した.葉緑体を持たない6株l立、葉緑体を持つ単

系統群と、葉縁体を持たない Goniomonas加nca胞の聞から

分岐する新たな系統群を形成した.

{海洋バイオ研・釜石}

P24 0成田貴子'・真山茂樹・・河地正仲村:浮遊性有

孔虫から単離・培養したペラゴ藻の分類

原生動物である有孔虫の細胞には，紅藻，緑ii，渦鞭毛藻など

多様な藻類が共生することが知られている。演者らは，沖縄県瀬

底島沖から採集した直径約3∞μmの浮遊性有孔虫 Globige.血'aSp.

から共生藻を単離し，培養後，その分類を試みた。

培養細胞は単細胞性で，直径 1.5-3p.mの球形もしくは楕円

形であり，緑がかった黄褐色の杯状葉緑体を 1枚もっていた。葉

緑体とミトコンドリアの微細構造は，不等毛植物に共通の特徴を

もっていた。さらに，鞭毛を欠くこと，細胞膜の内側に並ぶ楕円

形構造体が存在すること，ピレノイドを欠き，核様体と推定され

る部位が葉緑体内に散在していること，細胞膜の周りに繊維状の

物質が放出され，成熟したものでは2層の外被を形成することが

わかった。これらの形質は，鞭毛をもたないベラゴ藻

Pelagococcus subviridisのものとよく類似している。しかし 18S

rDNAの塩基配列により構築した系統樹では.いずれの方法(近

隣結合法，最尤法，最大節約法)においても，鞭毛をもっベラゴ

藻Pelagomonascalc回 ，la胞の姉妹種となった。

今後は， 1)他の分子種を用いて系統学的解析を行うこと， 2)培

養条件を変化させることにより鞭毛細胞が発現するかどうかを確

認すること， 3)無鞭毛でありながら 18SrDNAの塩基配列が

Pelagomonas calceolataのものと同一である CCMP1145株

(GenBank U40928)の微細構造を観察することなどにより，本共

生藻の正しい系統学上の位置を決定したい。

(・東学大・生物..国立環境研)

P26 0熱海美骨・河地正{脚・宮下芙静:海産微細藻癒の寒

天平板上での生育の櫛サ

海洋バイオテクノロジー研究開1(MBI)では、海洋環境から分隠され

た微細藻類の系統保存を行っている.これらの藻薮の寒天平板上での

生育を確慰することができれは1)無菌{凶熔易となる、2)寒天斜

面培地上での保存が可能となる、 3)植継ぎ頻度を減らすことができ

るなど、維持管理作業の軽減を図ることができる.そこで現在MBIに

保存されている微細藻約1∞属7∞徐について、寒天平板上での生育

誠験と生育し危細胞の形態変化について検討した与

その結果、 MBIに保存されている微細藻類の多くが、寒天平板上ま

たは寒天穿事出揮で生育可能であることがわかった.ハプ卜藻類とブ

ラシノ藻類の一部には寒天平板での生育が全く見られなかったゐま

た一部の酷対主の濠績では、寒天平板上で生育した細胞の形態方領体

培地中の細胞と異なっていた。例えは通常濠体培地で維持されてい

る遊湖生の藻類のラフィド藻のHet闘 S加国 sp.やOOstf晴海副s/u臨E

は、寒天平板上と寒天穿事挺揮で生育した.寒天平板上で生育した細

胞は綬毛をもたない不定形の細胞であったのに対して、穿司鵬噂され

た細胞は、濠体培地中の細胞と同微な遊泳性の細胞であった.また、

遊泳性の円石蕩であるCめ柿ospha開 sph間前却では、寒天平仮

上で増殖した細胞表層に円石の形成が見られなかったゐ

多くの海産掛町葉樹容天平板上または寒天穿制強によって生育

可能であることがわかった.同時に一部の遊泳牲の藻殺では液体培

地と寒天平板上で生育したそれぞれの細胞形態に違い方観れることが

わかった。現在、寒天平板での生育が見られなかった藻類の新たな培

養方法の検討と、議体/寒天平援の商倍養条件下での細胞徴錦織造の

変化について寵査を進めているところである.
本研究開発は通産省工業w術院の『微生物資源利用基盤モデルの構築』の

一貫として、新エネ)14!ー・産業担櫛総合開発機儲から依誌を受けて実施した
ものである.

争海洋バイオ研・釜石、韓国立環境冊
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P 27 0宮下英明大熱海美香章、河地正{炉、池本尚人事、

梶原庸生..:海産微細藻類用培地の開発

海産(微細)藻類培養のための培養液組成は、多くの先人らに

よって考案・改良され、すでに数十にも及ぶ組成が提案されて

いる.海洋バイオテクノロジー研究所(MBI)では、海洋を中心

とする多様な含塩水環境から分磁された微細藻額の保存を行っ

ている.これらの保存株を分敵・培養・維持管理する過程にお

いて、経験的に、 IMK(jkemoto，魁iy酪 hita， Kawachi; lmproved 

回 dModi宵edK medium)矯地の汎用性が高いことが明らかに

なってきた.今回は IMK培地の有用性について報告する。

IMK培地I立、 K埼地 (Kelleret al. 1987)とESM培地(岡市

ら 1982)をベースに考案された。 K培地は外洋性の微細藻類

培養用に f/2港地(Guillard1975)から改良された汎用性の高い

優れた培地である.しかし、窒索源やリン酸源の含量が低いた

め、細胞濃度が高くなりにくい。一方、 ESM培地は、岡市ら

によって渦線毛藻類の保存や大量培養に用いられる槍地として

報告された.微量金属を天然海水に含まれるものに頼っている

ため、窒素とリン酸源の含量に比べ、金属イオンの供給衛速と

なることがある.IMK培地は、単純に両者を組み合わせた組成

を有している.IMK培地は、K培地、ESM培地、PES培地、BG-ll

海水培地等を用いて分蔵された海産微細藻類約 9∞縁のほとん

どに用いることができた.しかし、これまで指警が灘しいとさ

れている Prochlorococcusゃん抑'Iochloris等の培養には用い

ることができなかった.パッチ培養による細胞浪度も ESM培

地単独の場合と同等もしくはそれ以上であった。

IMK繕地は K培地と ESM培地の両者の利点をもちあわせた、

汎用的で、種々の培援実験、大量培養に利用可能な繕地組成と

なっているものと考えられる.

。海洋バイオ研・釜石、帥日本製薬・ライフテック部)

P290半田信司h 中野武登帥・ValeriaB. Itskovich***' 

益田芳樹帥帥: バイカル湖南西部の気生藻類

ロシアのパイカル湖南西部に位置するイルクーツクおよ

びリストビヤンカ周辺域において，気生藻類の調査を行っ

~. 

~。
調釜地域一帯の樹皮，岩.板やコンクリート構造物など

には，日本でごく普通に見られるような気生藻類の肉眼的

なコロニーは，ほとんど形成されていなかった。採取した

サンプルは，湖岸付近の板やコンクリートなどの表面に見

られた5サンプルで，これらを BBM寒天平板培地でスプ

レー法により単務培養を行い，種の同定を行った。

確認された気生藻類は Klebsormidiumflaccidum， 

印 lorellaellipsoideaをはじめ十数種類であり.サンプル

ごとに見ると 3-6種類と穏類数は少なかった。出現積の

ほとんどは，気生藻類としてごく一般的に見られるもので

あったが.日本では普通にみられるスミレモ科の藻類や，

木製の構造物などに高頻度で出現する Apatococcus

lobatusは確認されなかった。このように，気生藻類の群

落が貧弱なのは，寒冷で降水量の少ない気候的な要因が大

きく関与しているものと恩われる。

(*広島県環境保健協会**広島工大・環境・環境情報，

***Limnological Institute ofRAS. • **** JIIj崎医大・生物)

P 28 宮下英明:海洋バイオテクノロジー研究所が保有する
シアノバクテリア(ラン藻類)の分子系統関係

海洋バイオテクノロジー研究所(MBI)では、海洋を中心とす
る多様な環境から分継された微細藻類の保存を行っている.本

研究では、 MBIが保有するシアノバクテリアの多様性を明らか
にすることを目的に、保存株の分子系統解析を行った。

まず、多〈の保存株に従属栄餐細菌が混入しているため、原
被蕩類の 16SrDNAfII!分配列約 1.25陥 p.を特異的に増幅するプ
ライマーを設計した.これを用いて保存株約 120掠の 16SrDNA

節分配列を場幅し、配列決定して、分子系統解析を行った.

データベースから引用したデータに MBI;株のデータを入れ
て推定した系統関係l立、 Tumer(1997)や Hondaら(1999)によ

ってすでに報告されているシアノバクテリアの分子系統関係と
ほぼ一致した。この系統樹から、 MBIのシアノバクテリアが、
Phormidiumに近い糸状のグループ、 Cy，釦obiumに近い単細胞

のグループ、好塩環境から分離された単細胞/糸状のグループ、
Pleurocapsaや S，liI'lechococcusPCC7αl2に近い単細胞のグル

ープの 4つに大jJlJできることがわかった.また、 Acaryochloris
系統群のように特殊な系統群を形成するものもあった.一方、
海洋に分布していることが知られている Trichodesmiumゃ
Arthrospiraに近い株は保存されていなかった.

これらの結果は、 MBIが保有しているシアノバクテリアコレ

クションが、含塩水環境に生息するシアノバクテリアの多機性
と特異性を反映したものであることを示唆している.今後は分
子系統解析において、特異な系統群を形成した株のキャラクタ

リゼーションを進め、 MBIが保有しているシアノバクテリアコ
レクションの重量備を継続する予定である。

本研究開発は通産省工銭鏡街院の『微生物資源利用基橿モデルの構築Jの

一環として.新エネルギー・産農技衛総合開発機構から依託を受けて実施した
ものである.

(海洋バイオ研・釜石)

P 30松岡敏充・0林正男・越賢珍:渦鞭毛

藻シスト群集変化からみた大村湾の環境

渦鞭毛藻群集の特徴は海水温、塩分、栄養塩濃

度などの海域固有の水質とに関連が認められるこ

とから、海底堆積物中の渦鞭毛藻シスト分析が過

去の堆積域の環境推定に適用可能であると示唆さ

れており、とりわけこれまでに従属種のシスト群

集と富栄養化とが深く関わっていることが報告さ

れてきた。そこで本研究では大村湾堆積物中の渦

鞭毛藻シストの分布調査を行った 198ο'"1981年

と 1998年の結果と比較することによって、過去

18年間で大村湾に生じた水質変化を明らかにす

ることを目的とした.

その結果、湾奥部で従属栄養種群である

Protoperidinioidグループが他の地点と比べて最も

摺加していた。これは津水湾周辺の人口摺加に伴

う栄養塩の鳩加によって被捕食者である珪藻類や

バクテリアの摺殖を反映しており、その海域での

富栄裳化の進行によると推察した。

(長崎大学・水産学部 沿岸環境学研究室)
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P 31 松岡数充$・ O加藤めぐみホハ谷村好洋・・ホ.

福1事仁之日:長崎県大村湾における珪藻の沈積・埋

没過程の解明

珪藻はその殻が堆積物中に化石として残されやすい

ため，過去の水域環境を示す指標として重要である。

しかしながら，珪藻化石の形成過程，つまりは珪藻の

生体が遺骸となって堆積物中の化石となるまでの過程

に対する検討は十分になされてこなかった。

そのため，本研究では珪藻の化石化過程を明らかに

するために，長崎県大村湾の湾奥部に位置する長与捕

においてセディメント・トラップを用いて捕集された

水柱沈降物試料，および海底表層堆積物試料に含まれ

る珪藻殻をそれそeれ定量的に音|数して比較した。その

結果，水柱を沈降してきた珪糠遺骸のうち数%'""10

数%のみが堆積物中に化石として残されることが明ら

かになった。また，化石となる珪藻殻の数量は珪務の

各分類群ごとに異なることが示された。堆積物中の珪

藻化石から過去の水域環境を推定する際には，化石化

過程での個体数や群集組成の変化について考慮して，

珪藻殻から得られる情報を正しく解釈する必要がある。

(*長崎大・水産，日都立大・理***国立科博)

P 33 0岩滝光儀U ・吉田 誠U ・高山晴義U ・福代康

夫*'.有殻渦鞭毛藻Heterocapsa属の鱗片の形態変異

Heterocapsa属は有殻渦鞭毛藻類の}群で、鎧板配列を

元に光合成種 11種が記載されている。本属は有殻渦鞭毛

容器類の中で唯一、細胞最外層に有機鱗片を持つ事が知られ

ている。この鱗片は属の特徴であると共に、直径約 350nm

の網目模様を持つ基部には三角形や円形などの形態変異

があることから、種レベルの分類形質としても扱われるよ

うになっている。しかし記載時に鱗片の形態の明示された

H. rotunda師、 H.circularisquama以外の種では鱗片を用い

た同定は函難となっている。

本研究では本邦沿岸とその近海に出現した Heterocapsa

属の鱗片をシャドーイング法とウラン染色法を用いた

TEM観察を行い、鱗片の微細形態の比較を行った。その

結果、既報の(1)三角形の基部の鱗片 (H.rotunda師、 H.

triquetra)、(2)円形の基部の鱗片 CH.circularisquama、H.

sp.香港産)の他に、 (3)基部は(1)に似るが上部の装飾構造

の異なる鱗片 CH.sp.東京湾産)が観察され、さらに(1)と

(2)の両タイプの鱗片を持つ藻 CH.sp.メルボルン産)も確

認された。今回は鱗片の形態と細胞外形の対応関係と示す

と共に、鱗片の種レベルの同定基準としての有用性につい

て検証する。 (*1東京大・農・水圏環境、ジ広島県水試、

U東京大・アジアセンター)

P 32 ・松永茂、堀輝三:ブラシノ藻Mesost，匂maの

走光性;眼点退縮株が示す光に垂直な走光性について

走光性において眼点が果たす役割は、細胞内を通り抜けて光受容
体へ到達しようとする光を遮断し、細胞表面から射し込む光のみを光
受容体に効率よく感知させることにある。この際の眼点の光学的作用
として、干渉・反射・吸収などが考えられるが、これを検証しうる実
験的な根拠は未だ少ない。本研究では、鰻毛緑藻Mesostigma viride 
の眼点が退繍して吸収・反射活性を失った株と、明瞭な眼点在持つ株
とが示す走光性を比較・解析し、走光性における眼点の光学的効果の
解明と、光受容体の真の吸収スベヲトルの推定を目指した。

まず有限点株の眼点の吸収・反射スベクトルを調査したところ、
極大波長がそれぞれ460nm、550nmで、吸収による遮蔽効果は反射
のそれの約 5倍であった。次に両株の走光性の作用スベクトルを
400-620nmの範囲で調査した。有限点株は全波長級で正の走光性を
示し、その極大は490nm、550nmに二つの山として現れた。一方眼
点退錨株は、緑色光域では入射光に曇直な向きに泳ぐ“垂直走光性"
を示し、その短大は550nmのみに現れた。この株は青色光域では弱
いながら正の走光性を示し、その作用スベクトルは葉緑体の吸収スベ
クトルと一致した。つまり青色光域では薬縁体による光の遮癒がある
ため、正方向へ遊泳できたのである。

これらの結果は、少なくとも Mesosligmaでは、眼点の干渉や反
射よりも眼点・葉緑体による光の吸収が、正しい光の方向認識により
多く寄与することを示唆する。また光受容体の真の吸収極大は
550nmの一山のみで、この波長域では眼点・薬縁体による遮蔽が少
ないので遊泳方向に誤りが生じ、作用スベクトル上でのこの波長域の
QE値は受容体の吸収に比べ小さくなると思われる。一方有限点株で
490nmに現れるもう 1つの作用スベヲトルの極大は、眼点・葉緑体
による遮蔽が充分でかつ光受容体の吸光係数が比較的大きいために
現れる見かけ上の短大であると考えられる。この490nm付近の極大
はCh/amydomonasなど他の鞭毛緑藻でも報告されており、これま
で真の光受容体の吸収極大と考えられていた。これが Mesostigma
同様、見かけ上のものであるかどうかは今後検討を要する課題である。

{筑波大学生物科学系)




